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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次





プロローグ


　　　　Ａ　荒くれ者

　　　　Ｂ　変わり者



一章


　　　　Ａ　探求者

　　　　Ｂ　来訪者



二章


　　　　Ａ　失踪者

　　　　Ｂ　吹聴者



三章


　　　　Ａ　破壊者

　　　　Ｂ　挑戦者



四章


　　　　Ａ　新参者

　　　　Ｂ　帰還者



間接章


　　　　　　脱落者



あとがき









[image: デュラララ!!SH]
















だ‐そく【蛇だ足そく】

《昔、中ちゆう国ごくの楚その国で、蛇へびの絵をはやく描く競争をした時、最初に描き上げた者がつい足まで描いてしまったために負けたという「戦せん国ごく策さく」斉せい策さく上じようの故こ事じから》付け加える必要のないもの。無む用ようの長ちよう物ぶつ。


デジタル大だい辞じ泉せん[image: まるしー]SHOGAKUKAN Inc.1995 1998 2012















　これは、蛇だ足そくの物語だ。

　首くび無なしライダー。無む色しよく透とう明めいのカラーギャング。人を愛するが故ゆえに人を斬きり続ける妖よう刀とう。

　得え体たいの知れない怪かい物ぶつ達が池いけ袋ぶくろに残した傷きず跡あと。

　人々は、怪物の姿すがたを想そう像ぞうし、妄もう想そうし、時には溺でき愛あいし──それぞれの『都市伝でん説せつ』として街の中に語り続ける。




　そんな完成された絵に描き足たされる『蛇の前足』。

　あるいは、無む用ような物語と人は呼ぶかもしれない。

『都市伝説』として成長した巨きよ大だいな蛇に、付け加える必要の無いものだと。




　しかしながら、忘れてはならない。

　蛇の前足が両腕うでへと進化し、全てを摑つかむ『手』を獲かく得とくしたのならば──

　時に、蛇は龍りゆうになるかもしれないという事を。
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プロローグＡ　荒くれ者







『化ばけ物ものめ』




　中学を卒業するまでの間に、幾いく度どとなく、そう言われ続けてきた少年がいた。

　秋あき田たの山奥にある、人ひと里ざと離はなれた温おん泉せん郷きよう。

　秘ひ湯とうとして人気があるため、観光客きやくが一年を通して訪れるものの、過か疎そ化かの波には逆らえず、緩やかに寂さびれつつある集しゆう落らくだ。

　そんな村の中で、少年は15年前に生を受けたらしい。

　らしい、というのは、確かく定ていした情報ではないからだ。

　臍へその緒おが取れたばかりの嬰えい児じだった彼は、とある温泉宿やどの入口に、布にくるまれた状態で捨てられていたのだという。

　その後、その宿のオーナーである老ろう婆ばに引き取られ、彼女の娘むすめ夫婦の養よう子しとして育てられた赤あか子ごは、人並みの愛情と人ひと一いち倍ばいの環かん境きように恵まれ、すくすくと育っていった。

　しかし、心まで健すこやかに育つ前に、周囲からの横やりが入り始める。

　どこにでもある話と言えばそれまでだが、血けつ縁えんもないのに村の有ゆう力りよく者しやに育てられている少年をやっかみ、精神的に、あるいは肉体的に危き害がいを加えようとする輩やからが現れたのだ。

　しかし、そこで村は少年の特とく異い性せいに気付く事になる。




　少年が小学校に入ったばかりの時、上級生が喧けん嘩かを売ってきた。

　歳としは５つも上であり、体も大おお柄がらである近所でも評ひよう判ばんのあくたれであった子供がちょっかいをかけてきたのである。

　当時、自分が養子だという事実を知らなかった彼は、自分が何を言われているのか解わからず、首を傾かしげるだけだった。

　しかし、堪こたえた様よう子すの無い彼に苛いら立だったのか、上級生はあっさりと手を出し始める。

　苛立った上級生が一発殴なぐり、よろけた新入生の胸ぐらを摑つかみ上げた時、誰だれもが一方的なイジメになると予よ感かんした。

　実際、その喧嘩は一方的なものとして終わる。

　ただし、勝敗は皆の予想と逆だったのだが。




　それが、彼が『才さい能のう』を最初に発はつ揮きした瞬しゆん間かんだった。

　小学校にあがるまでに、特に何かを鍛きたえていたわけではない。

　体質的に鋼はがねの体を持っていたわけでもなければ、自じ販はん機きを持ち上げるような怪かい力りきを持っていたわけでもない。

　ただひとつ、『センス』とでも言うべきものがあるだけだった。

　肉にく食しよく生物の何割かが、生まれながらに獲え物ものの仕し留とめ方を知っているように。

　少年は襟えり首くびを摑まれた次の瞬間、彼は、上級生にやりかえす事にした。

　相手の耳を摑み、勢い良く引き摺ずり落とす。

　耳を千ち切ぎられると本ほん能のう的に察した上級生が、手を放して思わず身を屈かがめた瞬間──その鼻はな柱ばしらに、齢よわい６歳さいの少年の頭ず突つきが叩たたき込まれた。

　当然ながら、何か知ち識しきがあったわけではない。

　ただ、自分の硬い所を手っ取り早く相手にぶつけようと思っただけだ。

　もっとも、小学校に入学したての子供がそう考える事こと自体が異常ではあったのだが。

　そして、まだ幼い少年には『容よう赦しや』や『手て加か減げん』という概がい念ねんが備わっていなかった。

　敢あえて、この少年の性格を一つあげるというのならば──

『臆おく病びよう』

　全て、この一ひと言ことに集しゆう約やくされるだろう。

　少年は臆病故ゆえに、恐きよう怖ふを嫌きらった。

　ただ、それだけの事なのだ。

　人ひと一いち倍ばい恐きよう怖ふに対して敏びん感かんであり、それを人一倍怖おそれる。

　結果として、その臆おく病びようさと『才さい能のう』が組み合わさった事で、一人の『怪かい物ぶつ』が生まれてしまったと言えた。

　わけの解わからない事を言いながら自分を攻こう撃げきしてきた上級生は、少年にとって十分に恐怖の対たい象しようとなり得る。

　恐怖は、遠ざけなければならない。

　自分の前から、消し去らなければならない。

　少年は、本能に従って蹲うずくまった上級生を蹴けり続けた。

　顔面を的てき確かくに狙ねらって。

　爪つま先さきを使い、顔を覆おおう指ごと折り潰つぶすように。

　指の間から地面に滴したたる血を見ても、少しも躊躇ためらう事こと無なく。

　何度も、何度も

　いつまでも。




　その事件を切っ掛けとして、少年は周囲から怖おそれられるようになった。

　結局は『最初に殴なぐり掛かったのは上級生の側』という事と、村の有ゆう力りよく者しやの息子むすこという事もあり、大ごとになるのは避けられたものの──少年の人生が、そこで捻ねじれる事になる。

　ある意味では、全く捻れず、自分の才能に従って真まっ直すぐに歩み続けたと言えるのかもしれないが。




　過か疎そ化かが進みつつある村とはいえ、少年に手ひどくやられた上級生の他にも、厄やつ介かいな子供達は多かった。

　仲間の仇かたき討うちと称して、生なま意い気きな子供をとっちめようとした年上の少年達。中には中学生まで混じっており、そうした集団に袋ふくろだたきにされては、流石さすがに手も足も出ない。

　そう思われたが──

　新入生は、最初の一人に殴られ、馬うま乗のりになられた瞬しゆん間かんに──なんの迷いもなく、相手の目に指を突き入れた。

　抉えぐれこそしなかったものの、目から血を流しながら叫び喚わめく仲間を前に、上級生達は一いつ瞬しゆんにして恐怖に飲まれてしまう。

　悲ひ鳴めいをあげて転ころがる仲間に、手て近ぢかにあった石を持って追い打ちを掛けようとしている、僅わずか６歳さいの少年。

　鬼き気き迫る様よう子すに、彼らは一いつ斉せいに同じ事を感じた。

　目の前にいるのは、自分達とは違う何かだと。

　自分達たちよりも頭一つ以上小さい、成長期前まえの子供。

　それにも関わらず、まるでその大きさの狼おおかみか熊くまでも相手にしているかのような感覚だった。

　すぐに気を取り直して、数人がかりで少年を袋ふくろだたきにすれば十分に勝しよう機きはあっただろう。

　だが、集団での喧けん嘩か慣なれした暴ぼう走そう族ぞくや不ふ良りようグループならともかく、ただ、少しばかり悪ぶった小中学生達にそれを求めるのは酷こくなことだった。

　次に殴なぐり掛かる最初の一人は、同じ目に遭あう。

　石で歯を叩たたき折られる仲間を見て、彼らは完全に足が竦すくんでしまっていた。




　流石さすがにその一件は過か剰じよう防ぼう衛えいとなり、僅わずか６歳さいという身の上でありながら、警察沙ざ汰たとなった後に児じ童どう相談所に連れん絡らくされる事じ態たいとなる。

　その後は村の中で彼に手を出す者はいなくなったが、中学に上がるか上がらないかの頃ころ──村の不良少年達から噂うわさを聞きつけた周囲の地区の人間が顔を出し、少年にちょっかいを掛け始めた。

　理由は、至し極ごく単たん純じゆん。

　当時の上級生達も成長し、行動範はん囲いを余よ所その土地へと広げていった結果、そこで喧嘩も含めて新たな交こう友ゆう関係などを築いていくのだが──その最さい中ちゆうに、ふとした弾はずみで過去に自分達を殺しかけた少年の名を口にしてしまったのだ。

　過去の思い出トラウマは彼らの脳のう内ないで様さま々ざまな尾ひれが付け加えられており、『６歳の時点で人の耳を千ち切ぎり、十人相手でも全く怯ひるまず、石で相手の肋ろつ骨こつを全て折った怪かい童どう』として、少年の噂が広まっていく。

　そして、面おも白しろ半分でちょっかいを出した余所の街の不良少年達は、思い知る事となった。

　誇こ張ちようされていた話の通りに、少年が禍まが々まがしい成長を遂とげていたのである。




　──化ばけ物ものめ。




　中学に入りたての少年に半はん殺ごろしにされた誰だれかが、彼に向かってそう言った。

　最初に言われた瞬しゆん間かんの事を、少年はもう覚えていない。

　──化け物め。

　──化け物。

　──化け物だ。

　仲間の仇かたき討うちの為ために。

　あるいは自分の力を周囲に見せつける武ぶ勇ゆう伝でんの一部とする為に。

　腕に覚えのある荒くれ者が、次から次へと周囲の土地からやってきた。

　少年は、その全てを迎え撃うつ。

　ただ、少年は怖こわかっただけなのだ。

　正しく生きているつもりなのに、自分に理り不ふ尽じんな敵てき意いが向かってくる事が、何よりも恐ろしかった。

　少年は体を鍛きたえ始める。

　身に降りかかる理不尽な恐きよう怖ふから身を守る為ために。

　そうしている間にも噂うわさは広まり続け、とうとう他た県けんから喧けん嘩かを売りにくる者まで現れた。

　喧嘩に明け暮れる日々。その恐怖を打ち払う為の鍛たん錬れん。

　こうして、生まれながらの『才さい能のう』に、『経験』と『努力』が積み重ねられたのである。




　何もかもが理不尽だった。

　自分から喧嘩を売ったわけでもないのに、周囲から喧嘩を売られ、挙あげ句くに喧嘩を売ってきた者達に怪かい物ぶつだ化ばけ物ものだと怖おそれられる日々。

　中学三年になる頃ころには、少年は齢よわい15にして全てを諦あきらめていた。

　自らが孤こ児じである事も、この歳としでは既に理解している。

　育ててくれた親に感謝する一方で、世せ間けんに対しては既すでに何も期待していなかった。

　ただ、化け物と呼ばれ続けるまま、ろくでもない人生が続くのだろう。

　世界とは、人生とは、所しよ詮せんはこんなものだ。

　僅わずか15歳の少年にそう信じさせてしまうほど──確かに、世界は彼に冷れい淡たんだった。

　必ひつ要よう以上に苦しめるわけではない。

　少年の家族は、傷しよう害がい沙ざ汰たを起こす彼の事を見み捨すてなかったし、警察も、鉄パイプやナイフなどを持って少年を襲おそった不ふ良りよう達との喧嘩については『正当防ぼう衛えい』と判はん断だんし、少年院行きなどはかろうじて免まぬがれた。

　しかし、相も変わらず理不尽な憎にくしみと怖れの目だけは自分の体に注そそがれ続ける。

　家族の優しさは、逆に少年の心を孤こ独どくにした。

　化け物と呼ばれる自分のせいで、まっとうな人間である家族に迷めい惑わくを掛けてしまっていると。

　自分のような化け物が、彼らに迷惑をかけている事が申もうし訳わけ無いと。

　生なま殺ごろしのような状況の中、少年は世界に希望を持つことを止め、さりとて絶望する事もなく、中なか身みの感じられない人生を送り続けた。

　恐らく、今後も一生この状態が続くのだろうと考えながら。

　そんな折、少年に一つの転てん機きが訪れる。




　夏の終わりのある日、村に、東とう京きようからの旅行客きやくがやって来た。

　大おお曲まがりの花はな火び大会を見に来た帰りに、秘ひ湯とうと噂の温泉街がいにやってきたらしい。

　村むら一番の温泉宿やどに泊まったその客は、たまたま、少年と不良達の喧嘩を目もく撃げきする事となった。

　凄せい惨さん極まりないその喧けん嘩かを興きよう味み深ぶかげに眺ながめていたその客は、喧嘩が終わったばかりの少年に対し、笑いながら声をかける。




「若い子は、元気があっていいねぇ」




　少年は、怪け訝げんな顔をした。

　今まで、自分の喧嘩を旅行客きやくに目もく撃げきされた事は何度もあったが、誰だれもが恐きよう怖ふに満ちた目を向けるばかりで、楽しげに笑いかけてくるものなどいなかったからだ。

　旅たび人びとは、血みどろになって転がる不ふ良りよう達の中心に立つ少年に対し、言葉を続ける。

「エネルギーが有り余ってるうちは、人としての本ほん能のうに従うのもいい事だよ」

　倫りん理り観かんの欠片かけらも持ち合わせていないようなその男に、少年は言う。

　人としての本能とはどういう事か、貴方あなたは自分が人に見えるのかと。

　すると、旅人は答える。

「？　おかしな事を聞くね。君が人じゃなくて何だって言うんだい」

　男は柔らかい笑えみを浮かべながら、言葉を続けた。

「確かに君は喧嘩が強いみたいだけど、喧嘩が強いっていう個こ性せいを持った人じゃないか。世の中にはね、もっと人間離ばなれした人もたくさんいるし、本ほん物ものの異い形ぎようだっているんだからさ」

　おかしな事を言う旅行者だと、少年は訝いぶかしんだ。

　しかし、噓うそを言っているようにも見えない。

　今の状態の自分が、『人』と言われた事に、少年は少なからず戸と惑まどいを覚えていた。

　一体この旅人は、どんなものを見て来たのだろう？

　立ち去ろうとする旅人に、少年は思わず尋たずねた。

　一体、どんな土地からこの村にやってきたのかと。

　すると、旅人は朗らかな笑顔のまま答えた。




「池いけ袋ぶくろ」




　その地名は、聞いた事があった。

　東とう京きようの中でも有名な街の一つであるが、村から殆ほとんど出た事のない少年にとっては、『かろうじて名前だけ知っている』という程てい度どの存在である。

　興きよう味みを持った少年は、殆ど使った事のないスマートフォンのネット機き能のうを起き動どうさせ、『池袋』について調べ始めた。

　カメラにハッキリと映し出された首くび無なしの異形や、自動販はん売ばい機きを投げる男の動どう画が。

　そうした『情報』に辿たどり着くまで、そう時間は掛からなかった。

　少年は息を吞のみ、取り憑つかれたように『情報』を漁あさり続ける。

　首くび無なしライダー。

　謎なぞのバーテンダー。

　ダラーズ。

　切り裂さき魔ま。

　漫まん画がか何かと思おぼしきキーワードが次から次へと画面に浮かび上がっては消えて行く。

　ドクリ、と、心しん臓ぞうが高たか鳴なるのを感じた。

『所しよ詮せん自分は化ばけ物ものだ』と孤こ独どくを受け入れていた時に、新たな世界が広がったのである。

　喧けん嘩かに明け暮れていた少年は、スマートフォンの小さな窓を通じて、世界を見た。

　それは、確かに『恐きよう怖ふ』でもあった。

　少年を怪かい物ぶつたらしめた『臆おく病びようさ』は、成長する事である程てい度ど落ち着いたものの、完全に消え去ったわけではない。

　首無しライダーは恐ろしい。

　自じ販はん機きを投げる男が恐ろしい。

　切り裂き魔も恐ろしい。

　数百人のギャング集団など恐ろしくて仕方が無い。

　しかし、その衝しよう撃げきは、彼の心を強く刺し激げきした。

　好こう奇き心しんが、恐怖を上回ったのである。

　本来ならば、そんな恐ろしい首無しライダーなどは遠ざけなければならないと思う所だった。

　絶対に池いけ袋ぶくろになど行かないと思う筈はずだった。

　だが、彼は自分の本ほん音ねに気が付いたのである。

　──このまま、自分がただ一人の化け物として生きて死んでいく事が──

　──世界がこんなものだと諦あきらめたまま死ぬ孤こ独どくこそが、本当に恐ろしいと。

　やがて、その小さな窓からの情報だけでは物もの足たりなくなり──

　進路を決定しなければならない時期に、彼は育ての親に対し、一つの我わが儘ままを言う。

　基本的に売られた喧嘩を買っただけとはいえ、自分の喧嘩が家族に多大な迷めい惑わくをかけていたのは事実だ。

　逆さか恨うらみした不ふ良りよう達が、温泉宿やどに火を放とうとして警察沙ざ汰たになった事もある。

　その事に対する罪ざい悪あく感かんからか、はたまたそれでも自分を見み捨すてなかった事への恩おん義ぎからか、少年は、今まで両親に対して我が儘らしい我が儘は言ったことが無かった。

　世の中への諦あきらめもあったせいか、喧嘩漬づけの人生とは裏うら腹はらに、生活態たい度どそのものは至って真ま面じ目めで、親や祖そ母ぼに何かをねだるという事もしてこなかった。

　そんな少年が、小学校で喧嘩をして以来──初めて、我が儘を言った。




　東とう京きようの──池いけ袋ぶくろの高校に進学したい。




　あまりにも唐とう突とつな申もうし出でに、両親は戸と惑まどった。

　しかし、熱心に『もっと色々な事を学びたい』という少年に対し、温泉宿やどのオーナーである祖そ母ぼが言う。

「こっちゃけこつちに来て、ねまれ座りなさい」

　言う通りにした少年の目をじっと見つめ、祖母が静かに続けた。

「こんちけどったわらしがいじけてた子が……。おめなばおまえ、さっと見ね内におがっだな少し見ない内に成長したねえ」

　村むら独どく特とくの少し特とく異いな秋あき田た弁べんで語る祖母は、そう言って少年に笑う。

　結局、その後、祖母の鶴つるの一声で少年の我わが儘ままは聞き入れられた。




　そして、化ばけ物ものと呼ばれた少年が、池袋にやってくる。

　諦あきらめかけていた世界と、もう一度向むき合う為ために。

　自分の知らない、本当の『怪かい物ぶつ』と出会う為に。




　少年の名は、三み頭ず池ち八尋やひろ。

　彼がこの先、何を見るのかは解わからない。

　臆おく病びような化け物が、池袋の街で果たして誰だれと出会うのか。

　あるいは、何を成すのか、成さないのか。

　それは誰にも解らないが、ただ一つだけ確実なのは──

　街そのものは、どんな人間だろうと来るのを拒こばまないという事だった。




　ダラーズの終しゆう焉えんから一年半。

　池袋は今、新しい風を迎えようとしていた。













プロローグＢ　変わり者







　街というものは、人がそこに住む限り、常に変化を続けている。

　池いけ袋ぶくろとてその例外ではなく、人が多く集まる場所だからこそ、流は行やり廃すたり、あるいは経済や社会の変化などによって街の空気を少しずつ入れ替えてきた。

　だが、街と人は元々一いつ心しん同どう体たいだ。

　人が街を変えるように、街に合わせて人も変わる。

　その変化が成長なのか堕だ落らくなのか、あるいは全く別のものなのか──

　結局の所、変化の結果は人それぞれとなるのだが。




「私達たちもとうとう三年生かあ、クル姉ねえはもう進しん路ろとか考えちゃったりしてる？」

　池袋駅からサンシャインへと続く繁はん華か街がい、通つう称しよう『60階通り』を歩きながら、一人の少女が、隣となりを歩く同じ顔をした人間へと話しかけた。

「……肯うん……」

　蚊かの泣くような声で、並び歩く妹に答える少女。

「うへぇー。クル姉ねえ、真まッ面じ目めー。私はもう、ニートでいいかなーって思ってる。クル姉、働きに出て私を養ってよー」

「……嫌面倒臭い……」

　彼女達たちは双ふた子ごであるが、顔かお以外は何もかもが似ていない。

　妹である折おり原はら舞まい流るは、長く伸ばしたお下げ髪がみに眼鏡めがねをかけて、いかにも大人おとなしく優ゆう等とう生せいといった調子の格かつ好こうをしているのだが、明めい朗ろう快かい活かつで口より先に手や足が出るタイプのアクティブな性格をしている。

　一方、姉の折原九く瑠る璃りはボーイッシュな見た目をしているのだが、目にも声にも生せい気きが感じられず、古びた人形のような空気を漂ただよわせていた。

　そうしたファッションは、自然と身についたものではない。

　子供の頃ころからわざと正せい反対の性格や趣しゆ味みになろうとしているのである。

『双子とは完かん璧ぺきな存在の象しよう徴ちようであり、互いの不足を補う事ができる』という考えから、二人は互いに不足を補う為ため、まだ幼い頃にくじ引きで人生を決めたのだ。

　これから先、それぞれがどのようにして生きるかと。

　そして、互いに困った事があれば、二人で必ず助け合おうと。

　子供じみた妄もう想そうに過ぎなかったのかもしれないが、実際そうして育ってしまった。

　数少ない二人の趣味の共通点てんは、若わか手て男性俳はい優ゆう、羽はね島じま幽ゆう平へいのファンであるという事。そして、お互いが大好きだという事ぐらいである。

　変わり者の二人として、彼女達は街でそこそこ有名な存在だ。

　彼女達は池いけ袋ぶくろにある高校、来良らいら学園の生徒であり、そろそろ終わる春休みを特にあてもなく、それなりに満足そうに満まん喫きつしている。

「でも、私達ももう三年かー。早いよねー。ついこの前まで一年だと思ってたのに、もう三年だよ、三年。まだ３ヶ月ぐらいしか経たってないみたいに感じるよ」

「……光はやいよね……」

「でも、街は色々と変わったよねー。アニメイトやとらのあなが新店オープンしたり移転したりした時は狩かり沢さわさん達もお祭り騒ぎだったし。新しいお店とかもどんどんできてるしねえ」

　そんな事を言いながら舞流は首を振り、お下げ髪を振り回しながら街を見た。

「あ、でも、昔っから変わらないとこもあるよね。ほら、あそこのシネマサンシャインとか、ゲームセンターとか……」

　舞流の言葉が、そこで止まる。

　映画館に併へい設せつされたゲームセンターの入口付ふ近きんに、知り合いの顔を見つけたからだ。

「あ、ほらほら、クル姉、青あおっちがいるよ。ヨシキリ君達も一いつ緒しよじゃん」

　九瑠璃が妹の視線の先に目を向け、そこに同じ学校の男子生せい徒と──黒くろ沼ぬま青あお葉ばの姿すがたを見つける。

　休日なので当然私し服ふくを身に纏まとっており、少年は、学校とは違う雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「青あお葉ばっちも三年かー。初めて会った時は子供っぽかったけど、背もちょっと伸びたよねー」

　感かん慨がい深ぶかげに言いながら、ずかずかと少年の集団に近づいて行く舞まい流る。

　そして、何の躊躇ためらいもなく青葉の頭にチョップを叩たたき込んだ。

「いてッ」

「やっほー！　青っち、元気？　ちゃんと生きてる？」

「舞流か。……なんだよ、その挨あい拶さつ」

　やれやれと溜ため息いきを吐きながら言う青葉に、舞流はニシシと笑いながら答える。

「だって、青っちを長いこと見かけないとさー、なんか危ない事やらかして死んじゃってそうなんだもん」

「好き勝かつ手て言ってくれるなあ」

　頰ほおを引きつらせる青葉に、舞流は更さらに続けた。

「実際、危ないことしてんでしょ？　この前も、また『屍龍ドラゴンゾンビ』の人達と揉もめたんでしょ？」

「……相変わらず、耳みみ聡ざといなあ」

　黒くろ沼ぬま青葉は、『ブルースクウェア』という不ふ良りようグループの中心人物だ。

　かつては青いバンダナや目め出だし帽ぼうを纏まとってカラーギャングとして活動していたが、現在はそうした色による主張を控え、表おもてだっては目立たない形にしているらしい。

　一見すると不ふ良りようにすら見えない少年に対し、舞流はあっけらかんとした調子で続けた。

「これでも疎うとくなった方だよ？　イザ兄にいはフラッといなくなっちゃったし、波なみ江えさんはアメリカに行っちゃったし、もう、そういう話してくれる人、楽らく影えいジムの先せん輩ぱい達たちぐらいだしね」

「どっちにしろ、折おり原はら達には関係ない話さ」

　そう言って肩を竦すくめる青葉の耳みみ元もとに、九く瑠る璃りがそっと顔を寄せる。

「……否駄目だよ……独勝手に……逝死んだりしちや……？」

「わッ!?」

　突然耳みみ元もとで囁ささやかれ、青葉は思わず声を上げた。

　そんな彼の肩に額ひたいをコツンとぶつけた後、薄く微ほほ笑えみかける。

「～～～ッ」

　青葉は口をアワアワさせた後に、顔を赤くし、

「脅おどかすなよ」

　とだけ言ってソッポを向いた。

　そして、ソッポを向いた先で、仲間の一人と目が合い、ギョッとする。

　相手が頰ほおをひくつかせ、青葉に向かって憎ぞう悪おの眼差まなざしを向けていたからだ。

「な、なんだよヨシキリ」

「てめぇ……こんな真まっ昼ぴる間まから可か愛わいい女と惚気のろけやがって……可愛い！　女と！」

　頭一つ以上背が高い少年は、そのまま青あお葉ばの首に手を掛ける。

「殺す！　お前を殺せば、その分だけ世界の男の誰だれかがモテるに違いない！」

「少なくともそれはヨシキリじゃない……ウゴゴゴゴ、ギブ！　ギブ！　ギブ！」

　顔が紫むらさき色いろになりつつある青葉を見て、他の少年達たちもケラケラと笑っていた。

　どう見ても笑い事じゃない色に染そまりかけた所で、ゲームセンターの奥から一人の少年が顔を出し、驚いた声を上げる。

「ちょッ、ヨシキリさん、黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいに何してんすか!?」

　ヨシキリと呼ばれた男を青葉から引き剝はがしたのは、青葉達と比べて目に見えて年若い少年だった。

「放せ琴こと南なみ！　こいつを殺せば俺おれもモテるんだ！」

「モテるわけないでしょうヨシキリさんが！」

「……あぁ？」

「あッ」

　ビキリとこめかみを引きつらせ、ヨシキリが青葉の首から手を放す。

　そして、今度はその手を年とし下したの少年に伸ばし、あっという間にコブラツイストの形で全身の関かん節せつを締しめ上げる。

「流石さすが、色いろ男おとこさんは命いの知ちしらずだよなぁ？　オォ!?」

「ギャー！　ギブ！　ギブ！　ギブ！」




　数分後ご、ヨシキリがゲームセンターの店員に注意された事でようやく解放された少年は、全身をさすりながら青葉に向かって問いかけた。

「黒沼先輩、この綺き麗れいな双ふた子ごのお姉ねえさん達って、黒沼先輩の彼女っすか？」

「違う！」

　間かん髪はつ入いれずにそう叫んだのはヨシキリだったが、そんな彼の声を無む視しして、青葉が答える。

「いや……彼女っていうか、友達だよ、友達」

　素そっ気けなくそう言った瞬しゆん間かん、舞まい流るがニヤリと笑いながら口を挟はさんだ。

「そうそう。友達だよ、友達。まだ私もクル姉ねえも、青っちとはキスまでしかしてないもんね」

「お、おい」

　青葉がアワアワと舞流を止めようとする後ろから、再びヨシキリの怒ど声せいが飛ぶ。

「うおおおおお……殺す！　キスまでしといて友達呼よばわり！　しかも二人！　余よ裕ゆうか、これが勝者の余裕って奴やつか！　やはり世界のあまねく男子を代表して青葉手前てめえをぶっ殺……おい、なんだ手前ら、放せ！　放せコラぁ！」

　流石にゲームセンターから出入り禁止にされる可能性せいを考こう慮りよしたのか、周囲の少年達がヨシキリを押さえ込みながら街のどこかへ引き摺ずっていった。

　後に残された青あお葉ばは大きく溜ため息いきを吐きながら、改めて年下の少年に九く瑠る璃りと舞まい流るを紹しよう介かいする。

「ええと、この二人は、俺おれの学校の子でさ。折おり原はら九瑠璃と折原舞流。見ての通り……まあ、雰ふん囲い気きは全然違ちがうけど、顔を見れば解わかる通り、双子だよ」

　そして、青葉は続いて、年とし下したの少年を九瑠璃達に紹介する。

「こいつは琴こと南なみ。今年から来良らいらに入る、俺達の後こう輩はいだよ」

「どうも、琴南久く音おんっす」

「クオン君？　なんかカッコイイ名前だねー」

「そっすか？　あざっす」

　肩を竦すくめながら笑う久音の全身をマジマジと見て、舞流は更さらに言葉を続けた。

「っていうか、随ずい分ぶんとファンキーな格かつ好こうだね。本当にこないだまで中学生だったの？」

　舞流はストレートな感想を口にするが、そう思うのも無む理りは無い。

　何しろ彼の姿すがたは、およそ中学を卒業したばかりとは思えぬものだったからだ。

　髪かみの耳回りを刈かり上げた上に剃そり込み線を入れており、それ以外の部分は長めに伸ばし、ショッキングな緑みどり色いろに染そめ上げられている。

　耳には派は手でな造ぞう形けいのピアスが付けられ、髪かみ型がたと同じぐらい激しく自じ己こ主張していた。

　顔立ちこそ整っているものの、彼を見た者はまず派は手でな装そう飾しよくに目を奪うばわれてしまうだろう。

　ビジュアル系けいバンドの中でも一ひと際きわ目立つメンバーといった風ふう貌ぼうの少年に、興きよう味み津しん々しんという調子で目を輝かせる舞流だったが──そんな彼女に、青葉はニヤニヤと笑いながら携けい帯たいを見せた。

「これ、先月までのコイツ」

「ちょ、黒くろ沼ぬま先せん輩ぱい！　やめ……ッ」

　慌あわてて携帯を奪うばおうとする久音の腕を擦すり抜け、舞流が青葉の手からヒョイと携帯をつまみ上げる。

　そして、そこに映っている黒くろ髪かみおかっぱで眼鏡めがねをかけた、いかにも真ま面じ目めな優ゆう等とう生せいという感じの写真を見て、舞流は腹を抱えて大おお笑わらいし、九瑠璃もプルプルと震えて必ひつ死しに笑いを堪こらえ始めた。

「アハハハハハハ！　やるじゃん！　高校デビュー!?　それともビジュアル系バンドでも始めちゃった系？」

「……安大丈夫……均似合つてるよ……」

　二人の反応を見て、久音は顔を真まっ赤かにしながら拳こぶしをブンブンと上下に振る。

「ああああああ！　黒沼先輩マジひでえっすよ！　こんなんテロっすよ！　イジメっすよ！　姑しゆうとめの嫁よめいびりっすよ！」

「いいじゃん、この方がお前を紹介しやすい」

　ケラケラ笑う青葉に同どう調ちようし、舞流も暫しばらく笑っていたのだが──

　不ふ意いに、その笑顔を崩くずさぬまま一つの問いを口にした。

「でも、高校デビューは外がい見けんだけなんでしょ？」

「え？」

「青あおっちと知り合いで、今もこうして付き合ってるって事は、昔っからまともじゃなくて、どこか壊れてて、ろくでもない事してた……って事でしょ？」
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「……」

　少女の言葉に、少年達たちは沈ちん黙もくする。

　舞まい流るの考えは、彼女が特別捻ひねくれていたから浮かんだというわけではなかった。

　黒くろ沼ぬま青あお葉ばとブルースクウェアを良く知る人間ならば、やはり同じ事を考えただろう。

　顔に似に合あわず、黒沼青葉の性格は非常に腹はら黒ぐろく、自分達の楽しみの為ために平へい気きで他人を踏み台にできる類たぐいの人間だ。

　中学の時点でブルースクウェアというカラーギャング組そ織しきを立ち上げ、自分は矢や面おもてに立たず、高校生やそれ以上の年の人間──あるいは、自分の兄までをも担かつぎ上げて、安全な場所から黒くろ幕まくを気取っていたような男である。

　そんな人間が、わざわざ選んで連つるむ相手が、『ただの不良に憧あこがれる中学生の少年』などである筈はずがない。

　何か裏がある。

　青葉の本ほん性しようを知っているならば、誰だれもがその結けつ論ろんに帰き結けつする事だろう。

　もっとも、それを堂どう々どうと目の前で口にした舞まい流るは、やはり変わり者と言えたのだが。

　少しの間を置いて、久く音おんはそれまでとは毛け色いろの違う、どこか冷たさを感じる笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「……面白い人ですね、黒くろ沼ぬま先輩の彼女」

「だから彼女じゃないって。彼女にするにしても絶対に九く瑠る璃りの方……」

「あッ、そういう事こと言う!?　青っち!?　ちょっと常じよう識しき無ないんじゃない!?」

　ギャーギャーと嚙かみつく舞流と、特に感情を動かしていない九瑠璃。

　そんな『先輩』達を見ながら、久音は軽く手を上げてその場を後にした。

「ま、お邪じや魔ましちゃあれなんで、俺おれもヨシキリ先せん輩ぱい宥なだめに行ってきますよ」

「あ、おい。だからそういうんじゃ……」

「黒沼先輩、お幸せにー」

　どこまでも軽い調子で言いながら去って行った少年を見送った後、青あお葉ばは深い溜ため息いきを吐く。

　そして、やや真剣な顔をして、九瑠璃と舞流に向き直った。

「なあ、言っておくけど、あいつとはあんま深く関わらない方がいいぜ」

「えー。ブーメランじゃん。青っち、超ちよう関わってるじゃん」

「いや……なんていうか、あいつはちょっと変わり者でさ……」

　言葉を濁にごす青葉だったが、やがて覚かく悟ごしたように、二人に話しはじめる。

「あいつ、あんな派は手でなナリしてるけどな、来良らいらの入学試験でトップだったらしいぜ」

「ええッ？　本当に!?　秀しゆう才さい君くんじゃん、博士はかせじゃん！」

「……驚すごい……」

「あぁ、新しん入にゆう生せい代表の挨あい拶さつに選ばれかけたんだけどさ、あの格かつ好こうだろ？　急きゆう遽きよ、別の奴やつに選び直されたって話だよ」

　目を逸そらしながら言う青葉に、舞流は更に追及の言葉を投げかけた。

「なんでそんな子が、青あおっち達と連つるんでるの？」

「まるで俺達が頭あたま悪わるいみたいに言うなよ。……まあ、あいつと俺らはもちつもたれつっていうかな……簡単に言えば、あいつは俺らの重要な資し金きん源げんなんだ」

「ええッ!?　金づる!?」

「嫌いやな言い方するなあ」

　苦く笑しようする青葉の襟えり首くびを、舞流が両手で摑つかみあげて揺さぶりかける。

「ちょっと！　それってあの子の家がすっごいお金持ちかなんかで、みんなでゆすりたかりしてるってこと!?」

「……邪ひどい……」

「ちょッ……違う！　違うって！　そういうんじゃないから！」

「じゃあ、どういう事なの？」

　とりあえず揺さぶるのを止めた舞まい流るに、青あお葉ばはケホケホと咳せき込んだ後、ゆっくりと事情を説明し始めた。

「あいつは、独自に金を稼かせぐルートを持ってるんだよ。俺おれ達はその手伝いをして、おこぼれに与あずかってるってわけさ。まあ、言わば俺達はあいつの経営してる店でアルバイトしてる……って感じかな。実際には店とかそういうのは無いんだけど」

「まさか、麻ま薬やくの密みつ造ぞうとか……大たい麻まの栽さい培ばいとか……」

「いやいや、だから、そういうんじゃないって！　ギリギリ合法だよ。……多分」

「ああーっ！　解わかった！　解っちゃった！」

　何か言おうとする舞流を遮さえぎり、青葉が言う。

「言っておくが、脱だつ法ぽうハーブとか、そういうのでもないからな？」

「ちぇッ」

「そこは寧むしろホッとする所じゃないのかよ……」

　呆あきれながら再び溜ため息いきを吐く青葉に、九く瑠る璃りが近づいてそっと尋たずねた。

「……何どんな……業しごと……？」

「それは、流石さすがに簡単には……」

「……答おしえて……？」

「……」

　じっと見つめてくる九瑠璃に根こん負まけし、青葉は再び大きな溜息を吐き出し、答える。

「全く、九瑠璃達たちが相手だと本当に調子狂くるうよ……。まあいいけどさ、早い話、何でも屋みたいなもんさ。場合によっちゃ新聞記者まがいの事もするし、テレビのやらせじみた真ま似ねしたり、街でちょっとした騒そう動どうを起こしたりもする」

「？　それがなんでお金になるの？」

「……あいつは、それを金に換えられるツテを持ってるんだよ。で、俺はアイツの最大の金きん脈みやくを握ってる。それは簡単にあいつに流したりしないけどね」

「金脈って？」

　いま一つ久く音おんの『金を稼かせぐルート』がピンときていない舞まい流るに、青葉は苦く笑しよう混じりに言った。

「舞流達も知ってるだろ」

「？」

「首無しライダーだよ」

「！」

　唐とう突とつに出て来た馴な染じみ深い単たん語ごに、九瑠璃と舞流は互いに顔を見合わせる。

「久音の奴やつは、本当に変わり者でね。懸けん賞しよう金きんとかそういう話じゃなく、首くび無なしライダーの存在そのものを金に換えようっていうんだからな」

「首無しライダーをお金に!?　何それ!?」

「……いや、首無しライダーだけじゃない」

　青あお葉ばはそこで派は手でな後こう輩はいの顔を思い出し、心しん底そこ楽しそうに口元を歪ゆがませた。

「あいつは、とんだ蛇へびだよ」

「蛇？」

　首を傾かしげる舞流に、青葉が続ける。




「池いけ袋ぶくろそのものを、自分ごと丸まる吞のみにする気なのさ」
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一章Ａ　探たん求きゆう者しや







【東とう京きようウォリアー】新人記き者しや、辰たつ神がみ彩あやのレポートより抜ばつ粋すい。




　池いけ袋ぶくろには、首くび無なしライダーの伝でん説せつがある。

　もっとも、都と市し伝説という形ならば、首無しライダーそのものは池袋が発はつ祥しようというわけではない。

　明確に『ここが発祥の地』と言える土地があるわけではないが、噂うわさが広まり始めた地点は全国各かく地ちに存在している。

　元々は、道路に張られたワイヤーによって首を切せつ断だんされたバイク乗りの怨おん念ねんという形で、心しん霊れい的てき要素が強い物として広まってきた。

　首の切断事故というインパクトが心霊要素と組み合わさる事で生まれたであろうこの都市伝説は、条件さえ揃そろえば、離れた土地でそれぞれ発祥したとしてもおかしくはない。

　しかし、池袋の例は少しばかり趣おもむきが異なる。

　どちらかと言えば、ネッシーや雪男のような『ＵＭＡ』が近いと言えるだろう。

　なにしろ、首くび無なしライダーの姿すがたは少なくとも霊れい感かんのあるなしに関わらず（霊感というものが実在するかどうかはここでは置いておく事にする）、万ばん人にんがその姿を認にん識しきする事ができるのだから。

　その姿はテレビカメラにもハッキリと映し出され、全国の人間がその姿を知る結果となった。

　通常ならば、やらせ映えい像ぞうか何かかと思われる所だが、何しろ目もく撃げき例れいが多すぎる。

　元々その『首くび無なしライダー』は、20年以上も前から池いけ袋ぶくろ周辺に出しゆつ没ぼつしていたらしいが、カメラ付き携けい帯たい電話の普ふ及きゆうが進むにつれ、より多くの人間にその姿を撮さつ影えいされる事となった。

　最初は物もの珍めずらしさから、その撮影データを買い取るマスコミも多かったが、現在ではあまりにも数が多すぎる為ため、ネットでは犬いぬや猫ねこの動どう画がと同じような、極ごく々ごくありふれた映えい像ぞうとして認識されている始し末まつだ。

　それでも、実際に池袋で目撃した者を除けば、本当に首から上が無い存在が街を走り回っていると信じる者は半はん々はんといった所だろう。

　私も最初は、テレビカメラの一件はトリック映像だと思っていた。

　警察の密みつ着ちやく取材の最さい中ちゆうに撮とられた映像とはいえ、その密着取材事じ態たいがやらせだったという事も考えられる。

　そう思った私は、ネットに跋ばつ扈こする捏ねつ造ぞう写真と同じようなものだと思っていた。




　実際に、池袋の街で『それ』と遭そう遇ぐうするまでは。

　エンジン音が無いまま疾しつ走そうする、光を反射すらしないバイク。

　それに跨またがる存在はヘルメットを付けていたので、頭部が本当に消しよう失しつしているのかどうかは解わからなかったが、そんな事はどうでも良かった。

　猛もうスピードで走っているにもかかわらず、エンジンのトルク音が欠片かけらもしないという時点で、十分に異常な出で来き事ごとである。

　更さらに追い打ちをかけるように、白バイに追われていたと思おぼしき首無しライダーは、自らの体から黒い何か──『影』としか表現できないものを操あやつり、自らの前方に黒い道を作りあげたではないか。

　正直な話、自分で作った道の上を走るバイクなどという荒こう唐とう無む稽けいな光こう景けいを見てしまった後では、首無しライダーに本当に首が無いかどうかという事など些さ事じに過ぎなかった。




　それ以来、私はあの首無しライダーを追い続けている。

　結果として、いくつか興きよう味み深ぶかい情報を得る事ができた。

　大だい王おうテレビのレポーターが路ろ上じようにてインタビューした時に、首無しライダーは手にしていた電子機き器きで意い思しの疎そ通つうをしている事が解る。

　その映えい像ぞうの中で、ヘッドライトの無いバイクが首くび無なし馬に変へん貌ぼうするという光こう景けいが映し出されていた為ため、ネットでは『あの首無しライダーは、デュラハンなのではないか』と言われていた。

　デュラハンというのは、アイルランドに伝わる妖よう精せいの一種であり、死し期きの迫った人間にその事実を伝えるという存在である。

　自らの首を小こ脇わきに抱えているというが、首無しライダーが首を脇に抱えて走っている様よう子すは無い。もしかしたらあったのかもしれないが、少なくとも私が目もく撃げきした時には首など抱えていなかったし、首無しライダーの映像がいくつもあげられている動どう画がサイトなどを徹てつ底てい的てきに調べたが、やはり、首を抱えたりしている映像は無かった。

　首無しライダーがデュラハンだという説の根こん拠きよは様さま々ざまで、中には『あの首無し馬、シューターっていうんだって』という曖あい昧まいな噂うわさ話ばなしが元になっているものもある。

　デュラハンの駆かる馬の名前は『コシュタ・バワー』と言うらしいが、それをもじってシューターなのだと。

　正直、流石さすがにそれは馬ば鹿か馬鹿しい話だとは思う。

　首無しライダーが、そんな小学生のような安あん易いな渾名あだななどつける筈はずもないだろう。

　しかし、重要なのは、そんな馬鹿げた話からでも噂は広まっていくという事だ。

　無む数すうに広がる噂は、時に真実を覆おおい隠かくす。

　もしかしたら本当にデュラハンと呼ばれる存在なのかもしれないが、噂の胡う散さん臭くささに埋もれ、結局は曖あい昧まいになってしまう。

　確かに伝でん説せつにあるデュラハンと共通点は多いものの──そもそもの話、何な故ぜアイルランドの妖精が日に本ほんの池いけ袋ぶくろを走り回っているのかという説明が付かないため、あくまで余よ談だんの一つとして記き憶おくに留とどめる事とした。

　それよりも私が興きよう味みを引いた情報は、池袋に事務所を構える暴ぼう力りよく団だん『粟あわ楠くす会かい』や、愚ぐ連れん隊たいである『ダラーズ』との繫つながりである。

　また、首無しライダーと行動を共にする事の多いバーテンダーの服を着た男性というのも興味深ぶかい。

　更さらには、２年前に池袋を騒がせた『リッパーナイト』と呼ばれる連続切り裂さき事件。

　それにも首無しライダーが関わっているという噂を聞き、私はいてもたってもいられなくなった。

　贄にえ川かわ先せん輩ぱいに聞いた所、そういう事情に詳しい『情報屋や』が居たらしいのだが、一年半ほど前から音おん信しん不ふ通つうになっているらしい。

　一年半前と言えば、『ダラーズ』に関する不ふ可か解かいな事件があり、池袋の空が謎なぞの影に包まれた事件があった。

　全ては繫がっているのではないか？

　点と点に過ぎなかった事件の数々が、全て首無しライダーを中心に結ばれる気がする。

　その疑ぎ念ねんは、徐じよ々じよに私の中で確かく信しんへと変化していく。

　これからも、手にした情報を元に調査を進めていく予定だ。

　首くび無なしライダーは池いけ袋ぶくろという町の中でも一つの『力ある存在』になりつつある。

　数年前まえ、池袋で地上げ騒そう動どうがあった時に、地上げ屋が首無しライダーの偽にせ物ものに扮ふんして町で暴あばれ回るという事件があった。

　単純な話、首無しライダーを『危険な存在』に塗り替える事で、地ち価かの操そう作さや、あるいは政治家と組んでの再さい開発利り権けんにありつこうとしたのである。

　要するに、池袋に住む人々の間では、『首無しライダー』とは既すでに街の一部として受け入れられているのだ。

　好こう意いを持つ者も、嫌けん悪おする者もそれぞれいる事だろう。

　それでも、首無しライダーが『居る』という現実は多くの住民が受け入れているようだ。

　正しよう体たい不ふ明めいの化ばけ物ものでありながら、確かにこの世界に存在している。

　この正体を暴あばけば、世界は一段階何なにか変わるのではないだろうか？

　そんな錯さつ覚かくさえ覚え始める。

　いや、錯覚ではないのかもしれない。

　記事になるかならないか。

　それはもはや、二にの次つぎだ。

　私はただ、自分の好こう奇き心しんを満たす為ために、首無しライダーの正体を暴こうと思う。




メモ


　・首無しライダーは女？

　・「セルティ」と呼ばれているという証しよう言げんあり。

　・一年半前の、ダラーズの事件に関わりあり？

　・同時期、街まち中なかに生なま首くびが投げ込まれた事件とも関連があり？

　・生首は警察車しや両りようが襲しゆう撃げきされて何者かに奪うばわれた後、行方ゆくえ不ふ明めい。

　※ダラーズの事件では粟あわ楠くす会かいと警察署しよが銃じゆう撃げきされている。↑関係あり!?

　・川かわ越ごえ街かい道どうでの目もく撃げき例れい多し。

　・有力な情報提てい供きよう者しやと連れん絡らくを取る事ができた。

　・明あ日す、会ってくる。

　・結果はこの続きに書き込む。







♂♀






　そんな書きかけのレポートを残し、新しん人じん記者、辰たつ神がみ彩あやは姿すがたを消した。

　文章ファイルの入ったノートパソコンは、編へん集しゆう部ぶの机の上で開かれたままだった。

　画面には慌あわてて打ったと思おぼしき文字が並んでおり、そのまま会社を出たらしい。

　メールや携けい帯たいも通じなくなり、家族にも連れん絡らくがつかないという。

　一体『有力な情報提てい供きよう者しや』とは誰だれだったのか。

　同どう僚りようや編集長達たちも調べようとしたが、一いつ向こうに解わからない。

　そもそも、電話か手紙かメールか、どのような手段で情報提供者と連絡を取ったのかも解らない状態だ。

　当然ながら携帯電話などを持ったままの失しつ踪そうであり、警察でもなければ、彼女の通つう話わ記録を調べる事すらできない。

　結局、編集部になんのヒントも残さぬまま、彼女は姿すがたを消してしまった。

　やがて、首くび無なしライダーを追い続けた新しん人じん記者の失踪について、一つの噂うわさが広がり始める。

　彼女はついに、首無しライダーの正しよう体たいを知ってしまったのだと。

　だからこそ、彼女は消されてしまったのだと。

　首無しライダーの影に吞のみ込まれたか、あるいは粟あわ楠くす会かいに身み柄がらを攫さらわれたか。

　そんな噂が流れ──捜そう索さく願ねがいが出された僅わずか半日後ごにはネットに情報が流れてしまい、彼女自身が『首無しライダー』を取り巻く都市伝でん説せつに取り込まれる結果となった。

　曰いわく──『首無しライダーの正体を知った者は、首を刎はねられて死ぬ事になる』と、些いささか悪あく趣しゆ味みな尾ひれのついた『都市伝説』が、ネットの中で静かに蠢うごめき始める。

『自分の首を探し続けた首無しライダーは、ついに本ほん物ものの首を絞しめた』

『首無しライダーの事を深く調べ続けると、その者の元に首無しライダーがやってくる』

『自分の事に詳しい人間の携帯電話に、首無しライダーからのメールが届く』

『メールにはこう書かれている。【私に詳しいという事は、お前は私か？　私の首か？】と』

『そして、携帯から顔を上げた瞬しゆん間かんに首を刎ねられ、そのまま影の中へと引きずり込まれる』

　人の噂は75日。

　果たして異い形ぎようの噂が何日続つづくのか。それは誰にも解らない。

　そんな中、ただ一つ、明確な数字があった。




　辰たつ神がみ彩あやの失踪から15日。

　彼女の生せい存ぞんは、未いまだに確かく認にんされていない。













一章Ｂ　来らい訪ほう者しや







４月　池いけ袋ぶくろ




　その日、秋あき田たから一人の少年が池袋にやって来た。

　彼が地元で『化ばけ物もの』と怖おそれられていた事を知る者は、この土地には殆ほとんどいない。

　新しい土地という事もあり、少年にとってはまさに新しい世界が開ける事となり、池袋もまた、新しい人間を一人受け入れる事になる。

　もっとも、少年にとってそこが本当に『新しい世界』となるかどうかは、今後の出会いと巡めぐり合わせ次第なのだが。




　新しん幹かん線せんを降りた後、山やま手のて線せんに乗った少年は、都内の電車の混こん雑ざつぶりに驚いた。

　それが、彼が東とう京きようという都市に対して初めて抱いた感情となる。

　数ヶ月前まえに受験で訪れた時と、先月に入学手て続つづきに訪れた際は、下げ宿しゆく先さきでもある親しん戚せきに空港から車で送そう迎げいして貰もらった為ため、ここまで人の波を感じる事はできなかった。

　いよいよこの日、田舎いなかの土地を離れ、下げ宿しゆく先さきに世せ話わになる為に一人で上京したのだが──少年は、早くも東とう京きようの高校を選んだ事を後こう悔かいしかける。

　人、人、人。周囲のどの方向を向いても人で溢あふれており、地じ元もとの祭の時ですらここまで人と人の距離が近くなる事はなかった。

　ちょっとした群ぐん衆しゆう酔よいを起こしかけていた少年の耳に、すぐ傍そばにいる乗客達たちの噂うわさ話ばなしが聞こえて来る。

「池いけ袋ぶくろっつえばさー、首くび無なしライダーって、まだいんの？」

「どうだろ。最近ニュースでやんないよね」

「そういえば、ダラーズとかいうのもあったよね」

「あぁ、首無しライダーと同じ頃ころに流は行やった奴やつでしょ？」

　身動きすら取れない状況なので、少年の耳には声が届くだけで、会話している人間達の人にん相そうや風ふう体ていまでは解わからなかった。しかし、声や喋しやべり方から、恐らく女子高生か女子大生ではないかと予想できる。

　他にも様さま々ざまな『音』が車内に溢あふれており、少年はその雑ざつ多たなリズムにも酔よいかけていた。




　やがて池袋駅に列車が辿たどり着き、彼は人の波に流されるまま、階段の下へと降りていく。

「いけふくろう……」

　下宿先の人間が、そうした名めい称しようの待ち合わせスポットまで迎えに来ている筈はずだ。

　待ち合わせの時間まで残り３分。

　余よ裕ゆうで間に合うだろうと考えていたのだが、その肝かん心じんの『いけふくろう』の場所が解らず、駅えき員いんに聞きながらようやく辿たどり着いた時には、既すでに待ち合わせの時間を10分程ほど過ぎてしまっていた。

　少年がやっとの事でいけふくろうの像ぞうの前に辿り着くと、そこは人でごった返している。

　どうやら定てい番ばんの待ち合わせスポットらしく、梟ふくろうの像とやらは人の山にぐるりと取り囲まれてしまっていた。

　どうすればいいのか解らずにうろうろしていると、背後から声を掛けられる。




「やあ、八尋やひろ君くん。一ヶ月ぶりかな」




　振り返ると、そこにはかっちりとしたスーツを着た、30前後の男が立っていた。

　その男の顔を思い出し、名前を呼ばれた少年──三み頭ず池ち八尋は、慌あわてて頭を下げる。

「お久しぶりです、渡と草ぐささん」

「ああ、いいよいいよ。そんな畏かしこまらなくて」

　男はそう言いながら、流れるように歩き出す。

「じゃあ、家までまた案内するよ。タクシーで行こう」

　愛想あいそ良く笑う生き真ま面じ目めそうな男に、八尋やひろは改めて一いち礼れいした。




　男の名前は渡と草ぐさ二じ郎ろう。

　三み頭ず池ち家けに婿むこ入いりした八尋の父の遠とお縁えんにあたる人物で、池いけ袋ぶくろ近きん郊こうでアパートを数すう軒けん経営している青年実じつ業ぎよう家かだ。

　本ほん宅たくと併へい設せつしているアパートが一部屋空あいている為ため、下げ宿しゆく用ようの部屋として今回用よう立だてて貰もらった形となる。

　高校生活の３年間世せ話わになる事もあり、迷めい惑わくではないかと思ったが、管理人にんである二郎の姉が『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、そこ事故物ぶつ件けんで、どうせ普通の客は入らない所だから』と、あまり知りたくなかった情報を教えてくれた。

「本当は、君の受験の時みたいに三さぶ郎ろうに車を出させる予定だったんだけど、今日きようは聖ひじり辺べルリのコンサートらしくてね。にべもなく断られたよ」

　タクシーの後こう部ぶ座席の中で、弟の名前を出しながら呆あきれたように二郎が笑う。

「まったく、三郎は本当に聖辺ルリのファンでね。ファンクラブの会員ナンバーも確か一ひと桁けただった筈はずだよ」

　三郎というのは彼の弟で、大型のワゴン車を所しよ有ゆうしており、受験の時などに送り迎えをして貰もらった。しかし、何な故ぜか後部座席に乗っていた三郎の友達という男女にずっと漫まん画がやアニメの話をされていた事ばかりが記き憶おくに残り、肝かん心じんの運転手の顔が八尋の中でおぼろげだった。

「君達の世せ代だいでも、人気なのかい、聖辺ルリ」

「あ……はい。俺おれも、ファンです」

「ああ、若い子にも人気っていうのはいいねえ。俺はアイドルとかあんまり詳しくないんだけどさ。聖辺ルリには感謝してるんだよ。喧けん嘩かばかりしてて荒れてた弟が、あの娘このおっかけやってる間は本当に人間らしくなるからなあ」

「……喧嘩、ですか」

　二郎の言葉に、八尋が反応する。

　その意味を考える事もなく、二郎は笑いながら言った。

「ああ、そっちも俺おれは詳しくないんだけどさ、ブルーなんたらだのダラなんたらだの、そういうチームに入ってた事もあるみたいでね。今は、せいぜい何人かの友達と連つるんでるぐらいだけど。まあ、そのグループのリーダーの門かど田た君くんって子が、今いま時どき珍めずらしく男おとこ気ぎのある子でねぇ、左さ官かん屋やさんやってるから、うちのアパートでもたまに壁の修しゆう繕ぜんとかしてもらうんだけどさ」

「門田さん……ですか」

「そうそう。まあ、昔は池袋もカラーギャングだらけでさ。埼さい玉たまの子達が乗り込んで来て大だい乱らん闘とうになったりとか、色々と凄すごかったもんだよ。だけど、今はカラーギャングなんて殆ほとんど見かけないねえ。去年ぐらいから、黄き色いろいバンダナした子達も見なくなったし」

　どちらかと言えば無む口くちな八尋やひろに対し、二じ郎ろうは一方的に語り続ける。

　八尋にとっては、寧むしろそれが嬉うれしかった。

　家族以い外がいで、こうして普通に話しかけてくれる人など久しぶりだったからだ。




　少年は思う。

　──この人は、親父おやじ達から自分の事をどれだけ聞いているのだろうか？

　故こ郷きようでの自分の悪あく名みようは、八尋自じ身しんも理解している。

　だからこそ、彼は導かれるようにこの新しん天てん地ちにやって来たのだ。

　子供の頃ころから、理り不ふ尽じんな喧けん嘩かに巻き込まれてきた。

　適当にいなして愛想あいそ笑わらいでもしておけば、向こうも無む理りに暴ぼう力りよくを振るってくる事はなかったのかもしれないが──それに気付けるほどに成長した時には、全てが後あとの祭りだったのである。

　池いけ袋ぶくろという新天地に期待する事は三つ。

　一つは、自分の悪名を知らない土地で、普通の人生を過ごせるかもしれないという事。

　もう一つは──もしもそれが叶かなわず、喧嘩に巻き込まれる事じ態たいになったとしても──ネットで見たような怪かい人じん達が跋扈ばつこしているならば、自分は『化ばけ物もの』などと呼ばれずに済むのではないかという事だった。

　少なくとも、あの旅行者は自分の事を『人間だ』と言ってくれた。

　ただそれだけの事で、どこか救われた気がした。

　そして、池袋という街に期待する最後の一つは──

　この街ならば、すべてを諦あきらめていた自分自じ身しんの存在に、あるいはこれからの人生に、僅わずかなりとも希望を見出みいだす事ができるのではないだろうかという事だった。

　だが、まだ自分はこの街の事を何も知らない。

　ネットや雑ざつ誌しで見た情報だけで、実際にこの街を見たわけではなかった。

　八尋は気を引き締しめ直し、真剣な表情でタクシーの窓から見える街の様よう子すを観察する。




　そんな彼を見て、渡と草ぐさ二郎は思う。

　──ああ、こんなに真剣に街を見て、きっと新しい生活に胸を膨ふくらませてるんだな。

　──いい子じゃあないか。三さぶ郎ろうにも見習って欲しいもんだ。

　三み頭ず池ち家けから何一つ八尋の事情を聞かされていない彼は、暢気のんきにそのような事を考えていた。

　自分の隣となりにいる少年が、地じ元もとでどれほど怖おそれられていたかも知らぬまま。




　こうして、池袋に一人の少年がやって来た。

　他の来らい訪ほう者しや達と何一つ変わる事なく、池いけ袋ぶくろの街は少年を受け入れる。

　ただ、それだけの事だった。

　少なくとも、この時点では。
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数日後ご　来良らいら学園




　入学式を終えて教室に入った八尋やひろを待ち受けていたのは、クラスメイト全員の前での自己紹しよう介かいという、新しん入にゆう生せいにとっては至し極ごく普通のイベントだった。

　出席番ばん号ごう順じゆんに一人一人黒こく板ばんの前に立ち、名前と共に簡単な自己紹介を続けていく。

　五十音順の出席番号なので、三み頭ず池ち八尋はかなり後の方となる。

　新しい生活の幕まく開あけという事もあり、八尋は心地ここち好よい緊きん張ちようと共に他の生徒達の自己紹介の様よう子すを眺ながめていた。




「琴こと南なみ久く音おんっす。お願いしゃーす」




　黒板の前にその少年が立ったとき、教室の空気が明らかに変わる。

　入学式前ぜん後ごにもチラチラと目に入ってはいたが、まさか同じクラスだとは思っていなかった。

　──凄すごい髪かみの色だなあ。緑みどり色いろって……。

　──そっか、この高校、髪かみ染ぞめもピアスも自由だったっけ。

　そんな事を考えながらも、『バンドでもやっているんだろう』と受け流す事にする。

　地元では見た事が無かったが、東とう京きようならば普通のファッションなのかもしれない。

　しかし、周囲のクラスメイト達も物もの珍めずらしげに見ている事に気付き、八尋は認にん識しきを改めた。

　──まあ、話してる感じからして、粗そ暴ぼうな人じゃない……と思うけど。

　地元で自分に絡んで来た面めん々めんの事を思い出そうとするが、彼の中で記き憶おくはおぼろげだ。

　八尋にとって不ふ良りよう達たちは、ただ、自分に理り不ふ尽じんな暴ぼう力りよくを振るってくる存在──恐きよう怖ふの対たい象しようでしかなかった。

　結果的には、最後にはいつも自分の方が化ばけ物もの呼ばわりされている。

　それも理不尽だと思っていた。

　化け物めと叫びたいのはこちらの方だ。

　良く解わからない理由で、突とつ然ぜん人に暴力を振るってくる方が余よ程ほど化け物だろう。

　過去から積み重なる鬱うつ屈くつとした記憶を思い出し、八尋は鬱うつ々うつとした気分になりかけた。

　そんな気分を振り払う為ため、八尋は再び自己紹介に集中する。

　先せん刻こくの緑みどり頭あたまのインパクトが強すぎるのか、他に八尋やひろの目を引いたのは、単純に美人だと感じた女子生せい徒とぐらいだった。

「辰たつ神がみ姫ひめ香かです。よろしくお願いします」

　スラリとしたフォルムで、化け粧しようっ気けが薄い黒くろ髪かみの少女。

　物もの静しずかであり、さりとてオドオドしているわけでもない、さらりとした清せい流りゆうのような調子で語られる自己紹しよう介かいに、聞いている八尋の方が心を落ち着けられる感じさえした。

　──ああ、東とう京きようってみんな顔に靴くつ墨ずみとか塗ぬってる子ばっかりだと思ってたけど、違うんだ。

　──なんだっけ、ガングロだったかな。

　ここに来る前に、一体いかなる雑ざつ誌しや情報サイトで情報を集めたのか。

　10年以上前まえの『都会のギャル』のイメージを思い浮かべていた八尋は、クラスに色いろ白じろの子が多い事実にまず驚いたのである。

　そんな歪いびつなカルチャーショックを受けている間に、あれよあれよと自己紹介は進み──

　とうとう、八尋の番がやってきた。




「あ……三み頭ず池ち八尋です。秋あき田たから来ました。宜よろしくお願いします」

　──よし、ちゃんと標ひよう準じゆん語ごで……言えたよな？

　八尋は東京生まれの父や観光客きやく、家で不ふ自由しなかった本や映画のＤＶＤ等の影えい響きようで、標準語は普通に話す事ができる。

　学校で殆ほとんど話をせず、友達もいないせいか、逆に地元の方ほう言げんを話す方が難しいほどだ。

　祖そ母ぼや母が使う訛なまりの強い方言は、喋しやべる事はできないが、聞き取る事はできた。また、祖母も仕し事ごと柄がら標準語を聞き取れる為ため、家族間かんの会話に支し障しようは無かったのである。

　それでも、自分がきちんと標準語を話せているかどうか不安ではあったが、皆の反応を見るに、どうやら問題はないようだ。

　教きよう卓たくの後ろからクラス内を眺ながめると、皆からの視線が自分に集まっているのがよく解わかる。

　怖おそれや恐きよう怖ふや憎にくしみといった負の感情がない、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんの目だ。

　興きよう味みが無いものは最初からこちらを向いていないので、そもそも目も合わない。

　そんな状況を前に、少年は改めて実じつ感かんした。

　この場所が、『自分への評ひよう価かがリセットされた、新しい環かん境きよう』なのだと。

　そんな、彼にしか解らない感動を味わっていると、他の生徒達と同じように、軽い質しつ疑ぎ応おう答とうの時間になった。

　他の生徒達は質問される事も少なく、このまま何も答える事なく自分の席に戻る事になるだろうと思っていた八尋だったが──

　秋田というキーワードに女子生せい徒とが一人食いつき、手もあげずに直接質しつ問もんを口にする。

「なんで秋田から来たの？　ここ、進しん学がく校こうでもないのに」

　当然と言えば当然の疑問に、彼は少し戸と惑まどった。

　何な故ぜ池いけ袋ぶくろに来たのか。

　都会に憧あこがれていたから、というわけではない。

　家庭の事情があるわけでもない。

　そこで彼は気が付いた。

　有名な進しん学がつ校こうというのならばともかく、大たい半はんが地じ元もとや近きん県けんの子供達で埋まる来良らいら学園にわざわざ来るという時点で、彼らにとって八尋やひろは十分『奇き妙みような存在』なのだと。

　しかし、八尋はここで何か説せつ得とく力りよくのある噓うそがつける性格ではない。

　また、噓をつく事に意味も無いと思っていた。

　──ああ、だけど……。

　──喧けん嘩かの事は、黙だまっておいた方がいいよなあ。

　──多た分ぶん。

　周囲から怖おそれられて孤こ独どくな少年期を過ごした為ため、八尋は、あまりこうした状況での処しよ世せい術じゆつになれていない。

　それでも彼なりに頭を働かせ、噓はつかず、さりとて一部を隠かくすという答えに思い至った。

「ええと……」

　もっともそれは、生徒達には軽い冗じよう談だんとしか聞こえなかったのだが。




「……首くび無なしライダーを、見に来ました」




　軽い笑いに包まれた教室の中で、八尋はその反応に混こん乱らんする。

　──？　？　？

　──あ、あれ、なんか笑われるような事言ったかな？

　嘲ちよう笑しようというわけではなく、純じゆん粋すいに『新しん入にゆう生せいのジョークに笑った』という空気なので、特に問題があるわけではない。

　ただ、『首無しライダーなんて実は池袋にはいない』というオチだったならば、自分は一体どうすればいいのだという不安が八尋の心を揺さぶっていた。

「そっかー、秋あき田たじゃいないもんね、首無しライダー！」

「うち、しょっちゅう見るけどね」

「でも、最近は見なくない？」

　そんな女生徒達の会話を聞いて、八尋はホッと胸をなで下ろす。

　──良かった。

　──やっぱりちゃんといるんだ。首無しライダー。

　安あん堵どと共に改めて教室内を見る八尋は、ある事に気が付いた。

　先せん刻こくまで八尋やひろの自己紹しよう介かいに興きよう味みがなく、『こちらを向いていなかった者』の内の二人が、こちらに奇き妙みような視線を向けているではないか。

　──……？

　一人は、琴こと南なみ久く音おんと名乗った緑りよく髪はつの少年。

　もう一人は、辰たつ神がみ姫ひめ香かと名乗った、先せん刻こく八尋が目に留めた美び少女だった。

　久音は、顔は笑っているものの、笑顔の意味が少し周りと違って見える。

　まるで、面白いオモチャを見つけた子供のような目だ。

　それも気になったが、八尋としては、姫香の視線の方が気になった。

　特に顔に表情は浮かんでいないが、少なくとも、笑ってはいない。

　ただ、鋭さと冷たさを感じるような瞳ひとみをこちらに向けてくる少女が気になったが──

　今の状態の八尋には、彼女に声を掛ける事などできよう筈はずもなかった。
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放課後ご




　なんとか無ぶ難なんに初しよ日にちを終えたと、荷物の整理を始める八尋。

　周囲の生徒達は既すでに帰り支じ度たくを終えており、中学時代からの仲間達と話しながら教室を後にして行った。

　当然ながら、中学時代の同級生はいない。

　居たとしても、友達ではない。

　向こうからすれば、一いつ緒しよに帰るなど言ごん語ご道どう断だんだろう。

　──友達かあ。

　──できたこと、ないからなあ。

　小さく溜ため息いきを吐きながら、八尋は考える。

　──友達ができたとしても、俺おれの過去とか知られたらドン引きされるよなあ。

　──そのまま絶ぜつ交こうされて嫌いやな思いするぐらいなら、まあ、友達とか作らない方が面めん倒どうじゃないかもしれないなあ。

　八尋はそんな事を考えながら荷物を詰め終え、鞄かばんを肩にかけて席を立った。

　そのまま窓に寄り、外の景色けしきを見る。

　地元とは全く違う景色が広がる池いけ袋ぶくろの街を見て、八尋は奇き妙みような高こう揚よう心しんに包まれた。

　──ああ、なんだろう。

　──これ、ワクワクしてる……っていうのかな。

　──こんな感覚、初めてかもしれない。

　腹の底から湧わき上がる疼うずきを感じながら、八尋やひろは思わず微ほほ笑えんだ。

　そして、そろそろ誰だれも居なくなっただろうかと思いながら背後に振り返り──




　少女と、再び目が合った。




　ギョッとして、思わず相手の顔を見つめ返す。

　忘れようもない顔だった。

　辰たつ神がみ姫ひめ香かが、先ほどと同じ目で自分を見つめている。

「……何か、おかしい？」

　己おのれの頰ほおをさすりながら尋たずねる少女に、八尋はハッとした。

　自分が、完全に笑顔のまま固まってしまっていたという事に。

「あ、いや、違うよ。街を見て笑ってただけ」

「……街が、何か面白かったの？」

「いや、別に」

「ふうん……」

　軽く首を傾かしげながら、姫香は肩かた越ごしに窓の外の景色けしきを軽く眺ながめた。

　そんな彼女を前に、八尋は何をどうしていいのか解わからずに固まってしまう。

　教室には、既すでに自分と姫香を除いて誰だれもいない。

　彼女は地元の友達と一いつ緒しよに帰らなかったのだろうか？

　姫香は窓の外を眺め終えると、そんな事を考えていた八尋に再び視線を向け、言った。

「変わってるね、君」

「え……そう？」

　──どうしよう。

　──もしかして、俺おれ、この子に何か失礼な事をしたのかもしれない。

『変わっている』という言葉に悪あく意いや嘲ちよう笑しようのような意味が込められているようには感じなかったのだが、まともな人付き合いの経験が少ない八尋としては、どうしても『自分が何か間違えたのではないか』という不安がぬぐえなかった。

　すると、少女は無む表情のまま口を開く。

「ねえ」

「な、なに？」

「さっきのって、冗じよう談だん？　それとも本ほん気き？」

「さっきの？」

　──どうしよう。

　──やっぱり何かしちゃったのかな、俺。

　必死で自分の今日きよう一日の行動を思い出す八尋やひろに、姫ひめ香かが言った。

「自己紹しよう介かいの時の、『首くび無なしライダーを見に来た』っていう話」

「えッ？」

　一いつ瞬しゆんの間を置き、八尋は自分の発言を思い出す。

「ああ、そうか、あれか……」

「どうなの？　やっぱり、冗じよう談だん？」

「……もしかして、みんな、冗談に聞こえてたのかな？」

「え？」

　今度は、姫香の方が首を傾かしげた。

「だから、みんな笑ってたんだと思うけど」

「ああ、そうか……なるほどね」

　──そうか、冗談だと思われてたのか。

　──だからみんな笑ったんだな。

　──……なんで冗談だと思われたんだろう？

　──首無しライダーを見たいって、そんな変な理由だったかな？

　池いけ袋ぶくろの人間にとって、もはや首無しライダーはさほど珍めずらしい存在ではない。

　だからこそ、わざわざそれを見るためだけに高校３年間の人生を選ぶ者など居るはずが無いと思っていたからこそ、彼らは冗談だと受け取ったのだが──

　八尋にとっては、３年どころか今後の人生全すべてを左右しかねない事じ案あんだという事を、誰だれも知らない。

　当然ながら、目の前にいる少女も含めて。

「いや、教えてくれてありがとう。疑問が解とけたよ」

　何な故ぜ礼れいを言われたのか解わからず、少女は僅わずかに戸と惑まどいを見せる。

　だが、表情は崩くずさぬまま、淡たん々たんと先せん刻こくの質問の続きを口にした。

「……じゃあ、やっぱり本ほん気きだったの？」

「まあ、理由の一つではあるよ」

「……そう」

　姫香はやはり淡々とした調子で、しかしハッキリと八尋に告げる。

「やめた方がいいよ」

「え？」

「首無しライダーには、深ふか入いりしないで」

「どうして？」

　当然のことを尋たずねる八尋だが、姫香はただ首を振るだけだった。

「それは言えない」

「へ？」

「とにかく、忠ちゆう告こくはしたからね」

　そのままクルリと背を向け、足あし早ばやに立ち去ろうとする少女。

「待って！」

　普通の少年ならば、そのまま少女を見送る事しかできなかったのかもしれないが──

　喧けん嘩か慣なれした八尋やひろの反射神しん経けいが、少女の動きに即そく座ざに反応してしまう。

　八尋は、なんの躊躇いもなく少女の後ろ襟を摑み、勢い良くグイ、と引っ張った。

「えッ……ぐッ……」

　首が絞しまる事で息を詰まらせながら、姫ひめ香かの体が後ろに引き戻される。

「……ッ」

　手足をばたつかせる少女を見て状況に気付き、八尋は慌あわてて手を放した。

「ああッ!?　ご、ごめん！　つい……」




　暫しばらくケホケホと咳せき込んだ後、姫香は深しん呼吸をしてから八尋の顔をじっと見る。

「……まさか、首を絞めてまで引き止められるとは思わなかったよ」

　その顔に恨うらみの色などはなく、純じゆん粋すいに驚いているという感じだった。

　しかしながら、生せい来らいのものなのか、姫香の顔は凜りんとしているものの表情そのものの変化が乏とぼしい為ため、感情を完全には読み取れない。

「本当にごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、もう平へい気き」

「ごめん……俺おれ、怖こわくて、つい」

「……怖い？」

　再び首を傾かしげる彼女に、八尋が言った。

「ああ、俺、人ひと一いち倍ばい臆おく病びようでさ……。君が不安になるような事を言って、理由は言えないなんて言うもんだから……。急に怖くなって……。ああいや、言い訳わけできる事じゃないよね。ごめん」

　改めて頭を深く下げる八尋に、姫香は大きく息を吐き出し、淡たん々たんと尋たずねた。

「……臆病なのに、首無しライダーが見たいの？」

「ああ、臆病だから、見たいんだ」

「？」

「その、色々とあってさ」

　八尋の言葉の意味が解わからず、暫しばし沈ちん黙もくした姫香だったが──

　彼が言葉の続きを口にするつもりが無いと解ると、再び口を開く。

「やっぱり、君、変わってるね」

「そうかな」

「じゃあ、交こう換かん条件にしようか」

「交換条件？」

　唐とう突とつな言葉に、今度は八尋やひろが首を傾かしげた。

「君が首くび無なしライダーを見たい理由を話してくれるなら、私も首無しライダーに近づかない方がいい理由を教えてあげる」

　やはり淡たん々たんとした調子だったが、僅わずかに前向きな感情が込められている。

「それは……」

「まあ、明日あしたでもいいよ。別に今日きよう、これから首無しライダーを探して街を歩き回るわけじゃないでしょう？」

「ああ、まあ、そりゃ初しよ日にちだしね」

　素直に頷うなずく彼を見て、少女はゆっくりと頷いた。

「なら、大だい丈じよう夫ぶかな」

　そして、姫ひめ香かは乱れた襟えりを整え、そのまま立ち去ろうとする。

　ふと、彼女は教室のドアの辺りで足を止め、こちらを振り返りながら言った。

「ごめんね」

「え？」

　突とつ然ぜん謝られた理由が解わからない八尋に、彼女が続ける。

「さっきのは……怖こわがらせるつもりとかじゃなくて、本当に忠ちゆう告こくのつもりだったの」

　八尋は、そのまま去って行く少女の背を見つめる事しかできず、今度は引き留める事ができなかった。
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校門前




「ああ、襟で首を絞しめちゃった事、もう一回ちゃんと謝っておけば良かった……」

　そんな自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、八尋はとぼとぼと校舎を後にする。

　すると、校門を出た所で、そんな彼に声を掛ける少年がいた。

「よッ。元気かい、八尋くーん」

　長年の友人であるかのような軽さで声を掛けてきたのは、自己紹しよう介かいの際、一度見みただけで顔を覚えた少年である。

「ええと……コトミネ君だっけ」

「ちょ、違う違う！　琴こと南なみだよ、こーとーなーみ！　まあ、久く音おんでいいよ。その方が覚えやすいだろ？　俺おれも先さき走ばしって八尋くんって下の名前で呼んじゃったから、これでイーブンね！」

　ヘラヘラと笑いながら身み勝がつ手てな事を言うのは、緑みどりに染まった髪かみを風に靡なびかせる琴こと南なみ久く音おんだ。

　突然明あかるく喋しやべりかけられた八尋やひろは、先せん刻こくの姫ひめ香かと同じような理由で戸と惑まどった。

　──ええと。

　──俺おれ、この人に何かしたっけ。

　そんな疑問をよそに、久音はマシンガンのような勢いで一方的に話し続ける。

「待ってたのに中々来ないからさー。学校の中でも見て回ってるのかと思ったよ。ああ、俺も見て回っておけば良かったかな。明日あしたからは部ぶ活かつの新しん入にゆう生せい勧かん誘ゆうが始まるっていうから、ゆっくり見て回れないだろうしさぁ。あ、もう部活とか委員会決きめてる？　俺のお勧めは図書委員なんだけど、どうよ。俺は面倒めんど臭くさいから部活も委員会も入らないつもりだけど」

「……そうなんだ、教えてくれてありがとう」

　困こん惑わくしながらも、八尋は馬ば鹿か正直に礼れいを言う。

　久音はそんな彼の肩をバシバシと叩たたきながら、やはり一方的に語り続けた。

「いやー、自己紹しよう介かいの時にピンと来たね！　八尋くんとはいい友達になれるってさ！　なんせ、高校の志し望ぼう動どう機きが一いつ緒しよなんだもんよ！」

「え？」

　更さらに混乱する八尋に、久音はニコニコと笑いながら尋たずねる。

「この後暇ひまかい？　なんか予定あったりする？」

「いや、下げ宿しゆく先さきに帰るまでは、特にないけど」

「そっか、門もん限げんとかあるの？　ああ、まあ常じよう識しき的に考えて、８時ぐらいまでは大だい丈じよう夫ぶだよな？」

「ああ、まあ」

　曖あい昧まいに答える八尋の言葉を聞き、久音はポンと両手を叩たたいた。

「じゃ、決まりだ！　いこうぜ！」

「どこに？」

「池いけ袋ぶくろの街だよ。狙ねらい目は、西にし口ぐち公園あたりかな」

「何しに？」

　ナンパか何かでもするつもりなのだろうか。

　──どうしよう。ナンパなんてやったことない。

　──入学初日から、クラスメイトの足あし手でまといになるのは嫌いやだな……。

　──ただでさえ、さっき辰たつ神がみさんの首を絞しめちゃったばかりなのに……。

　そんな微び妙みようにズレた不安を覚える八尋に、久音はあっさりと切り出した。

「何って、決まってるだろ？　探すんだよ」

「何を？」

「何をってお前」

　肩を軽く竦すくめつつも、久音は笑いながら親おや指ゆびをビっと天に突き立てる。

「首くび無なしライダー、俺おれ達たちで見つけちゃおうぜ？」













間章　ネットの噂うわさ①







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




人にん気き記事『【都市伝でん説せつ終了のお知らせ】首無しライダーって最近見みないよな』




・【首無しライダーはどこへ消えた？】──（東とう京きようウォリアー電子版より転てん載さい）

　かつて、池いけ袋ぶくろを闊かつ歩ぽしていた都市伝説といえば【首無しライダー】だが、半年ほど前から、その目もく撃げき例れいが激げき減げんしているらしい。

　３年前まえ、大だい王おうテレビの警察密みつ着ちやく報ほう道どう取材の最さい中ちゆうにハッキリと撮さつ影えいされ、全国的にブームとなった【首無しライダー】。東とう京きよう都内における目撃例そのものは、20年以上も前からあるというのは意い外がいと知られていない。

　芸能プロダクションの社長によって多た額がくの賞金を懸かけられ、『首無しライダー狩がり』が起こった事もあったが、そんな騒ぎの後も、【首無しライダー】は気にした様よう子すも無く無む灯とう火かの暴ぼう走そう行為を続けていた。

　首くび無なし馬に変へん身しんするエンジン音の無いバイク。そして、それに跨またがり漆しつ黒こくの鎌かまを振るう無む頭とうの乗り手。

　一度見みれば目に焼き付いてトラウマになりそうな存在だが、大通りを普通に走っているせいか、目もく撃げき者しやが絶える事はなかった。

　しかし、半年ほど前から動どう画がサイトなどへの【首無しライダー目撃映えい像ぞう】の投とう稿こうがパタリと止み、ＳＮＳサイトなどのサイトで【首無しライダー】と検けん索さくしても、『最近見みない』という呟つぶやきやブログが出てくるばかりである。

　果たして、本当に首無しライダーは池いけ袋ぶくろの街から消えてしまったのだろうか。

　池袋を中心として活動するライター、九つ十く九も屋や真しん一いち氏しは、この件に関してブログに『首無しライダーはただ、伝でん説せつを生むのに疲れただけ。休めばまた帰ってくるだろう』とコメントしている。


──（記事の続きは元もと記事へＧＯ）　






『いけニュ～！』管理人にんコメント







「知らんかったけど、20年以上前から目撃されてたなりか。

　そりゃ、二は十た歳ちぐらいから走り回ってたとしたら中の人も40過ぎなりよ。

　いい歳としこいたアラフォーがオバケのコスプレして街まち中なか走る恥はずかしさに気付いたなりか？

　流石さすがに自じ重ちようする年とし頃ごろなりよ～。

　40過ぎて子供向むけアニメとか見たりしてるお前らも他ひ人と事ごとじゃないなりよ？」





管理人『リラ・テイルトゥース・在ざい野や』　　　　
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呟きサイト『ツイッティア』より、一いつ般ぱん人の呟きを一部抜ばつ粋すい。




・首無しライダー、最近見ないよね。


　↑もう消えたんじゃね。一いつ発ぱつ屋やだったんだよ。一発屋。




　　↑そりゃないって。俺おれが子供の頃ころからいたし。




　　　↑それどころか、親父おやじの代からいたらしいぜ。




　　　　↑何なん歳さいだよ、首無しライダー。






・首くび無なしライダーって言えばさ、一昨年おととしぐらい、なんか凄すごいのあったよね。空がグワーって暗くなって、朝になっても真まっ暗くらだった日。あれ、もしかして首無しライダーの影だったんじゃないかな。


　↑ああ、あったあった！　あれ、マジでなんだったんだろうな。




　　↑黄こう砂さか何かの影えい響きようって言ってなかったっけ？




　　　↑絶対あれ黄砂なんかじゃないって。それにほら、あの日ってなんか夜中凄すごかったんだ

　　　　よね。色々と。暴ぼう走そう族ぞくがすげえ五う月る蠅さかったし。なんか銃じゆう撃げき事件もなかったっけ。




　　　　↑ああ、あったあった。高校生が暴走族の流れ弾だまに当たって死んだんだっけ？




　　　　　↑生きてなかったっけか。

　　　　　↑あれは生きてた筈はず。

　　　　　↑そっちじゃなくて、粟あわ楠くす会かいとか警察署しよが撃うたれた話じゃない？






・首無しライダーって、もう見れないのかな。


　↑見れなくていいよ。正直、車に乗ってていきなり横とか通り抜けるとビビる。




　　↑あれ、よく今まで大きな事じ故こ一度も起こしてないよな。無む灯とう火かだしよ。




　　　↑向こうが良くても、こっちがビビるんだよなー。




　　　　↑交こう機きの人達にはマジで頑がん張ばって欲しい。






・ついにやった。首無しライダーに会えるかもしれない。

・明日あした、伝でん説せつの首無しライダーと知り合いだって人と話せる事になったよー！　楽しみ！


　↑ねー、結局どうだったの？

　↑ここで呟つぶやき終わってるじゃん。これまで一日も欠かさず呟いてたのに。

　↑ホラーっぽい。

　↑首無しライダーに消されてたりして（笑）




　　↑マジで失しつ踪そうしたらしいから、笑い事じゃないっすよ。




　　　↑えッ!?　そうだったんですか！　すいません。




　↑みんな心配してるから、無ぶ事じならまたすぐに呟いて下さいー。
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二章Ａ　失しつ踪そう者しや







　目め出で井い組ぐみ系粟あわ楠くす会かいは、池いけ袋ぶくろに広く縄なわ張ばりを持つその道の組織である。

　粟楠道どう元げんを組くみ長ちようとし、目出井組の中でもトップクラスの勢せい力りよくを誇ほこる一いつ派ぱとして、警察のみならず大おお手て企き業ぎようやマスコミからも注意深くマークされている団体だ。




　そんな組そ織しきの幹かん部ぶの一人である四し木きが、今け朝さ早くから粟楠会の本部へと呼び出される。

　特別な心当たりが無い四木は、半分警けい戒かいしつつも本部を訪れたのだが──

　彼を待っていたのは、全く予よ想そう外の方向からの『流れ弾だま』だった。




「失踪、ですか」

　四木の言葉に、革かわ張ばりの椅い子すに座った男──粟楠会の若わか頭がしら、粟楠幹みき彌やが高級そうな木製机づく越えごしに答える。

「ああ、そうだ。若い奴やつを中心に、最近うちの縄張り営業区域の中で多た発はつしててな」

　現げん組くみ長ちようの次じ男なんであり、一番跡あと目めに近いと言われている幹みき彌やだが、それを快く思っていない幹かん部ぶも存在する為ため、決して周りに弱みは見せられない立場だ。

　近年、彼らのような組そ織しきでは実の子に代だい目めを継つがせる事は少なく、更さらに幹彌の兄が堅かた気ぎの道を歩んでいるという事もあり、彼が自ら望んでこの世界に飛び込んできた事は知られている。

　親の七なな光ひかりなどと陰かげ口ぐちを叩たたく者の多くを実力でねじ伏せ、現在は幹部の一人である青あお崎ざきと睨にらみ合っている状況だ。

「15前後のガキから、20代の雑ざつ誌し記者まで色々だがな」

　そんな男に苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で言われ、四し木きはどう反応すべきか数秒思し案あんした後、答える。

「初はつ耳みみですね、増えたというのは、どの程てい度どの割合です？」

「元の数は知らねぇが、俺おれが把は握あくしてるだけでも、ここ一ヶ月だけで十五件だ」

「……」

　その話を聞いて、四木は僅わずかに考え込んだ。

　──恐らく、若わか頭がしらが警けい察さつ内部に飼かってる情報屋やからのネタだろう。

　──だとしたら、数字は正しいと見ていい。

　──確かに、十五人消きえた、っていうなら多い気もするが……。

　しかしながら、と四木は思い直す。

　捜そう索さく願ねがいが出されるレベルの失しつ踪そう者しや数は、年によってばらつきは多いものの、日本ではおおよそ年ねん間かん八万人前後といったところだ。

　多い年には十万人を超えた事もある事を考えれば、十五人という数字は決して多い数字とも言えない。

「東とう京きようの人口を考えれば、家いえ出で人にんも考えりゃ驚くほどの数字じゃないんじゃありませんか？　騒ぐほどの事じゃあないでしょう」

　当然ながら、失踪人の全てが神かみ隠かくしのように忽こつ然ぜんと存在を消してしまうわけではなく、捜索願が出された後に発見されるケースが大半だ。

「それこそ、ガキの家出って事も考えりゃ……。おっと、すいません。茜あかねお嬢じようさんの事を言ったわけじゃありませんよ」

　四木は、そこで頭を下げる。

　幹彌には粟あわ楠くす茜という名の娘むすめがおり、２年ほど前、小学生の身でありながら数日間の家出をした事があった。

「いや、いい、俺も最初は、うちの娘みたいな家出だろうと思ったんだが……」

「なんです。まさか、うちの組会社が絡んでるっていうじゃないでしょうね」

「そのまさか、だ。いや、絡んでないと考えたいんだが、少なくとも警サ察ツの連れん中ちゆうは俺らにも疑いの目を向けてやがる」

「なんでまた、そんな事に？」

　確かに粟あわ楠くす会かいはその性質上じよう、時に『失踪者』を生み出す事がある。

　だが、四し木きの知る限り、堅かた気ぎをやたらめったら街から消すような真ま似ねはしていない筈はずだ。

　雑ざつ誌し記者が何か余よ程ほど不ま味ずいネタを摑つかんで強ゆ請すってきたというならともかく、15前後の学生に至っては消す理由がない。

　粟楠会が麻ま薬やくでもばらまいていて、その子供が売ばい人にんだったというなら可能性せいもあるだろうが、そもそも粟楠会では麻薬の類たぐいは扱っていない筈はずだ。

　組くみ長ちようが麻薬嫌ぎらいという事もあるが、幹かん部ぶの一人である赤あか林ばやしが異常なまでに麻薬を嫌っている為ため、組の内部で迂う闊かつに手を出す者はいない。

　一方、最も稼かせぎやすいと言われているクスリのシノギに手を出していない分、粟楠会は地ちの利りを生かして立ち回っている面が強く、街の住民の反はん感かんを必ひつ要よう以上に買う事は避けねばならない事じ態たいだった。

　よって、『粟楠会が失しつ踪そうに関わっている』などという噂うわさが流れるのはあまり良い状況とは言えない。

　四木はようやく幹みき彌やのしかめ面つらに得とく心しんが行き、心持ちを改めて向かい合った。

　幹彌はギシ、と革かわ張ばりの椅い子すを軋きしませ、四木に逆に問いかける。

「首くび無なしライダー、って知ってるか？」

「……」

「知ってるよな？　お前や赤林がたまに使ってる運び屋だ」

「ええ、まあ。最近は休業中ですがね」

　特に隠かくし立てもせずに言う四木に、幹彌が淡たん々たんと言葉を続ける。

「どうやら茜あかねが世せ話わになった事があるらしいな。たまに話に出てくる」

「ええ、例の家いえ出で騒さわぎの時に、お嬢じようさんを助けるのに一役買かってます」

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聴きくが、あいつは一体、どこの何者なんだ？」

　幹彌は、そこで一度目を細めた。

「まさかとは思うが、本当に首から上がねえわけじゃあねえだろう？」

「ありませんよ」

「……なに？」

「簡単には信じられないとは思いますが、それが事実です」

　淡々と言う四木に、幹彌が机をバン、と叩たたく。

「てめぇ！　糞くそくだらねぇ冗じよう談だん言ってる場合じゃねえだろうが！」

　並の人間なら即そく座ざに縮ちぢみ上がるであろう怒ど号ごうを身に受けながらも、四木は涼すずしい顔をし、それでいて相手への敬意は払ったまま答える。

「若専頭務。私がこういう時に糞くだらねえ冗談を言う奴やつかどうかは、貴方あなたが一番解わかって下さってると思いますよ」

「……」

　その言葉に、幹みき彌やは黙だまりこんだ。

　確かに、赤あか林ばやしならともかく、四し木きがこのような問いを冗じよう談だんで流すような真ま似ねはしないという事は幹彌もよく理解している。

　だからこそ、幹彌は状況を簡単に吞のみ込む事ができなかった。

「いや……待て、いいから、ちょっと待て。首から上がねぇって……そりゃお前、首くび無なしライダーそのまんまじゃねえか」

「ええ、ですから、首無しライダーは首無しライダーです。お疑いは当然ですが、今こん度ど直接御ご紹しよう介かいしますよ。道どう元げん組長は既すでに御ご存ぞん知じですがね」

「……親父おやじが？」

　組くみ長ちようであり実の父でもある道元の名前まで出されては、戯ざれ言ごとと断じて殴なぐり掛かるわけにもいかない。そもそも、四木に限らず、粟あわ楠くす会かいの中に道元の名を使ってまで噓うそや冗談を言う人間は一人もいないだろう。

　幹彌は納なつ得とくこそしなかったが、このままでは議ぎ論ろんが進まないと判はん断だんし、首を捻ひねりながらも話を切り替えた。

「……まあ、その件は後でいい。その首無しライダーが本ほん物ものだろうと単なる手て品じな師しだろうと、どっちでも構わねえ。問題はその首無しライダーがその失しつ踪そうに一枚嚙かんでるかもしれねえってとこだ」

「……首無しライダーが？」

「ああ、消えた連れん中ちゆうはな……全員、首無しライダーの熱ねつ烈れつなファンって奴やつだ」

「ファン……ですか？」

　あまりにも唐とう突とつな単たん語ごに、四木は思わず眉まゆを顰ひそめる。

「ああ、そうだ。首無しライダーに興きよう味みを持って、なにかと追っかけ回してた連中さ。夢ゆめ見みがちなガキの間で、ちょっとしたアイドル状態になったりしてるらしくてな……。消えた新聞記き者しやってのも、執しつ拗ように首無しライダーの情報を追っかけてた奴らしい」

「そんな連中は昔から居たでしょう。どうして今さら……」

「それを、俺おれも知りたい。首無しライダーを追ってるフリーライター連中はたまにいるが、マジで姿すがたを消したのはいまんとこその一人だ。だが、その話がネットだのなんだので下へ手たに広まっちまってるらしい」

「なるほど、その流れでうちと首無しライダーの関わりも噂うわさに紛まぎれ込んだってわけですか」

　四木が納なつ得とくしたという調子で頷うなずくと、幹彌が大きく息を吐き出した。

　大きな組そ織しきの幹かん部ぶにしては弱よわ気きとも取れる姿だったが、それだけ四木を信頼しているという事だろう。

　幹彌は両手の指を組んだ状態で机に置き、四木の目を見ながら言った。

「……茜あかねが入学した中学の先せん輩ぱいも、姿すがたを消したらしくてな」

「……」

「家いえ出でした時に助けて貰もらった義ぎ理りを茜なりに感じてるんだろう。首くび無なしライダーがやったって噂うわさを聞いて、『首無しライダーはそんな事しない』と言って、自分で首無しライダーの事を探ってるらしい」

「そりゃ、首無しライダーが関わってるかどうかの真しん偽ぎは別にしろ、止めた方がいいですね」

　本当に四木の知る『首無しライダー』が失しつ踪そう事件の犯人だったとすれば、当とう然ぜん茜の身は危険になる。茜の顔や立場を知っているとは言え、大おお勢ぜいを失踪させるような真ま似ねをしているとすれば、正しよう気きの沙さ汰たとは思えない。

　逆に首無しライダーが関わっていなかったとすれば、謎なぞの誘ゆう拐かい犯はん達たちが事件を探る茜の噂うわさを聞きつけ、他の被ひ害がい者しやと同じ目に遭あわせるであろう事は明らかだ。

「……当然、止めたさ。だが、茜の性しよう根ねはお前も解わかってるだろう」

「ええ、確かに、表おもて向むきは頷うなずいても、裏では何かしでかすでしょうね」

「全く、誰だれに似たのか……」

「……」

　──幹みき彌やの兄あに貴きも、若い頃ころはそんな感じでしたよ。

　粟あわ楠くす道どう元げんの制せい止しを振り切って無む茶ちやをしていた頃の幹彌を思い出したが、四木は敢あえてそれは口にしない。

　彼は、目め上うえの人間に対してそこまで皮ひ肉にく屋やになれるほど器き用ようではなかった。

　そんな四木に、幹彌が改めて話を進める。

「まあいい。その首無しライダーと連れん絡らくが取れるってんなら話が早い。今すぐここに……いや、今いま本部や組の施し設せつに来られるのは不ま味ずいな。どっか適当な場所に呼び出して、何か知ってる事がねえか話を聞いてこい」

「……すぐ、というわけには行かないと思いますよ？」

「？　どういう事だ」

　幹彌の言葉に、四木は小さく首を振った。

「今、あの運び屋は休業中でしてね……。同どう居きよ人にんの闇やみ医い者しや先生と一いつ緒しよに、旅行中ちゆうですよ」

「旅行だと？」

　眉まゆを顰ひそめる幹彌に、四木はやはり淡たん々たんとした調子で、事実だけを口にする。




「一ヶ月前もなにも、半年ほど前から、首無しライダーはこの街にいないんですよ」













二章Ｂ　吹ふい聴ちよう者しや







夜　池いけ袋ぶくろ　楽らく影えいジム




　池袋の街の中でもトップクラスの規き模ぼを誇る格かく闘とう技ぎ道どう場じよう、楽影ジム。

　形けい式しき上所しよ属ぞくしているドイツ人のトラウゴット・ガイセンデルファーが総そう合ごう格闘技の世界チャンピオンという事もあり、ジムの名前は世界中に知られている。

　基本は総合格闘技のジムだが、各かく階かいごとに空から手てやボクシングなど、様さま々ざまな格闘技を教えており、剣けん道どうや槍そう術じゆつ、杖じよう術じゆつ等といった武ぶ器きを主しゆ体たいとする武ぶ術じゆつまで幅広く取り扱っていた。

　本格的に武を志こころざす者からダイエット目的の主婦まで集まり、格闘ジム独どく特とくの緊きん張ちよう感かんを除けば、実に雑ざつ多たな、それこそ一つの街まち中なかのような空気に包まれている。




「やー、まさか久く音おんくんもこのジム通ってたなんてねー！　ちょっとビックリしたよ」

　そんなジムの一いつ画かく。

　胴どう衣ぎす姿がたの舞まい流るの言葉に、学生服ふくのまま訪れた久く音おんが頭を搔かいた。

「いや……中学卒業までは高たか田だの馬ば場ば支部の方に通ってたんで……。ただ、学校帰がえりならこっちの方が楽だなって思って」

「そっかそっか、春休みに青あおっちに紹しよう介かいされた時は、まさかこんな所で会うと思わなかったよ」

「俺おれもビックリですよ」

　ありがちとまではいかないが、新しん学期ならば不ふ自然ではない学生同どう士しの会話をする二人。

　舞流はそんな空気を不ふ意いに打ちきり、久音の背後に目を向けた。

「それでそれで？　誰だれなのこの子？」

「あッ……すいません、初めまして」

　ペコリと頭を下げたのは、久音と同じ学生服を来て、周囲をキョロキョロと見回していた八尋やひろである。

「久音のクラスメイトの、三み頭ず池ち八尋です」

「へー、じゃあ、君も私の後こう輩はいなんだね！　よろしく」

「はい、よろしくお願いします」

　やや緊きん張ちようしている少年の全身を、舞流がジロジロと睨ねめ回す。

　彼女は現在はスポーツ用の眼鏡めがねをかけており、組み手や試合、激しい動きをする訓くん練れんの時などは外はずしているようだ。

「ふーんふんふん、髪かみも染そめてないしピアスとかもしてない。煙草たばこやシンナーの匂においもしない。凄すごいね、久音くんと違って優ゆう等とう生せいっぽくていい感じじゃん」

「え……あの、ありがとうございます」

　唐とう突とつな値ね踏ぶみをされて、八尋は何がなにやら解わからぬまま礼れいを言ってしまう。

　一方、久音は頰ほおを引きつらせながら先せん輩ぱいである少女に抗こう議ぎの声をあげた。

「いやあの、俺、煙草もシンナーもやってないんすけど……」

「そうだよねー、青っちと連つるんでるって事は、もっと危ない事やってるだろうしね」

「ちょ、勘かん弁べんして下さいよー」

　本ほん気きで焦あせっている久音と、カラコロと笑う舞流。

　対たい称しよう的てきな二人を不ふ思し議ぎそうに見つめる八尋に、舞流が再び目を向けた。

「で、君ってうちに入門希き望ぼうなの？」

「今日きようの所は、見学だけしようと思って……」

　すると、横から久音が口を挟む。

「そうそう、こいつノリ悪いんすよー。舞流先ぱーい」

　肘ひじでコツコツと八尋を突きながら、久音は小さな溜ため息いきを吐き出した。

「本当は、一いつ緒しよに首くび無なしライダー探しに行こうって話だったのに、八尋ったらマジつれねえんすよー」





♂♀






校門前まえ




　話は、一時間遡さかのぼる。

「首くび無なしライダー、俺おれ達たちで見つけちゃおうぜ？」

　久く音おんがノリノリで放った言葉に、八尋やひろはあっさりと言葉を返す。

「いや、今日きようは止やめておくよ」

「ちょッ、なんでよ!?　用事ないんだろ？」

「うん。他の事ならいいけど……首無しライダー探しは、少なくとも明日あしたまでは止めておこうと思って。今日はちょっと、首無しライダーだけは駄だ目めなんだ」

　穏おだやかな調子でハッキリと固こ辞じする八尋に、久音は困こん惑わくの顔を見せた。

「なんで今日限げん定ていで、しかも首無しライダー限定でアウト!?」

「……」

　八尋は、そこで考え込む。

　──なんでって言われても。

　──辰たつ神がみさんから止められたから、明日まではって思ってたんだけど……。

　その理由を話すのは、秘ひ密みつを暴ばく露ろするようで失しつ礼れいに当たるのではないだろうか。

　口止めされたわけではないものの、あまり他た人にんに言ってはならない類たぐいの話だと感じていた八尋は、そのまま久音に対して答えた。

「ごめん、その理由は秘密なんだ。友達にも、教えられない」

「え、そこまで重要な感じ!?」

「どうだろう、重要なのかな……」

　本ほん気きで悩み始める八尋の姿すがたを見て、久音は軽いカルチャーショックを受け、冷ひや汗あせを頰ほおに垂たらしながら言う。

「お前、変わってるなぁ……」

「え!?　そ、そうかな」

　──いけない。

　──何か間違えたかな？

　今一つ『友人との距きよ離り感かん』が理解できない八尋は、困ったように愛想あいそ笑わらいを浮かべるのだが、笑顔そのものに慣なれていない為ため、ぎこちない笑顔が夕暮れの池いけ袋ぶくろに浮かぶ結果となった。

　そんな八尋を見てどう反応していいのか解わからず、溜ため息いきを吐きながら言う。

「まあ、じゃあ今日はいいや。俺おれも今日から道どう場じように顔かお出すかな」

「道どう場じよう？」

「ああ、楽らく影えいジムってんだけどさ。今まで高たか田だの馬ば場ばの道場に通ってたんだけど、高校がここだろ？　今日きようから池いけ袋ぶくろの本館に通う事にしたんだよ」

「道場って……格かく闘とう技ぎの？　どんな事やってるの？」

　先せん刻こくまでとは打って変わって、妙みようなテンションで食いついてくる八尋やひろに首を傾かしげつつも、久く音おんはフレンドリーな笑えみを浮かべて答えた。

「おお、色々とやってるよ？　俺おれは護ご身しん術じゆつとか習ってるんだけどさ。総そう合ごう格かく闘とう技ぎから空から手てにボクシング、剣けん道どう棒ぼう術じゆつなんでもありだぜ？」

　久音の言葉に八尋は僅わずかに目を見開き、少し考えた後に口を開く。

「もっと、詳しい話って聞けるかな？」
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　そんなやり取りを経て、現在、こうして八尋は楽影ジムに見学に来る事となった。

「ったくもう、せっかく池袋民みんになったっつーのに、首くび無なしライダー見物に消しよう極きよく的てきなんて考えられないっすよねー。蛇へびの生なま殺ごろしっすよ」

　未いまだに首無しライダーに未み練れんタラタラという感じの久音に対し、舞まい流るが問う。

「あれ？　君きみ達たちって、首無しライダーに興きよう味みあるの？」

「ええ、まあ。俺も見たいなーって思ってるのは確かなんすけどね？　八尋なんか筋すじ金がね入いりですよ？　わざわざ首無しライダー見に秋あき田たから東とう京きようまで来たんすよ？　パねぇっすよね？」

「へー！　秋田からわざわざ!?　そりゃ根こん性じよう入ってるね！　カッコイイじゃん」

　目を輝かせながら言う舞流に、八尋が目を泳がせながら言った。

「あ、いや……首無しライダーだけが目的……ってわけじゃないんですけど……」

「？　なになに？　じゃあ何が目的なの？　ひょっとして私の体とか!?　でも駄だ目めだよ、私の体は隅すみから隅までクル姉ねえと幽ゆう平へいさんのものなんだから！　予よ約やく済ずみ！　予約済みだよ！」

「すいません、言ってる意味が良く……」

　困り果てる八尋に、久音が耳みみ打うちする。

「俺もこの人に会ったばっかだけど、ウザいと思ったら基本的に全部スルーして大だい丈じよう夫ぶだぜ？　そもそも、この人の姉さんならともかく、この人は秋田から来るような価か値ちのある体じゃ……」

「きーこーえーてーるーぞー」

　素早く背後に回り込んだ舞流が、両拳こぶしで久音のこめかみを両側からグリグリと挟み押した。

「あがががが、ちょッ、これウメボシって小学生の小こ技わざでしょ!?　しっぺとかデコピンと同じレベルの！　実際やる人初めて見たっすよあがががががが」

「そんな事を言う悪い後こう輩はいくんには、首無しライダーの情報は教えてあげないよ！」

　首くび無なしライダーの情報。

　何気なく会話に差し込まれたその言葉に、八尋やひろと久く音おんが同時に反応した。

「えッ？」

「ちょッ、舞まい流る先せん輩ぱい、何か知ってるんすか？」

　戸と惑まどう二人を前に、舞流はニヒヒと笑いながら口を開く。

「そりゃ知ってるよ。私も何回か会った事あるし、クル姉ねえなんか、首無しライダーにボディーガードして貰もらった事があるんだよ？」

「ボディーガード？」

　都市伝でん説せつのイメージとはかけ離れた単たん語ごに、八尋は思わず眉まゆを顰ひそめた。

「そ。うちの兄あに貴きがさ、首無しライダーと友達だったみたい」

「首無しライダーと、友達？」

　ますます混乱する八尋の横で、久音がジト目で舞流を見ながら言う。

「まーた、そんな冗じよう談だんで後こう輩はいをからかおうとして」

「あ、さてはその目、信じてないね？　冗談でもないし、私に虚きよ言げん癖へきがあるわけでもないよ？　クル姉や、なんなら青あおっちに聞いてもいいけど」

「黒くろ沼ぬま先輩に？」

　そこで、久音もようやく眉を顰めた。

　八尋は、舞流と久音の顔を交互に見ながら首を傾かしげる。

「黒沼先輩？」

「ん……ああ、俺おれが中ちゆう坊ぼうの頃ころから世せ話わになってる先輩だよ」

　言葉を濁にごす久音の後ろから、舞流があっさりとした調子で言葉を足した。

「怖こわい怖い不ふ良りよう軍ぐん団だんのボスだから、気を付けなきゃ駄だ目めだよ？」

「ちょっと！　空気読よんで下さいよ！」

「ちゃんと読んだよ？　読んだ上で無む視ししただけだから安心して！」

「なんて厄やつ介かいな人だ！」

　数すう秒びよう頭を抱えた後、久音は『黒沼先輩』についてフォローする。

「ああ、不良軍団っていうのは舞流先輩の勘かん違ちがい勘違い。仲なか間ま内うちに少し物ぶつ騒そうな人もいるってだけだっての。ちょっとけんかっ早いっていうか何て言うか……」

　あまりフォローになってない事に気付いたのか、久音は慌あわてて話題を変えた。

「まあ、そんな事よりあれっすよ！　舞流先輩の兄貴が首無しライダーと友達だってんなら話早すぎでしょ！　さあ、今すぐ携けい帯たいでお兄にいさんに電話し下さいよ！　テルテルテル！　テルテルコールコールノーモアベットっすよ！」

　手の平でリズミカルにジムの柱を叩たたきながら言う久音に、舞流が笑いながら答える。

「アハハハ、それは無む理り」

「なんでっすか！　ズルいですよ！　言うだけ言ってお預けなんて！」

　食い下がる久く音おんに、舞まい流るは笑顔を欠片かけらも崩くずさぬまま──

「だってさ、兄あに貴き、一年以上前から行方不明なんだもん」

　と、爆ばく弾だん発言を口にした。

「……」

「……」

　学生服ふくの二人が、互いに視線を送りながら黙だまり込む。

　何と言葉を続けるべきか迷っている彼らを前に、舞流はあっけらかんとした調子で続けた。

「ああ、気にしなくていいっていいって。今までも何度か消えた事あるし、今回はたまたまそれが長いだけだしね」

　その言葉に、八尋やひろが少しだけホッとする。

「あ、そ、そうなんですか」

　だが、その安あん堵どを舞流の言葉が搔かき消した。

「それに、最さい悪あく東とう京きよう湾わんの底とかに居ても、それはそれで兄貴らしい最さい期ごだしさ。兄貴が望んでた事だと思えば、別に、ねえ？」

「……」

　再び沈ちん黙もくする八尋に変わって、今度は久音が口を動かした。

「いや……それ、無む茶ちや苦く茶ちや心配じゃないっすか……。首くび無なしライダーの知り合いが消えたなんて、まるで最近の……」

　そこまで言いかけた所で、三人の傍そばから別の声が響ひびく。

「違いますよ」

「？」

「首無しライダーは、そんな事しません」

　三人が声の方に振り返ると、そこには八尋より頭一つ分ぶん背丈が低い少女が、白い木も綿めん胴どう衣いと白しろ袴ばかまという姿すがたで立っていた。

　中学にあがりたてといった所だろうか、まだ顔に幾いくばくかの幼さが残っている。

　手には赤あか樫がしから削けずり出された八はつ角かく棒ぼうが握られており、彼女がこのジムで杖じよう術じゆつを習っているという事が見て取れる。

　その少女の顔を見て、舞流が声をあげる。

「あ。茜あかねちゃんじゃん。ヤッホー」

「折おり原はら先せん輩ぱい、お疲れ様です」

　礼れい儀ぎ正しく頭を下げる茜に、久音が尋たずねた。

「えーと、君は？」

「……楽らく影えい流りゆう杖じよう道どう部ぶ、女子部ぶ門もん下か生せいの粟あわ楠くす茜です」

　舞まい流るの時と同じように、二人の少年に対しても礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。

「あ、俺おれは、その、見学に来ただけですけど、三み頭ず池ち八尋やひろです」

「琴こと南なみ久く音おん、よろしくね、お嬢じようちゃん」

「はい、宜よろしくお願いします」

　二人の自己紹しよう介かいを真ま面じ目めに聞き入れ、茜あかねは初しよ対たい面めんの彼らに対して改めて言った。

「首くび無なしライダーは、みんなを誘ゆう拐かいしたりなんてしません」

　一体どこから会話を聞いていたのかは解わからない。

　ただ、どうやら久音が口にしかけた『舞流の兄が消えた事と、首無しライダーとの関係』について何か思う所があるようだ。

　しかし、そんな裏の事情など知らない八尋は話に参加する事ができず、彼女の言葉を聞き入る事しかできない。

「みんな……あの首無しライダーさんを誤ご解かいしてるんです。あの人は、ネットで噂うわさになってるような怖こわいオバケなんかじゃないのに……」

　悲しげに言う茜の言葉を聞いて、八尋の心が僅わずかに疼うずいた。

　──あれ？

　──なんだろう……この感覚……。

　胸に湧わき上がる奇き妙みようなざわつきの正しよう体たいに、少年はすぐに気付く。

　故こ郷きようにいる時、自分を化ばけ物ものと呼んで怖おそれた人々。

　それと同じ視線を首無しライダーに対して送る人々がいる。

　つまりは、自分もそういう視線で首無しライダーを見たいと思っているのではないか？

　自分が普通である事を証しよう明めいする為ために、首無しライダーを見に来たなど、それはとても傲ごう慢まんな事ではないだろうか？

　そんな事を考えてしまった八尋は、途と端たんに憂ゆう鬱うつな気分になった。

　──……俺は、首無しライダーに対して凄すごく失しつ礼れいな事をしてるんじゃないか……？

　──だとしたら、やっぱり俺は、人でなしの化け物なんじゃな……。




　連れてきたクラスメイトが鬱うつ々うつとした気分になっているのも気付かず、久音が茜に問う。

「茜ちゃんだっけ？　君ってもしかして、首無しライダーと知り合いだったりするの？」

「……」

　久音の問いに、茜は答えない。

　寧むしろ、彼の事を警けい戒かいの目で見ている。

　少年の特とく殊しゆな髪かみ色いろやピアスを見れば当然の反応であると言えたが、それ以外にも様さま々ざまな想おもいが胸きよう中ちゆうに渦うず巻まいているようだ。

「ちょッ、そんな怖がらないでよー。ほら、これはあれだよ。ジャングルのカエルとかでたまに超ちよう派は手でにキラキラしてる奴やついるじゃん。ヤドクガエルとかさ。あれと一いつ緒しよ一緒」

「猛もう毒どくがあるって事じゃん」

「矢や毒どくガエルって言っちゃってるし……」

　背後からの舞まい流ると八尋やひろの呟つぶやきは無む視ししつつ、久く音おんはあくまでフレンドリーに茜あかねに接する。

「それにさ、別に俺おれ達たちは、首くび無なしライダーが悪わる者ものだって思ってるわけじゃないんだ。だからこそ、どんな人か良く知りたいだけでさ」

「ま、その辺にしときなよ、久音くん」

「え？」

　背後から窘たしなめられ、思わず振り返った久音に舞流が続けた。

「茜ちゃん、放送委員会に入ってるんだけどね？　その委員会の先せん輩ぱいがさ、この前行方ゆくえ不ふ明めいになっちゃったんだから」

「……」

「二連続で空気読よめない事こと言っちゃったねー。私の方は別に気にしてないけど」

　冷ひや汗あせを搔かく久音に、茜が言う。

「……私の先輩も、確かに首無しライダーさんの大ファンでした。……でも、首無しライダーさんに迷めい惑わくが掛かるといけないと思って、先輩には内ない緒しよにしてたんです。私と首無しライダーさんが知り合いだってこと」

　茜は言葉を続けながら、沈ちん痛つうな表情で俯うつむいた。

「だけど……先輩は急にいなくなっちゃって……。皆、想そう像ぞうで好き勝かつ手てな事ばっかり……」




　彼女の脳のう裏りに浮かぶのは、一週間ほど前、春休みに会った先輩の記き憶おく。

　──『ねえねえ、粟あわ楠くすさん。私、とうとう首無しライダーに会えるかもしれないの！』

　小学校の時に生徒会長だった彼女の『首無しライダーマニア』っぷりは、学校の中でも有名だった。

　茜としては紹しよう介かいしたい気持ちもあったのだが、その為ためには自分の『家族』を通す必要があり、それだけは絶対に避けたかったのである。

　──『もしも首無しライダーと本当に知り合いになれたら、粟楠さんにも、いつか紹介してあげるね！』

　その僅わずか数日後ご。

　色々あって落ち込んでいた時期の茜を気に懸かけてくれた上級生──この春からは同じ中学の先輩となる筈はずだった彼女が姿を消したと聞かされた。

　家いえ出で人にんとして捜そう索さく願ねがいが出されたそうだが、未いまだに見つかったという話は聞かない。

　皆にも似たような事を触れ回っていたようで、学校ではあっという間に一つの噂うわさが広まった。

　──『首無しライダーが、先輩を影の中に消し去った』

　と、荒こう唐とう無む稽けいとしか思えない噂うわさが。

　だが、池いけ袋ぶくろに住む者達は知っている。

　首くび無なしライダーは、確かに実在していたという事を。

　ここ半年ぐらい見かけていないが、一度でも見た者は、殆ほとんど同じ感想を抱く。

　──あれは恐らく、この世のものではない。

　エンジン音のしないバイク、湧わき上がる影。そんなものを直接見みせつけられた後では、とても首無しライダーの都市伝でん説せつを『単なる与よ太た話ばなし』などとは片付けられなかった。

　だからこそ、その噂は尾ひれが付き、あっという間に学校内ないに広がっていく。

　かつて『首無しライダー』に救われた事のある茜あかねにとっては、一方的にその『都市伝説』が黒く塗ぬり潰つぶされていく様さまが我が慢まんならなかった。

　しかしながら、『私は首無しライダーに助けられた事がある』と言った所で信用はされないだろうし、信用されるほどに詳しく顚てん末まつを話すとなると、茜の『家庭の事情』まで口にする必要がある。

　それは、誰だれも幸せにならない方法だという事は理解していた。

　だからこそ、学校では我慢してその噂を聞かぬふりをしており、代わりに、自分の手で失しつ踪そう事件の謎なぞを探ろうと心に決めていたのである。

　そう決意していたところでたまたま久く音おん達の会話を聞いた為ため、思わず首無しライダーを擁よう護ごする言葉を口にしてしまったのだが──

　結果として、この久音という異い様ような出いで立たちの少年に必ひつ要よう以上の興きよう味みを抱かせてしまった。




「じゃあ、どうするの？」

「……私も、先せん輩ぱいを探そうと思ってます」

「探すって……自分で？　マジで？」

「警察だけには任せておけませんから……」

　暗い表情だが、しっかりと

「そこまでするって事は、先輩の事がよっぽど好きなの？　それとも、首無しライダーが犯人じゃないっていう自信がよっぽどある感じ？」

「それは……」

　乱らん雑ざつな日に本ほん語ごで尋たずねる久音に、茜は僅わずかに目を逸そらした。

「ねえねえ、悪いようにはしないから、教えてよ、首無しライダーの事！　誤ご解かいがあるんだったらさ、やっぱり解いておかないと。誤解だってわかれば、俺達も首無しライダーがいい人だってみんなに広めるし。ね？」

「……」

　疑わしげな目で見てくる茜に対し、緑りよく髪はつの少年は精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべるが──

「こら、年とし下したの女の子を虐いじめちゃ駄だ目めでしょ」

「あがががががが」

　再び背後から舞まい流るに拳こぶしでこめかみをグリグリと挟まれ、久く音おんは思わず悲ひ鳴めいを上げてしまう。

「誰だれにだって話したくない事はあるんだから、空気読よみなよ。エアリードエアリード」

「あいててて……。いや、だって……気になるじゃないっすか」

　そんな彼の横から、鬱うつ状態から回復した八尋やひろが茜あかねに向かって歩み出た。

「解わかった、君が話したくないなら、もう首くび無なしライダーの事は聞かないよ」

「……すみません」

　ペコリと頭を下げる茜は、八尋について久音よりは信用できそうだと思ったのか、首無しライダーについて少しだけ口にする。

「話した事がある人なら解りますけど……あの人は、絶対に悪い人じゃありません」

「うん、信じるよ」

「え？」

「人間じゃないからって、悪いとは限らないもんね」

　どこか自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべながら言う八尋の事を不ふ思し議ぎに思いつつも、茜は少し嬉うれしそうに笑いながら礼れいを言った。

「ありがとうございます！　私も、そう思います！　みんな、誤ご解かいしてる人が多いんです……。首無しライダーさんも……」

　そして、一いつ瞬しゆんだけ彼女の方が自虐的な表情を浮かべ、言葉を続ける。

「……静しず雄おさんの事とかも……」

「え？」

「あ、いえ、すいません。最後のは独ひとり言ごとです！」

　茜の言葉をうけ、それまで黙だまっていた舞流が思い出したように手を叩たたいた。

「ああ、そうそう！　首無しライダーって、静雄さんとも仲いいよね！」

　ドクリ、と、八尋の心しん臓ぞうが高たか鳴なる。

　──シズオ？

　──シズオって……まさか……。

　疑問が八尋の口から言葉として出るよりも先に、久音がその名前に反応した。

「げえッ！　マジっすか!?　静雄って、あの静雄でしょ!?　平へい和わ島じま静雄！」

「そうそう、なんだ、知ってるんだ」

「そりゃもう！　黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいとかから武ぶ勇ゆう伝でんは聞いてますし、俺おれも一回だけあの人が自じ販はん機きぶん投げてんの見た事あるんすよ！　え!?　首無しライダーって、平和島静雄とも知り合いなんすか!?　マジで？」

「青あおっちって、そういうこと君に全然話はなさないんだね」

　意い外がいそうに言う舞まい流る。

　そんな二人の会話をよそに、鬱うつ々うつしていた先せん刻こくまでとは打って変わって、八尋やひろの心が荒々しく昂たかぶり始めていた。

　──平へい和わ島じま、静しず雄お。

　──自じ販はん機きを投げた。

　──間違いない！

　──あの人だ！

　インターネットで池いけ袋ぶくろの都市伝でん説せつなどについて調べた際、何度も何度も出て来た名前。

　自動喧けん嘩か人形などという渾名あだなで呼ばれ、首くび無なしライダーと共に『池袋の生ける都市伝説』と呼ばれている存在だ。

　──まさか、こんな所で名前が出てくるなんて！

　──でも、どうして？

　──都市伝説同どう士しだから？

　困こん惑わくする八尋だったが、慌あわてて小さく首を振る。

　──いや、今はそんな事を考えてる場合じゃない。

　大きく呼吸を整え、八尋は改めて茜あかねに言った。

「じゃあ、俺おれも君の先せん輩ぱいを探すの手伝うよ」

「……えッ？」

　突とつ拍ぴよう子しもない申もうし出でに、茜は目を丸くする。

　茜だけではなく、横で聞いていた久く音おんもキョトンとしており、舞流は『面白い事になってきた』というような顔でニヤニヤと笑いながら話の続きを見守っていた。

「俺は、首無しライダーがどんな人なのか知りたいと思ってる。だけど、君が言うように悪い人じゃないっていうなら、それを証しよう明めいしたいとも思う。その為ためには、首無しライダーの大ファンだっていうその先輩の話を聞いてみたいんだ」

　──ああ、言ってしまった。

　──大だい丈じよう夫ぶ、噓うそはついてない。

　──……ついてないよな？
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　八尋としては、首無しライダーのみならず、『平和島静雄』という存在に近づけるまたとないチャンスだった。

　行方ゆくえ不ふ明めいになった子が心配だったり、茜という少女の想おもいを手伝おうと考えたのも事実であり、言わば一いつ石せき二に鳥ちようだったのだが──その、もう一羽わの鳥の事を隠かくす事は不ふ誠せい実じつなのではないだろうか？

　──いや、関係ない。

　──それに、本当に知りたい。

　──仮に首くび無なしライダーが本当に『化ばけ物もの』なんだとしたら……。

　──『化け物』のまま、人に嫌きらわれていないなんて事があるのか？

　──どっちにしても、一いち番ばん心配なのは、その家いえ出でした先せん輩ぱいって奴やつだ。

　──何が一番重じゆう要ようかなんて、決まってるじゃないか。

　妙みような罪ざい悪あく感かんを覚えつつも、八尋やひろは結局その意い志しを裏に隠かくしたまま、本ほん気きで人ひと捜さがしを手伝おうと心に決めた。

　きっとそれが人付き合いで正しい事なのだろうと思いつつも、今一つ自信が持てぬまま。

「……」

　八尋の申もうし出でを聞き、舞まい流るをチラリとみる茜あかね。

　初しよ対面の八尋がどのような人物かどうか解わからず、意見を求めている目だ。

　そんな彼女に、舞流は親おや指ゆびをビシリと上に立てながら言った。

「いいんじゃない？　私とクル姉ねえも手伝うよ！」

　彼女はそのまま、親指を立てた手を久く音おんに向ける。

「久音くんは、青あおっち達に頼んでおいてね！」




　これに驚いたのは、久音本ほん人にんだった。

「えッ、ちょッ、俺おれも手伝う流れっすか？　黒くろ沼ぬま先せん輩ぱいも巻き込んで？」

「無む理り強じいはしないよ？　でもさ、でもね？　君ってこういう時に、『そういうのは素人しろうとは下へ手たな事をしない方がいい。警察に任せておこう』とか言ったり、『なんで俺がそんな面倒めんど臭くさい事を』って言うタイプじゃないでしょ？」

　舞まい流るの目と言葉が、久く音おんに対して暗に告げている。

　──「お前は、こういうトラブルに首を突っ込むのが大好きな筈はずだ」

　と、久音の本ほん質しつの一部を見み透すかす一ひと言ことを。

　久音は頰ほおを引きつらせて笑いながら、道どう場じようと学校、二つの場所において先輩である少女に首を振った。

「まだ何回かしか会ってないのに、よくそう自信満まん々まんに言えますよね」

「兄あに貴きがそういうの得意でさー。血ち筋すじかな」

　カラカラと笑い、舞流は茜あかねを安心させるように言う。

「ま、大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと反はん抗こう期きの家出か何かで、その先輩は無ぶ事じに見つかるよ」

「でも……」

　困ったように皆の顔を見る茜に、舞流は飄ひよう々ひようとまくし立てた。

「ああ、私やこの子達に『迷めい惑わくをかけるかも……』なんて気にするのはあとだよ、あと！　私もこの子達もみんな、自分の意い志しとか欲望に従って、何か危ない目に遭あうかもしれないの承しよう知ちで『やる』って言ってるんだから、たまには茜ちゃんも、年ねん長ちよう者しやの行為に甘えちゃいなよ！」

　朗ろう々ろうと語る舞流に、久音が思わず口を挟はさむ。

「いや、俺は別に自分の意い志しじゃ……」

　舞流はニイ、と口くち元もとを歪ゆがめ、久音に答えた。

「じゃあ、止やめとく？　青あおっちには私から改めて頼むけど」

「……いや、やるっすよ。乗りかかった船っすからね」

　溜ため息いきをつきながら笑う久音を見て、茜は更さらに暫しばらく考え込んだ後──

　胸きよう中ちゆうでなんらかの折り合いがついたのか、目に強い意志の光を宿し、頭を下げる。

「ありがとうございます……。宜よろしくお願いします！」

　そして、八はつ角かく棒ぼうをギュウ、と強く握り締しめながら言った。

「でも……何か危ない感じになったりしたら、すぐに止めて下さい。皆さんが危険な目に遭あうのだけは避さけたいですから……」

　久音は、そんな茜をからかうように肩を竦すくめる。

「いやいや、いやいやいやいや、この中で一番危あぶない目に遭いそうなのって、どう考えても一番年とし下したの茜ちゃんっしょ？」

「久音くん、茜ちゃんをあまり侮あなどらない方がいいよー？　まだ中学にあがったばっかりの女子とはいえ、楽らく影えい流杖じよう道どうの期待の星なんだからね？」

「マジすか!?　そっかー、じゃあ、この中で一番気きを付けなきゃいけねえのは、八尋やひろだな」

　軽い調子で、久く音おんがパンパンと八尋やひろの背を叩たたく。

「う、うん。気を付けるよ」

　複雑な笑えみを浮かべながら頷うなずいた八尋は、何かを誤ご魔ま化かすように茜あかねに尋たずねた。

「ええと……それでさ、その、いなくなった人の名前はなんて言うの？」

　茜は一度深しん呼吸をした後、ハッキリとその名を告げる。

「辰たつ神がみ……辰神愛あい先輩です」

「え？」

　辰神。

　聞き覚えのある名みよう字じだった。

　特とく徴ちよう的てきなその名字は、もしや池いけ袋ぶくろという地域では多い姓せいなのかと考えようとしたが、それよりは次のように考えるのが自然と思われる。

　自分の知る辰神と、何らかの関係があると。

　そう考えたのは八尋だけではなかったようで、久音が僅わずかに首を捻ひねって言った。

「辰神って……うちのクラスにも居なかったっけ？　なんか関係あんのかな？」

　久音がそう尋たずねてくるが、八尋には何も答えられなかった。

「うん……そうかもしれないけど、まだ何とも言えないよね」

　首くび無なしライダーの大ファンだったという少女の名も辰神だという。

　無む関係だと思う方がどうかしている。

　クラスメイトの『忠ちゆう告こく』が何度も何度も八尋の胸に蘇よみがえる。




　──「首無しライダーには、深入りしないで」




『何か』に巻き込まれた。

　人ひと一いち倍ばい臆おく病びような八尋は、確かく信しんにも近い予よ感かんを覚えた。

　だが、既すでに止まる事などできない。

　胸の奥から渦うず巻まく不安と懸けん命めいに戦いながら、臆病な少年は、そのまま前に進む事にした。
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　その後、久音達たちの稽けい古この様よう子すを見学し終え、八尋はパンフレットを受け取って帰って行った。

　久音や茜も稽古を終え次し第だい帰ってしまい、後には稽古後ごに休きゆう憩けい所じよで姉が迎えに来るのを待っている舞まい流る一人が残される。

「クル姉ねえにも、早く教えてあげないとねー。明日あしたからは私達、秘ひ密みつ結けつ社しや熱ねつ血けつ冷れい血けつ池いけ袋ぶくろ探たん偵てい結けつ社しやによる人ひと捜さがしの始まりだよって。あ、結社って二回言いっちゃった。まあいっか」

　休憩所の椅い子すで足をぶらつかせ、適当に浮かんだ組そ織しき名めいを口にしてテンションをあげる舞まい流るに、廊下から声を掛ける者がいた。

「おい、舞流」

「あ、美み影かげ師し範はん代だい！　お疲れ様っ！」

　写しや楽らく美影。

　楽らく影えいジムの社長の娘むすめであり、スポーティな外がい観かんが特とく徴ちよう的てきな女じよ性せい師範代だ。

　舞流が入門した頃ころから面めん識しきがあり、師し弟ていというよりも年の離れた友人のような感覚で会話をする間あいだ柄がらである。

　そんな彼女が、舞流に対して問いかけた。

「なあ、さっき舞流と一いつ緒しよに居た男子高校生、ありゃ知り合いかい？」

「ああ、久く音おんくんと三み頭ず池ちくん？　うん、来良らいらの後こう輩はい。今日きよう入学式だったんだって」

「ふーん……何かやってたの？」

「え？　久音くんなら、昔から楽影道どう場じようの子だよ？　高たか田だの馬ば場ば支部に通ってたんだって。なになに、美影さん！　もしかして凄すごく見込みがあるとか!?　喜き佐さ先輩みたいに、第二のトラウゴットを目め指ざせちゃうレベル!?」

　直ちよく接せつ久音の稽古を見ていなかった舞流は、ワクワクしながら美影に尋たずね返した。

　だが、美影は淡たん々たんと首を振る。

「久音っていうのは、あの緑みどりの頭した方だろ？　ありゃ、まあ、うちの道どう場じようの型だからな。見りゃ前からうちの門もん下か生せいってのは解わかるんだけどね……」

　そこで言葉を止め、美影は少し考えてから舞流に言った。

「あの、見学してた方の子、三頭池君くんって言うの？」

「うん。そうだけど……あの子がどうかしたの？　あ、もしかして美影さん、好みのタイプ？」

「バカだね、そんなんじゃないよ。……いやあの子、なんか昔やってたの？」

「うーん？　どうだろ。聞いてないし、久音くんも何か知ってるなら言うと思うけど……」

　まさか見学してただけの八尋やしろの方に興味を示すとは思わず、舞流は尚なおも問いかける。

「でも、あの子がどうしたの？　美影さん、大人おとなしそうな子だったけど」

「あいつのさ、手ぇ見たか？」

「手？　んー、そういえば、見なかったなあ。三頭池くんの手が、どうかしたの？」

　美影はそこから更さらに考えた後、小さく溜ため息いきを吐き、舞流に釘くぎを刺した。

「これから言う事はさ、絶対に、あの子に直接言いったり、他の連れん中ちゆうに広めたりするなよ。どうせ九く瑠る璃りちゃんには言うだろうから、あの子だけは許す。でも他は駄だ目めだ。心の中にしまっておけるか？」

　いつになく真剣な調子の師範代に、舞流は足をぶらつかせるのを止め、笑顔のまま頷うなずいた。

「解わかった、約束する」

「ありがとう。変な噂うわさが立つと、あの子に悪いからさ」

　美み影かげは休きゆう憩けい所じよにある自動販はん売ばい機きに硬こう貨かを入れ、アミノ酸配はい合ごうのスポーツドリンクのボタンを押しながら言葉を紡つむぐ。

「凄すごく真ま面じ目めな感じで正せい座ざして見学してたからさ、あの子が膝ひざの上に置いた手が、たまたま目に入ったんだけど……」

　自販機からドリンクを取り出しつつ、美影はその時の光こう景けいを頭に思い浮かべた。

「あの子の手、凄く傷だらけだったんだよね」

「傷？」

　確かに巻き藁わらなどを突ついて鍛たん錬れんすれば、手に傷が付く事は珍めずらしくない。

　しかし、それだけでここまで神しん妙みようになる理由が舞まい流るには解らなかった。

「でも、傷だけなら、猫ねことか飼かってて嚙かまれたりしてるだけかもしれないよ？」

「……ああ、そうだな」

　美影は、舞流の言葉に頷うなずいてみせる。

「確かに、あれは歯の痕あとだ。ただし、猫のじゃない」

「へ？」

「私も経験があるから解るんだけどさ……」

　そう言いながらドリンクの缶かんを握る美影の手を見て、舞流が気付く。

　彼女の手にも、稽けい古こで日常的についている傷とは別の、いくつかの古ふる傷きずがある事に。

「ありゃ、人間の歯の痕あとさ」

「……誰だれかに、嚙かまれたって事？」

　首を傾かしげる舞流に、美影は首を振った。

「人の歯を殴なぐって叩たたき折るとさ、たまに折れた歯が刺さるんだよ、拳こぶしにね」

「……」

「折れた後も、何度も何度も顔面を殴ってると、余よ計けいに多く刺さる。感かん染せん症しようになる可能性せいもあるから、あんまりお勧めはしないね。そこまでできる状態なら、もっと楽に仕し留とめる方法はいくらでもあるしさ」

　そんな事を言った後、美影は八尋やひろの『手』をハッキリと思い出し、複雑な思いを巡めぐらせ、無む表情のまま舞流の問いに対する『答え』を口にする。

「その三み頭ず池ち君って子の手の古傷……あれはまず間違い無く、人の折れた歯が刺さった痕あとだ」

「……本当に？」

「あの傷の数……一体何人の歯を殴り折ったんだろうね」

　美影はドリンクを一口飲んだ後、薄い笑えみを浮かべながら独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。




「少しばかり、震えたよ」
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高たか田だの馬ば場ば　久く音おんの自宅マンション




「ただいま」

　そう言って自宅に戻った琴こと南なみ久音が最初に向かったのは、奥にある姉の部屋だった。

　入口の側には通つう販はん業ぎよう者しやのダンボール箱が天てん井じよう近くまで積み上がっており、未み開かい封ふうの物と開封済みの物で分けられ、別々の塔とうを造り上げている。

　いくつかの塔の合あい間まに見える床の上には、空からになった茶ちや碗わんや皿などが積み重なり、その上に丁てい寧ねいに揃そろえられた箸はしが置かれていた。

「お、姉ねえちゃん、今日きようは残さず飯めし食ったな」

　食器を持ち上げながらそう呟くが、久音は部屋の中にいる誰だれかに言ったわけではない。

「まったく、シャワーは小まめに浴びる癖くせに、食堂で飯めし食くうのは嫌いやがるんだもんなー。基準が良く解わかんねえよ」

　ただの独り言として愚ぐ痴ち混まじりの台詞せりふを口にし、食器を流し台へと運んでいく。

　マンション内は、姉の部屋の前を除いてはきちんと整せい頓とんされており、流し回りにもカビ一つ生はえていない。

　久音は丁てい寧ねいに食器を洗い終えると、居い間まのソファーに座り、テーブル上にあるノートパソコンを開いた。

　そして、テレビを点つけながら、空あいた手でスマートフォンの画面に親おや指ゆびを滑らせる。

「さてと……」

　テレビに映る夜のニュース番組を見ながら、久音はスマートフォンを耳に当てた。

「お疲れー」

『──』

「解わかってるよ、情報があるから、わざわざ電話したんだ」

　通話先さきの誰だれかに対し、久音はニヤニヤと笑いながら今日きようの『成果』を口にする。

「ああ、入学式は荒れたりしなかったよ。俺おれが一番イカれた外がい見けんしてたからね。来良らいら学園は、優ゆう等とう生せい君が多そうだよ」

『──────』

「今日は他にも色々あってさ。面白い手て駒ごまも見つかったよ」

　昼間に皆の前で浮かべていた愛想あいそ笑わらいとは違い、久音はどこか冷たい印いん象しようのある笑えみを浮かべていた。

「信じられるかい？　秋あき田たから、わざわざ首くび無なしライダー目当てで転校してきたんだってさ！」

『──────』

「いや、本当なんだって！　な？　まさに俺おれ達が求めてた逸いつ材ざいだろ？　なんかお人ひと好よしっぽいからさ、いくらでも丸め込めそうだ。本ほん気きで友達になろうかと思ったぐらいだぜ」

『──』

「冗じよう談だんだよ。俺が友達なんてガラに見える？」

　通つう話わ相手の言葉に、久音は思わず肩を竦すくめる。

「三み頭ず池ち八尋やひろっていうんだけどさ……あいつ、色々と持ってるよ」

　久く音おんは今日見つけたばかりの『手駒』の顔を思い出し、蛇へびのように目を細めながら言った。




「あいつと一いつ緒しよに行動したおかげで、他にも収しゆう穫かくが色々とあったからさ」
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楽らく影えいジム




　八尋について一通りの話を終えた美み影かげは、思い出したようにもう一人の学生について問いかける。

「そういえば、久音って子の方はどうなの？　稽けい古こは真ま面じ目めにやってたけど。兄あに貴きや親父おやじがあの髪かみの色いろ見たら、『黒く染そめろ！』とか言い出すかもよ。みんな、意い外がいと昔むかし気質かたぎだしね」

「うーん。私は面白いから緑みどりに染めたままの方がいいんだけどなー」

　美影の問いに、舞まい流るは暫しばし考え、あっさりと答えた。

「ま、悪あく人にんかなー。自分で動くより、人を利用するタイプ。この道どう場じように真面目に通ってるのも、単純に最さい低てい限げんの護ご身しん術じゆつを覚えたいだけなんじゃないかな。イザという時の為ためにね。……ああ、イザって言って思い出したけど、イザ兄にいと同じタイプだと思う」

「……あんたの兄あに貴きと一いつ緒しよじゃ、悪あく人にんっていうよりただのゲスだね」

　懐なつかしい顔を思い出しながら、美影は小さく息を吐く。

「あの三み頭ず池ちって子とはどういう関係なんだい？」

「友達だって言ってたけど、単に利用してるだけだと思うよ？　三頭池君の方はお人ひと好よしっぽかったからね。何に利用するつもりかまでは知らないけど」

「……よくもまあ、舞流もそんな奴やつとフレンドリーに喋しやべれるね」




　その後、舞流は今日きよう彼らと話した事について美影に伝えた。

　すると、茜あかねとの件くだりを聞き、美影が笑う。

「へえ、それじゃ、その茜ちゃんの先せん輩ぱいを探す事にしたんだ」

「うん、無ぶ事じに見つかるといいけど……」

「でも、その高校生達たちも、茜あかねちゃんに変なちょっかいとか出さないといいけどね。あの子の家の事とかは当然知しらないんだろうけど」

　缶かんをゴミ箱に入れながら言う美み影かげに、舞まい流るが反はん論ろんした。

「三み頭ず池ちくんはそうだろうけど、久く音おんくんはどうかなあ」

「？」




「青あおっちと連つるんでるぐらいだから、粟あわ楠くす会かいの事、絶対知しってると思うなー」
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久音のマンション




「そう、粟楠茜だよ。あの、粟楠会の組くみ長ちよう、粟楠道どう元げんの孫まごの！」

『──』

「笑えるだろ？　その粟楠会の御お嬢じよう様さまが、首くび無なしライダーと何か繫つながりがあるってんだからさ」

　茜の前では決して見せなかった表情で、久音は通つう話わ相手に対して楽しそうに語り続ける。

「ま、八尋やひろが人ひと捜さがしを手伝うって言いだした時は何事かと思ったけど、結果として面白い事になりそうだよ。その、行方ゆくえ不ふ明めいになったっていう粟楠茜の先せん輩ぱいの名前……『辰たつ神がみ愛あい』って言うんだけどさ……」

『────、────────？』

「ああ、無む関係とは思えないよな。こないだ消えた雑ざつ誌し記者が、『辰神彩あや』って言ったろ？」

『────』

　通つう話わ先さきからの言葉に、久音が頷うなずく。

「ああ、そっちは調べておいて貰もらえると助かるかな。流石さすがに出版社へのコネは俺おれには無いし。あと、これは偶ぐう然ぜんかもしれないけどね……うちのクラスにも、一人『辰神』って名みよう字じの奴やつが居るんだよ。少し無ぶ愛想あいそな感じだけど、中々可か愛わいい子でさ」

『──────』

「違うよ、そんなんじゃないって。まあ、関係があったら大当たりってところかな。まあ、慎しん重ちように行きたい所だけど、下へ手たしたら数百万から一千万単たん位いの金が動く大おお仕事だからね……競争相手がいるとしたら、黒くろ沼ぬま先輩かな。あの人は、俺のやってる事も全部知しってるし」

　そこまで言った所で、久音は逆に通話相あい手てへと問いかけた。

「で、そっちはどう？　何か面白い動きはあった？」

『────』

「ん……ちょっと待って！　刑けい務む所しよから誰だれか出て来たって？　大おお物もの？　ダラーズ？　それとも黄こう巾きん賊ぞく？　えッ？　ブルースクウェア!?」

　獲え物ものを見つけた蛇へびのように、目をぎらぎらと輝かせて食いつく久く音おん。

　しかし、その目の輝きは、次の瞬しゆん間かんには曇くもる事となった。

『──』

「元ブルースクウェアで今は黄巾賊の……法ほ螺ら田だ……？」

『──』

「そうか……ついに出て来ちゃったか……あの法螺田がねえ……。法螺田、法螺田……」

　無表情になった顔を少し傾かしげ、久音は淡たん々たんとした調子で単純な疑問を口にする。




「……ごめん、誰だれそれ」













間章　ネットの噂うわさ②







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




人にん気き記事『【都市伝でん説せつ再開のお知らせ】池袋で連続失しつ踪そうの犯人は、首くび無なしライダーらしいぞ！』




・【池袋連続失踪事件、共通点は首無しライダー？】──（日につ刊かんバブー電子版ばんより転てん載さい）

　池袋の闇やみが、いよいよ正しよう体たいを現したのだろうか。

　そう思わせる事件が、ここ最近の東とう京きようを騒さわがせている。

　昨年の12月頃ごろから、池袋近きん郊こうで若者の失踪が相次いでいるのだが、その失踪事件の陰にあの【首無しライダー】が関わっているという噂が囁ささやかれ始めた

　失踪者や家いえ出で人にん達たちの中で、とある共通点を持つグループがあるというのである。

　その共通点とはズバリ、『首無しライダーの正体を追っていた』という事だ。

　20年前から幾いく度どとなく人々の前に姿すがたを現している謎なぞの存在、『首無しライダー』。

　エンジン音の無い、首くび無なし馬に変身するバイク。

　体から影を湧わき上がらせ、それを自じ在ざいに操あやつる乗り手。

　まさに『都市伝でん説せつ』としか言いようのない存在だが、少なくとも半年前までは、街の住民達たちの携けい帯たい電話ですら簡単に撮さつ影えいできるような存在だった。

　目もく撃げき例れいが激げき減げんしてから、『首無しライダー』の熱ねつ狂きよう的てきな『信しん者じや』とでも言える若者達。

　彼らは皆みな一いち様ように、『首無しライダーに会えるかもしれない』と周囲に漏もらした直後にその姿すがたを消しているというのだ

　更さらに先月、首無しライダーを取材し続けていた某ぼう情報誌しの記者が、『有力な情報提てい供きよう者しやに会いに行く』と言い残したまま失しつ踪そうしてしまったのである。





（中ちゆう略りやく）






　また、首無しライダーには地じ元もとの暴ぼう力りよく団だんとの関係などが噂うわさされており、警察も失踪事件の重要参さん考こう人にんとしてその行方ゆくえを追っているようだ。





（以下省しよう略りやく）







──（記事の続きは元もと記事へＧＯ）　






『いけニュ～！』管理人コメント




「消えたと思ったら人を消してたなりよ




　行方ゆくえ不ふ明めいになった人達が無ぶ事じに見つかる事をお祈りします」





管理人にん『リラ・テイルトゥース・在ざい野や』　　　　
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『ツイッティア』より、一いつ般ぱん人じんの声を抜ばつ粋すい




・首無しライダーってさ、一回懸けん賞しよう金きんかかった事あったよね。あの時、確かすぐに賞金が無しになった。今いま思うと怪あやしいよね。裏で政府と繫つながってると思う。


　↑確か、賞金かけた人が警察から怒られたからでは。




　　↑常じよう識しき的に考えて、警察から怒られるのは当たり前なわけだから、織り込み済みで賞しよう金きん懸かけたんじゃないの？　それがすぐに取り下げられたから怪あやしいって話じゃん。




　　　↑マックス・サンドシェルトの行き当たりばったり感を舐なめるな。






・うちの大学の子も一人行方ゆくえ不ふ明めいになったんだけど、まじヤバいよ。子供の頃ころからずっと首くび無なしライダーが好き好き言ってたんだって。マジヤバくね。ちょっと引いた。逆に居なくなってくれて良かったかも。キモいし。


　↑行方不明になってる人に対して引いただのキモいだの不ふ謹きん慎しんじゃないですか。




　　↑はぁ？　そんなのうちの勝かつ手てだし。一いち々いちレスしてくんなよウザい。誰だれだよ。




　　　↑ウザいのはお前じゃん。レスするのも勝手だし。




　　　　↑嫌いやなら呟つぶやき見るなよ死ねバーカ。死ね死ね死ね死ね。




　　　　　↑お前、過去の発言で飲いん酒しゆ運転してるって書いてるな。カンニングもしてるみたい

　　　　　　だけど通つう報ほうしとくわ、来良らいら大学の一年生さん。




　　　　　　↑すいません今までの全部冗じよう談だんです。来良大学の生徒ってのもジョークです。

　　　　　　　学校に連れん絡らくすると学校が迷めい惑わくだから絶対に止やめて下さい。




※（その後、発言者は来良大学を退たい学がく処しよ分ぶん。別べつ件けんで起き訴そされ、裁判中ちゆう）




・雑ざつ誌し記者が行方不明になる前、『有力な情報提てい供きよう者しやに会いに行く』って話してたらしいけど、首無しライダーの情報提供できる奴やつって誰？




　↑なんか白はく衣い着た人を背中に乗っけてるの見たことあるよ。




　　↑あれ、闇やみ医い者しやって噂うわさあるよね。




　↑平へい和わ島じま静しず雄おじゃね？　よく一いつ緒しよにいるもの。




　　↑静雄が激おこ→遠くにぶん投げられる→そのまま行方不明ってオチじゃね？




　　　↑マジかよ。




　↑なんか首無しライダーとたまに話してる情報屋やとか居なかったっけ。




　　↑情報屋（笑）




　　　↑いや、マジで居たんだって！　そういうのが。




　　　　↑あの黒いファー付きコートの奴やつだろ？　最近見みかけないよな。
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三章Ａ　破は壊かい者しや







　池いけ袋ぶくろには、魔ま人じんがいる。




　街に長く暮らしていれば、誰だれもが聞いた事のある噂うわさだ。

　駅周しゆう辺へんの繁はん華か街がいに毎日のように出向く者は、それが噂ではない事を知っている。

　引きちぎられたガードレール。

　引っこ抜かれた街がい灯とう。

　折られた道路標ひよう識しき。

　拉ひしやげた自動販はん売ばい機き。

　そうした物ぶつ騒そうなパーツを見かけた事があるならば、それはほぼ間違い無く、一人の人間の手によるものだ。




　平へい和わ島じま静しず雄お。

　常つね日ひ頃ごろからバーテンダー服を身に纏まとい、派は手でに染そめた金きん髪ぱつとサングラスが特とく徴ちよう的てきな男だ。

　テレクラや出会い系けいサイト、キャバクラなどのツケを踏み倒している者達から代だい金きんを回かい収しゆうする事で生せい計けいを立てており、サンシャイン通りや60階通り等とうを中心として、池いけ袋ぶくろの繁はん華か街がいで日常的に見かける存在である。

　それだけ踏まえれば、少々物ぶつ騒そうな仕事をしている男の一人、というだけなのだが、彼は間違い無く、池袋の中で『最さい強きよう』という子供っぽい二ふた文も字じを冠かんするに相応ふさわしい男だった。

　平へい和わ島じま静しず雄おを巡る伝でん説せつの数かず々かずは、上げていけば枚まい挙きよにいとまがない。




　曰いわく、自動販はん売ばい機きを片手で振り回す。

　曰く、ガードレールを片手で引きちぎる。

　曰く、道路標ひよう識しきで車を切せつ断だんする。

　曰く、ダンプカーに轢ひかれても平へい気きで立ち上がった。

　曰く、小学生の時点で冷れい蔵ぞう庫こを持ち上げた。

　曰く、虎とらを飼い慣ならした。

　曰く、バニラシェイクが好き。

　曰く、ロシア人の殺し屋を舎しや弟ていにしていた。

　曰く、ナイフが一ミリしか刺さらなかった。

　曰く、銃じゆう弾だんが筋きん肉にくを通らなかった。

　曰く、クリームあんみつが好き。

　曰く、ビルを一いつ棟とう破は壊かいした。

　曰く、街がい灯とうを振り回して暴ぼう走そう族ぞくを一いつ掃そうした。

　曰く、鉄パイプで殴なぐると鉄パイプの方がひしゃげる。

　曰く、ネブラ社製のボールペンだけが彼の筋きん肉にくを貫つらぬける。

　曰く、車をサッカーボールのように蹴けり転がした。

　曰く、石せき炭たんを握って圧力でダイヤモンドに変える。

　曰く、プリンが好き。

　曰く、弟は大だい人にん気き俳はい優ゆうである羽はね島じま幽ゆう平へいらしい。

　曰く、人をビルより高く放り投げる。

　曰く、シロップたっぷりのパンケーキが好き。

　曰く、とにかく甘い物が好き。




　どこまでが本当でどこからがでっち上げなのか解わからない噂うわさばかりだが、いずれも、静雄を知る者達からすれば『本当でもおかしくない』と思わせる伝説ばかりだった。

　一説には、池袋を一時期恐きよう怖ふのどん底へと叩たたき込んだ『連続切り裂さき魔ま』の犯はん行こうがピタリと止まったのは、平へい和わ島じま静しず雄おに手を出した切り裂さき魔まが返り討うちにあったからとも言われている。

　実際に自じ販はん機きを投げたり、街がい灯とうを振り回したりする姿すがたが撮さつ影えいされてネットにアップされたりもするのだが、実際にその姿を見た者以い外がいは『よくできたトリック映えい像ぞうだな』という評ひよう価かで終わる事が殆ほとんどだった。

　人にん気き俳はい優ゆうである羽はね島じま幽ゆう平へいの兄というのも事実なのだが、なまじそれがある分、俄にわかには信じられない動どう画がが『テレビ局の作ったやらせ映像』と思われがちなのかもしれない。

　しかし、そんな伝でん説せつの中でも、最近特とくに気に掛けられ、人々の噂うわさに上るものがあった。




　曰いわく、平和島静雄は首くび無なしライダーの友人である。




　これは、都市伝説となっている者同どう士しを無む根こん拠きよに繫つなげようとしての噂ではない。

　実際に、平和島静雄が首無しライダーと行動を共にしている姿は何度も目もく撃げきされている。

　伝説となった者同士の繫つながりは、言うなれば有ゆう名めいサッカー選手と有名野や球きゆう選手が街まち中なかで談だん笑しようしているのを見かけたようなものであり、双そう方ほうの伝説を知る者からすれば、強い衝しよう撃げきを伴って脳のう内ないに刻み込まれる光こう景けいだった。




　そして、首無しライダーが街から消えた今──

　もう一人の『生ける都市伝説』にも、とある転てん機きが訪れようとしていた。
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夕刻　池いけ袋ぶくろ　某ぼうパーラー




　池袋の百ひやつ貨か店てん内ないにある、とあるフルーツパーラー。

　店内には女性客きやくが多いが、仕事帰りと思おぼしき男だん性せい客なども見み受うけられる。

　そんな中、サラリーマンではなさそうな男二人の姿があった。

　マンゴーがバラの花状に整えられた、見た目も麗うるわしい豪ごう華かなパフェを食しているバーテン服の男と、旬しゆん野や菜さいが添えられたパニーニを食べているドレッドヘアの男だ。

「で、資し格かくを取りたいんだって？」

　ドレッドヘアの男──田た中なかトムは、パニーニを食べる手を止めてそう聞き返した。

　すると、バーテン服の男──平和島静雄が、改めて相談事ごとを口にする。

「ええ、トムさん、色々と資格持ってましたよね。何でしたっけ」

「あー……俺おれが持ってるのは……。まず宅たつ建けんの資格だろ、それと、どっちも二級きゆうまでだけど、漢かん字じ検けん定ていと英えい検けんだろ。あとは、測そく量りよう士し補ほとか、簿ぼ記きとか、秘ひ書しよ技ぎ能のう検定三級とか……」

　その後もいくつかの資し格かく名めいを上げていくトムに、静しず雄おが尊そん敬けいの眼差まなざしを向けた。

「おお……すげえっすね」

　彼らは、今日きようの仕事のノルマを終えた直後であり、外では日も既すでに暮れている。

　普ふ段だんならそのまま会社に報告に戻って解散となるのだが、静雄が『相談がある』と言うので、小こ腹ばらが空すいたのに合わせて行きつけの店の一つに入ったのだ。

「いや、まあ、色々と資格持ってた方が食いっぱぐれが無いと思ってよ……。この仕事じゃなきゃ、もっと色々と取ってたかもな」

「何か、俺おれにも取れそうな手て頃ごろな資格って無いですかね」

「どうしたんだよ、急に。転てん職しよくでも考えてるのか？」

　今まで静雄が資格がどうこうなど言いだした事が無かった為ため、トムが戸と惑まどいながら尋たずねる。

「あ、いえ、この仕事には満足してますし、転職なんて考えてないんすけど……。なんていうんですかね。いい加か減げん、俺も何か自分に自信が持てる力が欲しいっていうか……」

「……」

　平和島静雄は、人間の域いきを超えた怪かい力りきとタフネスを持ち合わせていた。

　それは、上じよう司しであるトムも良く知っている。

　だが、『お前はその怪力があれば十分だろう』とは言わなかった。

　静雄本ほん人にんは、そうした暴ぼう力りよく的てきな力を決して好んではいないと知っているからだ。

「ま、そうだな。俺らの会社もまともたぁ言いがたいからな、いつ会社そのものが無くなってもおかしくないしなぁ」

　トムはそこで、いくつかの案を考える。

「うーん……。資格は色々あるけどよ、中には何年かそれ関係の仕事についてるのが条件ってのも多いからな……。ちょっと待てよ」

　スマートフォンを取り出し、ネットで情報を漁あさるトム。

「民みん間かん資格で良けりゃ結けつ構こうあるな、ジュエリーコーディネーターとか、森林インストラクターなんてのもあるし……ほー、世界遺い産さん検けん定ていなんてのもあるのか」

「世界遺産はあんま詳しくないっすね……」

「まあ、本来は『何がしたいか』ってとっから資格取とるのが普通だしな。それこそ、今の仕事以外でなんかやりたい事とかないのかよ」

　ストレートに尋たずねるトムに、静雄は暫しばし考え込んでから答えた。

「それがハッキリしてれば、もうちょっと絞しぼれるんすけどね。やっぱり、今一つ俺が将来何なにしたいかが見えないんすよ」

「今はともかくとして、ガキの頃ころはどうだったんだ？」

「え？」

「そういう時は初しよ心しんに返るのも大だい事じだぜ。子供の頃にゃ将来の夢とか、一つや二つあったろ」

　トムにそう言われ、静しず雄おは再び考え込む。

　──夢、俺おれの夢か。

　──そういや、なんかあったな。

　更さらに数秒の思し案あんを経て、静雄は、自分が小学校の卒業文ぶん集しゆうに何と書いたかを思い出した。

「ああ……そうだ、そうっすよ」

「思い出したか？」

　静雄は、過去を懐なつかしみながら大きく頷うなずき、答える。

「俺、探偵になりたいと思ってたみたいです」




「……そう来たか」

　探たん偵てい。

　静雄に向いているのかいないのか、なんとも微び妙みような所が来た。

　トムはそう考える。

　小学校の時点での夢という事は、おそらく浮うわ気き調査などを行う現実の探偵ではなく、映画や漫まん画がに出てくる探偵に憧あこがれての事だろう。

　だが、そうしたフィクションに出てくるような探偵にも、いくつか種類がある。

　殺さつ人じん事件などで推すい理りを働かせ、真しん犯はん人にんを追い詰める頭ず脳のう派はタイプ。

　地じ道みちに証しよう拠こ集あつめなどに立ち回り、時には襲おそい来る敵の脅きよう威いと戦う武ぶ闘とう派はタイプ。

　両方兼かね揃そなえたシャーロックホームズのようなタイプもあり、一いち概がいに探偵といっても一つのイメージには絞しぼりきれない。

　映画に出てくるような武闘派探偵ならば、これほど静雄に向いている職は無いかもしれないが、悲しい事にここは映画の世界ではない。静雄が地道な素そ行こう調査やペット探しをこなす姿すがたが、トムには中なか々なか思い浮かばなかった。

　──頭脳派の相あい方かたがいりゃ、面白い事になるんだろうが……。

　──頭脳派ねぇ。

　知り合いの中で、頭の良さそうな人間を片かたっ端ぱしから思い浮かべるトム。

　その最さい中ちゆう、ある情報屋やの顔が思い浮かび、慌あわててその想そう像ぞうを打ち消した。

　──……いやいや、あいつだけは無しだ。

　──静雄と二人仲良く並んでる所がまず思い浮かばねえ。

　──映画の凸でこ凹ぼこコンビとかいうレベルじゃなくて、顔合わせると殺し合うレベルだしな……。

　──そういやアイツ、本当に街から消えちまったな。

　トムがそんな事を考えていると、静雄は一人で納なつ得とくしたように頷うなずき始める。

「ああ……そうか、そうっすよトムさん。俺がこの仕事長ながく続けてるのって、なんとなくですけど、子供の頃ころに憧れてた探偵と似たようなイメージがあるからかもしれないっすね」

「えッ？」

　そう言われて、トムは今までの静しず雄おとこなしてきた仕事を思い返した。

　借しやつ金きんを抱えて消えた人間を探し出し、時には開き直って襲おそいかかって来る債さい務む者しやとのバトルになる。

　そんな事の繰り返しだった事を思い返し、トムは苦にが笑わらいしながら首を振った。

「自分の仕事が如い何かに物ぶつ騒そうかってのは、あんま再さい確かく認にんしたくねえなあ……」
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30分後　池いけ袋ぶくろ西口公園




　二人で会社への報告に戻る最さい中ちゆう、トムが改めて口を開く。

「しかし、お前があんな話をするなんて、本当に珍めずらしいな」

　すると、静雄はいつになく神しん妙みような顔をして言った。

「なんつーか……俺おれもそろそろ変わらないといけねえなって思ったんすよね……」

「へえ？」

「今日きよう、来良らいらの入学式だったみたいで、新しい学生連れん中ちゆうが目を輝かせてるのを見ちまって」

「ああ、そういや、今日は制せい服ふく姿すがたの連中多おおかったな」

　そう言って、トムはざっと公園内ないを見回してみる。

　流石さすがにこの時間では制服姿の者は殆ほとんどいないが、公園内には若者達たちが多く集まっていた。

　真ま面じ目めそうな人間からいかにも不ふ良りようといった雰ふん囲い気きの者まで様さま々ざまだが、数年前には割と見かけたカラーギャングの姿が、今ではもう全くと言って良いほど見られない。

　静雄もそんな街の風ふう景けいを眺ながめながら、感かん慨がい深ぶかげに言った。

「ノミ蟲むしが居なくなって、ようやく街が静かになったって印いん象しようなんすよね。そんな状態が一年以上続いたんだって実感したら、なんか、俺もそろそろ、シャキっとしなきゃなって……」

「そうだなあ。あの双ふた子ごちゃんとかは相変わらず騒がしいけどな」

「ま、あいつらはあいつらで、そんな迷めい惑わくは掛けてこないっすからね」

　そんな事を話していると、丁ちよう度ど噂うわさの双子の片かた割われの姿が見えた。

「おやおや、噂をすりゃ影ってのはホントだな。妹の方はまだ楽らく影えいジムか？」

　トムがそう言いながら、件くだんの少女、折おり原はら九く瑠る璃りに目を向けたのだが──

　些いささか、様よう子すがおかしかった。

　彼女の目の前には柄がらの悪そうな不良少年達が群がっており、ナンパというよりは、強ごう引いんに誘おうとしているような印象である。

「おいおい、ああいうバカは最近減へったと思ってたんだけどな」

　呆あきれたように言うトムをよそに、静しず雄おは既すでにそちらに向かって歩き出していた。

「あ、おい、静雄……」




「だからよぉ、俺おれら全員の相手しろって言ってんじゃねえんだよ」

「ムショから出て来たばっかの先せん輩ぱいをお祝いするじゃん？　パーティーには綺き麗れいな女が必要なわけじゃん？」

「お前、先輩の超ちよう好このみのタイプらしいんだわ」

　そんな事を言いながら九く瑠る璃りを取り囲むチンピラ達。

　九瑠璃は小さく溜ため息いきを吐きつつ、小こ声ごえではあるが、ハッキリと意い志し表ひよう示じをした。

「……嫌お断りします……」

「おおっと、拒きよ否ひ権けんはねえんだって」

「無む理り矢や理り車に乗せられて痛え思いするのとさ、一いつ緒しよに楽しくするのとさ、どっちがお得か解わかるっしょ？　なあ？」

　彼らの後ろでは、こちらに背を向ける形で石の円えん柱ちゆうに腰掛けている男がいる。

　恐らくは、彼が刑けい務む所しよから出て来たばかりの『先輩』という男だろう。

　すると、そんな彼らに対し、別の男の声がかかる。

「おい、止やめとけよ」

「あぁ？　なんだぁ、てめえ。どこのバーテンだ？」

　突然現あらわれたバーテン服の男に、チンピラ達は露ろ骨こつな嫌けん悪おの視線を向けた。

「こいつは俺の知り合いでよ。攫さらうのは勘かん弁べんしてくんねぇか」

　凄すごみをきかせたつもりのガンツケをスルーされたチンピラ達は、苛いら立だちを募つのらせて短たん絡らく的てきな行動に出る。

「ヒーロー気取りなんざ流は行やらねえんだよ、アホが」

　チンピラの一人が、手にしていたペットボトルをバーテン服の男に浴びせかけた。

　それだけで、周囲にいた者達は、そのチンピラ達が地じ元もとの人間ではないと理解する。

　もしも池いけ袋ぶくろに住む人間ならば、それが如い何かに危険な行為であるかを知っているからだ。

　ペットボトルの口から振りかけられたオレンジジュースが、仲ちゆう裁さいに入った男の髪かみと服を濡ぬらしていく。

　その光こう景けいを見て、九瑠璃はそっと後ずさり、遠とお目めに見ていたドレッドヘアの男が、露ろ骨こつに顔を顰しかめた後、憐あわれみを込めた目で合がつ掌しようした。
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　自分達たちが何をしてしまったのかも気付かぬまま、チンピラの一人が背はい後ごにいる『刑務所帰りの先輩』に向かって声をかけた。

「法ほ螺ら田ださん！　法螺田さん！　この巫ふ山ざ戯けた野や郎ろう、処しよ刑けいしちまっていいですよね！」

　すると、法螺田と呼ばれた男がゆっくりと立ち上がりながら口を開く。

「やれやれ、しょうがねえ連れん中ちゆうだぜ、ムショにトンボ返りはごめんだからな。死なねぇ程てい度どに、両りよう手て両りよう足あしの骨を折るぐらいで……」

　そこで、法ほ螺ら田だは現げん場ばの方に顔を向け、そこに立っている男の顔を見た。

　同時に、彼の中の時間が完全に停止する。

「──────────」

「？　法螺田さん？」

　口をパクパクとさせ、顔面蒼そう白はくとなっている法螺田。

　そんな彼に、チンピラ達が声をかけた次の瞬しゆん間かん──

　ガシリ、と、バーテン服の男の手によって、チンピラの一人の顔面が摑つかまれる。

「なあ……知ってるか？」

「!?　!?　!?」

　突然の痛みと拘こう束そく感に、チンピラは手足をばたつかせる。

　まるで、巨きよ大だいな万まん力りきで顔面を挟まれているかのような気分だった。

　何が起きたのか理解できずにいるチンピラ達に、バーテン服の男は言った。

「人ってよ……簡単に死ぬんだぜ……。ひょっとしたら、ペットボトルの水をぶっかけられたショックで、心しん臓ぞう麻ま痺ひ起こして死ぬ事だってあるよなぁ？」

「がッ……ごがッ……」

「て、てめえ！　何してんだコラァッ！」

　他のチンピラ達が男に摑つかみかかるが、地面に根を生はやした大たい木ぼくのように、全く動かない。

「つまり、今、手前てめえは俺おれを殺そうとしたって事だよなぁ……？」

「こ、こいつ、何なに言って……」

　焦あせるチンピラ達は、揃そろって法ほ螺ら田だの方に目を向けるが──

　彼は足をガクガクと震ふるわせ、カタカタと震えながら逃げようとしていた。

「へ……へ……平へい和わ島じま……」

　そんな彼の背に、バーテン服の男、平和島静しず雄おの怒ど号ごうが響ひびく。

「つまり……殺されても文もん句くは言えねぇよなああぁああああぁ！」

　顔面を摑まれていたチンピラがそのまま勢い良く投げ飛ばされ、法螺田の背中に激げき突とつした。




「ごひぃッ!?」

　その後の凄せい惨さんな光こう景けいを見て、トムは溜ため息いきを吐きながら独ひとり言ごとを呟つぶやく。

「ま、昔のアイツなら、九く瑠る璃りが絡まれてる時点でぶん殴なぐってただろうし……」

　次々とたたき伏せられていくチンピラ達と、這はいずって逃げようとする刑けい務む所しよ帰りの男とやらの姿すがたを見ながら、トムは肩を竦すくめながら言葉を繫つなげた。

「少しは、成長したって事かね」













三章Ｂ　挑ちよう戦せん者しや







翌日　来良らいら学園




　来良学園の新年度２日目、まだ授業は行われない。

　この日は主に施し設せつ案内と、委員会と部ぶ活かつ紹しよう介かいするオリエンテーション。そして、クラスで各かく委員の募ぼ集しゆう等とうが行われた。

　数年前まえまでは初しよ日にちに委員分わけを済ませていたらしいのだが、『委員会にも説明会を』という学校側の方針転てん換かんにより、現在は２日目に回されている。

　八尋やひろは図と書しよ委員に立りつ候こう補ほし、他に候補者もおらず、何事もなく認にん定ていされた。

　放課後ごに行われた初の委員会活かつ動どうでは、自己紹介を経た後、委員長と副ふく委員長の選せん定てい、今後の活かつ動どう内容、図書室管かん理りのローテーションまでが決められる。

　全てが終わる頃ころにはすっかり日も暮れかけており、八尋が教室に戻った時には、赤く染そまった空が窓の外に広がっていた。

　そして、八尋やひろは教室の隅すみに、見覚えのある女子の姿すがたを見つける。

「もしかして……待っててくれたの？」

「まあ、やる事もないからね」

　素そっ気けない調子で答えた辰たつ神がみ姫ひめ香かは、淡たん々たんと八尋に問いかけた。

「どうだった、図と書しよ委員会？」

「ああ、緊きん張ちようしたけど、みんないい人達だったよ。図書委員長も優しそうな感じだったし」

「図書委員長って、あの眼鏡めがねかけたカッコイイ感じの先せん輩ぱい？」

「そうそう」

　そんな世せ間けん話ばなしを経た後、姫香は調子を変えぬまま、やはり淡々と問いかける。

「んーと、それでさ」

「なに？」

「どうする？　昨日きのうの話の続き、する？」

「だから待っててくれたんじゃないの？」

　何の皮ひ肉にくの色もなく、あっさりとそう答えて首を傾かしげる八尋に、姫香は小さな溜ため息いきを吐いた。

「やっぱり、君、少し変わってるよ」

「そうかな……気を付けるよ。ありがとう」

「御お礼れいを言うところじゃないと思うけど……」

　無む表情のまま首を傾かしげるが、それ以上は追つい及きゆうせず、姫香はあっさりと話を元の筋すじに戻す。

「それじゃ、そっちから聞かせて貰もらっていいかな。どうして、首くび無なしライダーを追ってるのか」

「……うん。そうだね」

　僅わずかな間を置いて、八尋は静かに語り始めた。

「俺おれはさ、確かめたいんだ。自分が普通の人間なのか、それとも……化ばけ物ものなのか」

「えっ？」

「俺さ、地じ元もとじゃ化け物って呼ばれて、小学校の頃ころから友達も居なかったんだ。俺に関わろうとしてくるのは、俺をいきなり殴なぐって来るような怖こわい人達ばっかりでさ」

「……」

　僅わずかな戸と惑まどいは見せるが、姫香は話の腰を折る事はせず、黙だまって八尋の言葉を聞き続ける。

「でも、そんな時、村の温泉に来た人が言ってくれたんだ。『君は化け物なんかじゃない、普通の人間だ』って……。池いけ袋ぶくろって街には、俺の知らない世界があるって教えてくれたんだ」

「……それで、池袋に？」

「ああ、俺はもっと広い世界を見てみたいと思ったんだ。自分は本当にどうしようもない人間なんだと思ってたけど、東とう京きようにはもっと、俺なんかが霞かすむぐらいに周りから浮いた人達がいてそれでも、その人達は普通に暮らしてる……」

　少し困ったように笑い、八尋は素直な気持ちを口にした。

「それをこの目で見る事ができたなら、俺おれも自分自じ身しんと違った形で向き合えるんじゃないかって思った。だから、俺は池いけ袋ぶくろに来たんだ」




「……」

　彼の話を聞き、姫ひめ香かは暫しばし考え込む。

　奇き妙みような話だった。

　しかし、噓うそをついているようには見えない。

　八尋やひろは自分が『化ばけ物ものと言われていた』と言っているが、別べつ段だんそう呼ばれる外がい見けんには見えないし、性格も、少し変わっているとは思ったものの、取り立てて周りから浮き立つ要素があるとは思えなかった。

　恐らく、何か壮そう絶ぜつなイジメを受けていたのだろう。

　人間扱あつかいされず、皆から石を投げつけられるような陰いん惨さんなイジメを。

　姫香がそう考えたのは、八尋の手ての甲こうの傷に気が付いたからだ。

　両手の甲にある奇き妙みような傷きず痕あとは、そのイジメによって付けられたものなのだろう。

　そう考えた姫香は、とりあえず八尋の言葉を信じる事にする。

『何な故ぜ平へい和わ島じま静しず雄おにまで会いたいのか』という疑問は残ったが、少なくとも彼女は、目の前にいる少年が、自分の事情を話すに足る人物だと納なつ得とくした。

「……うん。君が、首くび無なしライダーに会いたいって理由は解わかった」

「そっか、良かった。信じて貰もらえないかと思った」

　ホッとしたように言う八尋に、姫香は僅わずかに沈ちん黙もくした後、自分の言葉を口にする。

「それでもやっぱり……首無しライダーは追わない方がいいし、憧あこがれない方がいい」

「今日きようは、その理由……教えてもらってもいいのかな？」

　あくまでも無む理り強じいするつもりは無いのか、自分の秘ひ密みつを話した後だというのに、八尋はそう問いかけた。

　すると、姫香は言う。

「約束だからね。それに、黙だまってても、そのうちに噂うわさが広まると思うし……」

　諦てい観かん混じりの溜ため息いきを吐き出した後、彼女は続けた。

「私には、姉ねえさんと妹がいるの。私は三さん姉し妹まいの真まん中なか」

「うん」

「姉さんは雑ざつ誌し記者だったんだけど、ずっと仕事で首無しライダーを追いかけてたの。妹は妹で、子供の頃ころからずっと首無しライダー、首無しライダーってキャアキャア言ってた。元もと々もと空くう想そう好ずきな子だったから、漫まん画がから抜け出してきたみたいなあのライダーに憧あこがれてたんだと思う」

　そこまで言った後、姫香は暫しばし口を閉ざす。

　やがて、何かを覚かく悟ごしたように、彼女は大きく深しん呼吸した後、言葉の続きを吐き出した。

「二人とも……いなくなったの。同じ日に」

「……」

「二人とも、その日は朝から興こう奮ふんしてた。首くび無なしライダーの恋人に会えるって……。姉ねえさんの取材に妹も絶対ついていくって……。そのまま二人は、居なくなった」

　あくまでも淡たん々たんとした調子で、姫ひめ香かはまるで他ひ人と事ごとのように語る。

「何かの事件に巻き込まれたんだと思った。だけど……姉さん達だけじゃなかった。警察の人が、ずっと首無しライダーの事について聞いてくるからおかしいって思ったんだけど、調べてみたら、他に何人もいるらしいの」

「いるって……行方ゆくえ不ふ明めいになった人が？」

「そう。私が知ってるだけで七人。だから、実際にはもっとたくさんいると思う」




「……」

　今度は、八尋やひろが沈ちん黙もくした。

　彼女の姉に関しては初はつ耳みみだが、『妹』に関しては心当たりがある。

　しかし、それをここで指し摘てきして良いものだろうか、あるいは心の傷を抉えぐる事にならないだろうかと考え、八尋はすぐにその名を出す事ができなかった。

　──でもなあ。

　──黙だまってる方が、なんだか騙だましてるみたいで悪い気がする。

　そう考えた八尋は、恐おそる恐る姫香に尋たずねる。

「もしかして……妹さんの名前って、辰たつ神がみ愛あいさん？」

「！」

　反応を見ただけで、彼女の答えを待つまでもなく、疑問の答えが理解できた。

「どうして……妹の名前を？」

「うん……昨日きのう知り合った中学生の女の子がさ……、学校の先せん輩ぱいが居なくなったっていう話をしてたんだ。その先輩の名前っていうのが、辰神愛さんだったから、もしかしてって思って」

「そっか……そうだよね。自分から首無しライダー探さなくても、街にいたら、そういう話は聞こえて来るよね」

「えっと、なんか、ごめん」

　ペコリと頭を下げる八尋は、そのまま会話を続けようとしたのだが──




「なにしてんのかなー？」




　そのタイミングで、教室に乱らん入にゆう者しやが現れる。

　緑みどりの髪かみをした、御お調ちよう子し者もののクラスメイトだ。

「ええと……」

「どうしたの、琴こと南なみ君くん」

　どうやら名前を覚えていないらしい姫ひめ香かに代わり、八尋やひろがその名を口にする。

「なんだよ、よそよそしい。久く音おんでいいって言ったろ？」

　表面上じようは明るく振る舞う久音に、姫香は僅わずかに目を細めた。

　どうやら、警けい戒かいしているらしい。

　それを察した八尋は、久音をフォローすべく口を開く。

「ああ、昨日きのう、格かく闘とう技ぎのジムまで案内してくれたんだ。その先で、さっきの話を聞いたからさ」

　すると、久音がその言葉に食いついた。

「あ、もしかして昨日茜あかねちゃんに聞いたあの話？　同じ名みよう字じだから気になってたアレ？」

「あ、うん。まあ」

「おいおいおい、いくらなんでもストレートに本ほん人にんに聞くか？　普通さぁ」

　呆あきれ混じりに肩を竦すくめる久音だが、その口く調ちように非ひ難なんの色はない。

　寧むしろ、聞きにくい事をストレートに聞いた八尋に感謝しているかのような声こわ色いろだった。

　妙みような疑いを抱かれては堪たまらないと、八尋は、慌あわてて姫香に言う。

「久音君も、昨日そこでさっきの話を聞いてさ……その女の子の中学の先せん輩ぱいを探す手伝いをする事になったんだけど……。ほら、君と名字が同じだから気になってたんだよ」

　やや早口になって言う八尋をジッと見つめた後、姫香は小さく溜ため息いきを吐いた。

「勝かつ手てな事しないで……って言いたいけど、その女の子も君達も、私の事情とか知らないから、私が怒ったりするのは理り不ふ尽じんだよね」

「あ……いや、ごめん」

「ううん。謝るのは私の方。変な気を遣つかわせてごめん」

　無む表ひよう情じようのまま首を振る彼女を見て、八尋の心は更さらなる罪ざい悪あく感かんに苛さいなまされた。

　家族が失しつ踪そうしたばかりなのに、胸きよう中ちゆう穏おだやかな筈はずがない。

　恐らくは、心を完全に閉ざしてしまっており、だからこそ表おもてに出てくる感情が薄らいでいるのだろう。

　そんな事を考えて目を伏せていた八尋を余よ所そに、姫香はあっさりとした調子で二人に言った。

「改めて琴南君にも言うけど……」

「ああ、久音でいいよ。俺も姫香って呼ぶから」

「琴南君には悪いけど、それは嫌いや」

「あらら」

　話の腰を折られつつも姫香は全く調子を崩くずさずに続ける。

「私の姉ねえさんも妹も、首くび無なしライダーと関わっていなくなった」

「へ？　お姉さんも!?」

　──？

　──なんだろう。

　その瞬しゆん間かん、久く音おんの驚き方に八尋やひろは妙みような違い和わ感かんを覚えたが、その正しよう体たいが分からず、気にせずに流す事にした。

「そう、詳しくは、さっき八尋君に話したから、後で聞いて」

「ちょっと待って、八尋は下の名前で呼んでるってどういう事？　俺おれは名前で呼ぶ事を拒きよ否ひしたのに!?」

「？　だって、三み頭ず池ち君くんより八尋君の方が言い易やすいし。それに、私が嫌いやって言ったのは、貴方あなたが私の事を下の名前で呼ぶ事の方なんだけど……」

「あれ？　どっちしろ俺、嫌きらわれてる？」

　八尋はそんな二人のやり取りを聞いて、なんとなく違和感の正体に気付く。

　──ああ、解わかった。

　──なんていうか……久音くんの話し方って、あれだ。

　──わざとらしいんだ。全体的に。

　本当の自分を隠かくしているのではないだろうか。

　そう思いかけた八尋だが、慌あわてて心しん中ちゆうで首を振る。

　──バカバカ、決めつけはよくない。

　──東とう京きようの人ひと達たちは、みんなこんな感じなのかもしれないし……。




　実際の所、久音の知り合いの中でも、彼の『わざとらしさ』を感じとった人間は殆ほとんどいない。

　しかしながら、それは八尋の勘かん違ちがいなどではなかった。

　何な故ぜなら──折おり原はら姉妹や黒くろ沼ぬま青あお葉ばといった『一部の人間』は、しっかりとその違和感に気付き、久音の本ほん質しつまで辿たどり着いていたのだから。




　再び話の腰を折られた姫香だったが、気にせず二人に『忠ちゆう告こく』を続ける。

「私はその女の子の事は知らないし、その子が私の妹を心配してくれてるのは嬉うれしいけど……。首くび無なしライダーが危険だっていうのは解わかったでしょう。近づくのは、止やめた方がいいわ」

「うん……それは解るんだけど……」

　すると、それまで黙だまっていた八尋が、申もうし訳わけ無なさそうに口を開いた。

「多分、それを言っても……その女の子は探すのを止めないと思う」

「……どうして？」

「その子は言ってたんだ。『首無しライダーは、悪い人じゃない』って。不ふ思し議ぎな話だけど、その子は……首無しライダーの事を知ってるみたいだった。何か訳わけありみたいだったから、詳しくは聞かなかったけど」

「……」

　姫ひめ香かはその言葉を聞いて暫しばし考え込み──

　目を伏せながら、ゆっくりと自分の荷物に手を伸ばす。

「そう……解わかった。とりあえず納なつ得とくはできる」

　小さく頷うなずいた後、そのまま二人に背を向ける。

「その子がどう思おうと、私は私にできる忠ちゆう告こくを君達にしただけ。あとは、君達が自分で選ぶ事だから、どうなっても私に責任は持てない。ごめんなさい」

「いや、それこそ、君が謝る事じゃないよ」

　八尋やひろがそう言うと、彼女は途と中ちゆうで足を止め、こちらを振り返りながら言った。

「……そう言って貰もらえると気が楽になるけど、最後にもう一度言いっておくよ。……首くび無なしライダーには、関わらない方がいい。君が目的を果たしたいなら、平へい和わ島じま静しず雄おの方にしておいた方がいいわ」

　そして──続く言葉を聞き、八尋は背に汗あせを滲にじませる事になる。

　これまで殆ほとんど感情が無かった彼女の声に、確かに強い憎にくしみの色が籠められていたからだ。




「私は……首無しライダーは残ざん酷こくな悪あく魔まだと思う」





♂♀






来良らいら学園前まえ




　すっかり日の暮れた学園前。

　既すでに部ぶ活かつ勧かん誘ゆうの時間も終わっており、生徒達たちの姿すがたも殆ほとんど見当たらなくなっている。

　そんな中を歩くのは、お互いの情報を交換し終えた八尋と久く音おんの姿すがただった。




「しっかし、さっきはなんていうか、姫香ちゃん、凄すごい迫はく力りよくだったよな？　結けつ構こうな美人だけど、近づく男は少なそうだ。でも、そこが逆にこう、クるよな？　そう思わないか？」

　同どう意いを求めてくる久音に、八尋は呆あきれながら口を開く。

「よくまあ、そう軽い調子で辰たつ神がみさんの事を話せるよね……」

「それが俺おれの取とり柄えだよ。どんな重い話でも、前向きにポジティブでアグレッシブだぜ？　仮に姫香ちゃんの姉妹が失しつ踪そうとかじゃなくて、惨ざん殺さつ死体で見つかったとかいう話でも、俺は前向きに受け止めるさ。姫香ちゃん本ほん人にんが惨殺されたわけじゃないからまあいいか……ってな」

「取り柄っていうか、物もの凄すごい欠点なんじゃ……」

　八尋やひろは今、割と人間として最低な事を言ったのではないかと不安になりつつも、ハッキリとは言えずに言葉を濁にごす。

　そんな八尋に、久音が思い出したように言った。

「ああ、しかし八尋よお、まさかお前、本当に図と書しよ委員に入るとはなあ」

「えッ？　何かまずかった？」

　素すで返す八尋に、久音は慌あわてて否定の言葉を返す。

「いや、不ま味ずくない、不味くないよー？　どうだった？」

「ああ、さっき辰たつ神がみさんとも話したけど、先せん輩ぱい達もみんな優しい人で良かったよ。図書委員長も、凄すごい穏おだやかな人だったし」

「はいはい、オリエンテーションで色々と喋しやべってたあの図書委員長ね。あの女にモテそうなクール眼鏡めがね先輩ね」

　羨うらやましそうに言う久音に、八尋が聞いた。

「久音くんは、部ぶ活かつとか委員会は入らないの？」

「俺おれ？　俺はちょっとパス。放課後ご、バイトとか色々したいしさ」

「バイトって、何やってるの？」

「ま、ちょっとした何でも屋って所さ。小こ遣づかい稼かせぎみたいなもんよ」

　軽い調子だが、明らかに答えをボカしている。

　あまり聞かれたくない事なのだろうと判はん断だんした八尋は、敢あえてそれを追つい及きゆうはしなかった。

　代わりに八尋は、全く別の事を尋たずねる事にする。

「そういえば……久音くんはさ、平へい和わ島じま静しず雄お……っていう人の事、知ってるみたいだったけど」

「知ってるも何も……池いけ袋ぶくろで遊び回ってて、知らない奴やつぁいねえよ。あの化ばけ物もの」

「……」

　化け物、という単たん語ごに、八尋の胸が強く抉えぐられる。

　そんな八尋の様よう子すに気付かず、久音は早口で『平和島静雄』の情報を語り始めた。

「昨日きのうも言ったけど、俺、その平和島静雄が自じ販はん機き投げてんの見た事あんだけどさ……ありゃ、マジでヤベぇわ。俺が世せ話わになってる三年の黒くろ沼ぬま先輩とかも、『絶対に喧けん嘩かを売るな』って言ってるしよ」

「……」

　──『絶対に喧嘩を売るな』ってみんなに言われるだなんて……。

　──羨ましい……。

　喧嘩を売られてばかりだった八尋がそんなどこかズレた感想を抱いている最さい中ちゆうも、久音はペラペラと静雄についての情報を喋しやべり続ける。

「あの人を大人おとなしくさせられる奴はそうそういねえって話さ。職場の先輩の言う事はよく聞くらしいけど、それでも一いつ旦たん喧嘩が始まったら止まらないらしいしな。それこそ、寿す司し屋やのサイモンしか……」

　と、そこまで言った所で、久く音おんがポンと手を叩たたいた。

「そうだ、寿す司し食いに行こうぜ！　寿司！」

「ええっ!?」

　脈みやく絡らくなく食事に誘われた八尋やひろは、頰ほおを引きつらせながら自分の財さい布ふの中なか身みを思い出す。

「ご、ごめん。今日きようはそんなに持ち合わせが……」

「何なに言ってるんだよ！　奢おごってやるよ！　奢り奢り！」

「えええっ!?」

　バシバシと背中を叩たたいてくる久音の言葉に、八尋は更さらに驚いた。

「いや、それは悪いよ！　だって寿司屋って……回かい転てん寿司だとしても……」

　一皿さら一〇〇円の回転寿司だとしても、五皿頼むだけで五〇〇円。家が裕ゆう福ふくだった八尋にとって大きな金額ではないが、昨日きのう今日会あったばかりの同級生に奢って貰もらう額がくではない。いや、例え一〇〇円だとしても、八尋にとっては奢って貰うという事そのものに抵てい抗こう感かんがある。

　しかし、そんな八尋の思いを無む視しし、久音は笑いながら歩みだした。

「いやいや、回転寿司もいいけどよ、今日は回ってねえ寿司にしようぜ！」

「！　いや、それなら、ちょっと待って、銀行かコンビニでお金を下ろしてから……」

「いいからいいから！　入学祝いわいの限定学がく割わりやってる店があんだよ！　蟹かにの握り込みのコースが、一人前三八〇円だぜ!?」

「三八〇円!?」

　もしかして三カンから五カンほどの小こ盛もり寿司なのだろうか。

　そうでなければ、逆に安さが不安になってくる値ね段だんだ。

　八尋の不安をよそに、久音は鞄かばんからチラシを取り出し、八尋の前に閃ひらめかせる。




「露ロ西シ亜ア寿司っていうんだけどよ……ロシア人の二人組が経営してる、ここらじゃ結けつ構こう、有名な店なんだぜ？」





♂♀






川かわ越ごえ街かい道どう沿ぞい　某ぼうマンション




　粟あわ楠くす茜あかねがそのマンションに辿たどり着いたのは、決して偶ぐう然ぜんなどではなかった。

　以前、彼女が『首くび無なしライダー』に連れられて辿り着いたマンション。

　そして、その少し前にも一度訪おとずれていた場所でもある。

　川越街道という事はハッキリと覚えていた為ため、ネットの地図にある、道路沿いの風景を映すサービスを用いて虱しらみ潰つぶしに探した結果、ようやく見覚えのあるマンションの入口を見つける事ができた。

　中学も今日きようは入学式の翌よく日じつであり、昼過ぎには下げ校こうとなった為ため、こうして茜あかねは『首くび無なしライダーの住むマンション』へと辿たどり着いたのである。




「ええと……岸きし谷たに先生の部屋は……」

　首無しライダーの部屋で出会った医い者しやの名前が『岸谷』だという事は覚えていた。

　茜の知り合いである平へい和わ島じま静しず雄おの口からも度たび々たび出てくる名であり、彼が首無しライダーと同居している事は間違いない。

　古い建物のせいか、高そうなマンションなのにセキュリティはあまりしっかりしていないようで、誰だれでもマンションの部屋の前までは行けるようだ。

　階段を上りながら一軒一軒の表ひよう札さつを確かく認にんし、茜は最さい上じよう階かいで部へ屋や番号の下に『岸谷』と書かれた表ひよう札さつを見つける。

　チャイムを押してみるが、反応はない。

　10秒ほどの間を置いてもう一度鳴ならしてみるが、やはり部屋の中から返答は無かった。

　ドアの近くにあった電気メーターを見ると、動いている様よう子すが欠片かけらもない。

　恐らくは、冷れい蔵ぞう庫こやビデオの時計といった物すら使用されていないのだろう。

　買い物や仕事に出かけた程てい度どの留る守すではないと判はん断だんした茜は、胸に不安を湧わき上がらせながら、とりあえず部屋の前を後にした。




　続いて彼女は、地下にある駐ちゆう車しや場じように足を運んだ。

　しかしそこにも、住民の物と思おぼしき車が数台停とまっているだけで、『首無しライダー』の痕こん跡せきは欠片も無かった。

「……」

　かつて、自分をここまで運んできた『首無し馬』の痕跡も。

　まるで、その時の出で来き事ごとが全て夢だったとでもいうかのように。

　無む性しように悲しくなった茜は、暫しばらく地下駐車場を歩き続けた。

　どんな些さ細さいなものでもいい。何か残されているのでは無いかという願がん望ぼうに突き動かされて。




　それから暫く経過した後──

　茜の背後から、聞き覚えの声が掛けられた。

「茜お嬢じようさん、どうしたんですか」

　振り返ると、そこには茜の父親より少し若い男が立っている。

「！　四し木きさん……」

　更さらに、その後ろには二人ほど若い男が並んでいた。

　二人とも顔つきこそ穏おだやかだが、身に纏まとう空気が『堅かた気ぎの人間ではない』と主張している。

　茜あかねは、彼らが父の組そ織しきの人間──つまりは、非ひ合ごう法ほうな活動をする組織に所しよ属ぞくする人間だという事を知っていた。

　しかしながら、その中央に立つ四し木きという男は、茜がまだ親や祖そ父ふの仕事を知らなかった時から何度も顔を合わせていた人間であり、職業はともかく、父の知ち人じんとしては信頼できる人間だという事も理解している。

「四木さんも……首くび無なしライダーさんを探しに来たの？」

　その言葉を聞いて、四木は小さく溜ため息いきを吐いた。

「やはり、茜お嬢じようさんもそうでしたか」

「……」

「首無しライダーの件には、あまり関わらない方がいいですよ。あの運び屋も一応は、茜お嬢さんが嫌きらってる、こっち側の人間ですから」

　やんわりと『手を引いてくれ』と言っている四木に対し、茜は言う。

「でも……あの人は、人ひと攫さらいなんかする人じゃありません」

「それは、私もそう思っていますよ。ただですね、あの首無しライダーが無む実じつだとしたら、そりゃ全く別の、得え体たいの知れない人攫いが奴やつこさんの周りに関わってるって事なんですよ」

「……！」

「そんなヤバイ人攫いと茜お嬢さんが鉢はち合あわせしたら、どんな事になるか解わかるでしょう？」

　四木の言葉を聞いていた茜は、それが全くの正せい論ろんだと思った。

　しかし、納なつ得とくはできても、引き下がるかどうかは話が別である。

　茜がまだ諦あきらめていない事に気付いたのか、四木はそこで、茜の父の名を出した。

「幹みき彌やさんも、心配していましたよ。茜お嬢さんが、危ない事に首を突っ込んでるんじゃないかってね」

「……大だい丈じよう夫ぶです。私ももう、中学生ですから……」

　父に対して心配をかけているという後ろめたさはあるのか、茜は僅わずかに目を逸そらす。

　そんな茜に対し、四木はゆっくりと首を振った。

「中学生だろうと高校生だろうと、二は十た歳ち過すぎた大人おとなだろうと、危ない時は危ないもんです。人攫いが関わってるとなりゃ尚なお更さらだ」

　四木は威い圧あつするわけではなく、ただ、重みのある声で茜に告げる。

「餅もちは餅もち屋やです。今回の件は、俺おれや警察に任せちゃくれませんか」

　すると、暫しばしの沈ちん黙もくを経て、茜がゆっくりと頭を下げた。

「……解わかりました。首無しライダーさんとお医い者しや先生の事、よろしくお願いします」

「もちろんです」

「餅もちは餅もち屋やっていうなら、私が学校とかで先せん輩ぱいの事を聞くのは構わないですよね？　ただの家いえ出でかもしれないから、その方向で探してみたいんです」

「……それは」

　難しい顔をする四し木きに、茜あかねは尚なおも言葉を続ける。

「危ない所には近づいたりしません。それに、一いつ緒しよに探してくれるっていう先輩達たちもいるんです。その人ひと達たちと一緒なら、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　四木は暫しばし茜の目を見た後、諦あきらめたように首を振った。

「……その先輩達にも、『危ない場所に近づくな』って釘くぎを刺しておいて下さいよ」

「！　ありがとうございます！　四木さん！　何か解わかったら、連れん絡らくします！」

　ペコリと頭を下げ、そのまま外へと向かう茜。

　そんな彼女の背を見送った後、横に居た若い衆しゆうの一人に声を掛ける。

「おい、お嬢じようを送って差し上げろ」

「はい」

　若わか者ものが一いち礼れいし、足早に茜の後を追っていった。

　やがて、茜たちの姿すがたが完全に地下駐ちゆう車しや場じようから消えたのを確かく認にんすると、首をコキコキと鳴らした後──残る部ぶ下かには聞こえぬ小こ声ごえで、苦にが呟つぶやきを漏もらす。

「やれやれ、楽らく影えいジムの影えい響きようかね」

　過去の茜の姿を思い返し、苦く笑しようを交えながら言葉を続けた。




「攫さらわれた時は歳としよりも子供っぽいぐらいだと思ってたのに、一年半で随ずい分ぶんと変わるもんだ」
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露ロ西シ亜ア寿ず司し




　露西亜寿司は、池いけ袋ぶくろの繁はん華か街がいにある変わり種だねの寿司屋だ。

　60階通りのハンズ前から脇わきに入った所にあり、道を挟んだ隣となりにボーリング場がある為ため、学生達からサラリーマンまで、様さま々ざまな年ねん齢れい層そうの人間が店の前を通る。

　外観はいかにも『ロシア』という雰ふん囲い気きで、少しばかりわざとらしいほどだ。

　しかしながら、店の内ない装そうは基本的にカウンターと座ざ敷しき席せきであり、寿司屋らしさもきちんと兼かね備えている。

　そんな店のカウンターに座りながら、八尋やひろはキョロキョロと周囲を見渡していた。

　基本的な所は八尋の知る寿司屋と同じなのだが、あらゆる装そう飾しよくが異い国こく風ふうであり、メニューにも『ボルシチ軍ぐん艦かん』や『クレムリン盛り』など見た事のない品ひん名めいが並んでいる。

　カウンターにいる鋭い目をした白はく人じんといい、店内で接せつ客きやくをしている大おお柄がらな黒こく人じんといい、それこそ『ロシア本ほん国ごくにある日に本ほん料理店』と言われた方がしっくりくる店内だ。

「へーい、ピカピカの一年生に美お味いしいお寿す司しのお祝いネ。君らも酢す飯めしもピカピカよ、ネタがカピカピする前に食べる、いいネ」

　日本語ごが上う手まいのか拙つたないのか解わからない事を言いながら、『サイモン』と書かれた名な札ふだを胸につけた黒人の大おお男おとこが、八尋やひろ達たちの席に寿司の盛り合わせを運んでくる。

　軽く十カンを超える寿司が皿さらに載のせられており、これが一いち人にん前まえ三八〇円とはとても信じられなかった。

　──どうしよう。

　──何か変な物が入ってるんじゃ……。

　元もと々もと臆おく病びような性格である八尋は、暫しばし迷ってからその寿司を箸はしでつまんだ。

「……い、頂いただきます」

　恐おそる恐る口にした八尋だが──

「……美お味いしい」

　目を見開き、思わずそう呟つぶやいてしまう。

「だろ？　この店、ツッコミ所は多いけどよ、味はいいんだよ、味は」

「うん、本当に美味しい。港みなと街まちのお寿司みたいだ」

　そんな学生達の会話を聞いたサイモンが、親おや指ゆびをビシリと上に向けて微ほほ笑えんだ。

「オー、社長さん、違いの分かる人ネ。腹がへっては戦いくさはできぬヨ？　勝って兜かぶとの緒おを締しめる、負けたらベルトを緩めてお腹なかいっぱい夢いっぱいネ。お好み握りで夢ゆめ心ごこ地ち一いつ丁ちよう、イカガ？」

　サイモンはそう言って店内のメニューを指さすが、『安心価か格かく！　ＡＬＬ時じ価か』と書かれていたのを見て、八尋は丁てい重ちように握りの追加を辞じ退たいする。

　八尋は一通り寿司の味を堪たん能のうした後、改めて久く音おんに話を切り出した。

「そうそう、平へい和わ島じま静しず雄おっていう人の事だけど……どこに行けば会えるのかな」

「どこに行けばって……。この辺ずっとぶらついてりゃ、３日に一回は見かけると思うぜ？　バーテン服に金きん髪ぱつなんて目立つナリしてるから、解わかりやすいしな。っていうか、会いたいって、会ってどうする気だよ。マジで危ねえぞ？　物もの見み遊ゆ山さんなんて言ったら殺されちまうぜ？」

「そうなんだ……」

「まあ、最近じゃ少しだけ丸くなったって話だけどよ、一昨年おととしぐらいまでは凄すごかったんだぜ？　不ふ良りよう連れん中ちゆうがガンつけただけで10メートルも殴なぐり飛ばされたりしたらしいから」

　すると、その会話を聞いていたカウンター内の店てん主しゆが、包ほう丁ちようを洗いながら言う。

「学生さん達、静雄に興きよう味みがあんのかい」

「え？　あ……はい」

「悪いこたぁ言わん。何も用がないなら、そっとしといてやるのがお互いの為だ」

　店てん主しゆはそう言った後、ジロリと八尋やひろ達たちに視線を向けた。

　サイモンとは逆に、実に流りゆう暢ちような日に本ほん語ごで語る店てん主しゆ。

　その言葉に重みを感じ、八尋も久く音おんも黙だまり込んで彼の話に聞き入った。

「あいつだって、ただの人間なんだ。動物園えんの動物みてぇに見られて嬉うれしがるような奴やつじゃねえし、お前さん達も、無む駄だな怪け我がをしたかないだろう？」

「それは……」

　八尋はそう言ったまま黙だまりこみ、久音は目を逸そらして肩を竦すくめる。

　店主の言葉を聞いた八尋の中に、再び負の感情が湧わき上がった。

　──確かに、その通りだ。

　──喧けん嘩かを売るつもりはないけど……。やっぱり、俺おれを化ばけ物もの呼ばわりしてきた奴らと同じ目で、静しず雄おって人の事を観みてるんじゃないのか？　俺は……。

　──俺は……静雄って人に会えたら、何がしたいんだ？

　鬱うつ々うつとした目で下を見る八尋と、机の上に置かれた彼の手を暫しばし見み比くらべていた店主は、次の作業に向かいながら言葉を続ける。

「見た所、坊主達も色々と抱えてるもんがありそうだが……」

「えっ」

「何をするにしても、真まっ直すぐに生きろよ。それが、自分自じ身しんの人生に負い目を作らねぇで生きてくコツだ」

「……」

　一体この店主は自分達の中に何を感じたのだろうか。

　己おのれの中にある卑いやしさを全てを見み透すかされた気がして、八尋は急に恐ろしくなった。

「あの……ありがとうございます。気を付けます」

「……」

　店主の方もそれ以上何なにも言わず、無む言ごんのまま魚の身に刃はを滑すべらせている。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、久音が八尋の腕を肘ひじでコツリと突きながら小こ声ごえで言った。

「いやいや、ほら、な？　興きよう味み本ほん位いで関わるもんじゃねえって、平へい和わ島じま静雄にはさ」

「あ、うん……」

　生なま返事をする八尋だが、そんな覇は気きの無い彼を引き戻す為ために、久音は話題を切り替える。

「それより、辰たつ神がみさんの妹？　どうやって探すか考えようぜ」

「とはいえ、どうやって探せばいいんだろう……」

「昔だったら、ダラーズを使えば良かったんだけどなあ」

「ダラーズ？」

　突とつ然ぜん出て来た奇き妙みような単たん語ごに、八尋はお茶を啜すすりながら眉まゆを顰ひそめた。

「ああ、ダラーズってのはさ、一昨年おととしまで池いけ袋ぶくろにいたカラーギャングのチームなんだけどさ……まあ、色々あって解散したんだよ。カラーギャングっつっても、ネット中心でさ……。中ちゆう坊ぼうやそこらのリーマンや主婦まで、サークル感覚で参加してたんだよ」

「へえ……」

　そういえば、首くび無なしライダーの事をネットで調べていた時に、そんな単たん語ごを見たような気がする。ただ、『数百人が所しよ属ぞくするギャング集団』という感じで語られていた為ため、恐ろしくなってあまり詳しくは調べていなかった事を思いだした。

「そのダラーズのコミュニティは、池いけ袋ぶくろに関してはすげえ情報集あつめるのに便利でよ……人ひと捜さがしなんかあっという間だったんだぜ？」

「そうなんだ……東とう京きようって、やっぱり凄すごいね」

「東京云うん々ぬんは関係なしに、あのダラーズってのは明らかに異常な集団だったよ。ま、そこにいた連れん中ちゆうも、いちいち『俺おれは元ダラーズだ』なんて言いふらしたりはしねえだろうけど」

　皿さらに一つ残っていた寿す司しを頰ほお張ばり、吞のみ込んだ後に久く音おんは嘲ちよう笑しよう混まじりに続ける。

「もうとっくのとうに時代遅おくれ、名前と噂うわさ話ばなしだけが残ってる過去の遺い物ぶつってわけよ。ダラーズも、黄こう巾きん賊ぞくもさ」

　そして、ふと顔から笑えみを消し、独ひとり言ごとのように一ひと言こと付け加えた。




「ブルースクウェアは……まだイケる口かな」
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都内某ぼう所しよ　廃はいビル




　都心部ぶからは大だい分ぶ離れた場所にある、一いつ軒けんのビル。

　工事の最さい中ちゆうに放ほう棄きされたようで、二階までは通常のビルの形けい状じようをしているが、それより上の部分は建築中ちゆうのまま作業が止められており、剝むき出しの鉄てつ骨こつが不ぶ気き味みなシルエットを街の中に生み出している。

　そんな廃ビルの中に、一人の男の声が響ひびき渉わたった。




「おいおい……俺ぁな、ブルースクウェアの元もと幹かん部ぶ様さまだぞ？　そこんとこ解わかってんのか、オイ」

　顔面や腕に包ほう帯たいを巻いたチンピラ風ふうの男──法ほ螺ら田だが、自分よりもあからさまに年とし下したな少年達に対して因いん縁ねんを付けている。

「ったく、ブルースクウェアが復ふつ活かつしたって噂聞いたから期待してたらよぉ、しょべぇガキと頭悪そうなガキばっかじゃねえか」

　どこからか運んで来たと思おぼしきソファに座っている法螺田の前には、かつて彼が所しよ属ぞくしていた組そ織しき──『ブルースクウェア』の現在の面子メンツが集まっていた。

　その中心にいた黒くろ沼ぬま青あお葉ばは、無む言ごんのまま法ほ螺ら田だの話を聞いている。

　横に居たヨシキリが先せん刻こくから『おい、こいつぶっ殺していいのか？』という視線をチラチラと送ってくるが、それを目で制した後、青葉はニコニコと笑いながら言った。

「いえ、お恥はずかしい限りです。法螺田さんの武ぶ勇ゆう伝でんは、先せん輩ぱい達たちから聞かされてますから」

「お？　そ、そうか？」

「黄こう巾きん賊ぞくに潜せん入にゆうして内部から滅め茶ちや苦く茶ちやにした件とか、平へい和わ島じま静しず雄おを銃じゆうで弾はじいたとか、法螺田さんが居なきゃ、今のブルースクウェアは無かっただろうって」

「あ、いや……そう！　そうなんだよ。まあ、俺おれが当時のブルースクウェアを支えてたっつっても過か言ごんじゃあねえよな、うん」

　ヨシキリが今度は『【過言】ってどういう意味だ？』という感じの目を向けてくるが、それは無む視ししつつ青葉が口を開く。

「ええ、兄あに貴きから、ずっと聞かされてましたよ。法螺田さんの事は」

「兄貴……？　ん？　お前、黒沼とか言ったよな？」

「ええ」

「俺の知り合いに、黒沼なんて奴やついたかな」

　手にした缶かんビールの蓋ふたを開けながら首を傾かしげる法螺田に、青葉が笑いながら言った。

「ああ、親が離り婚こんしたんで、名みよう字じが違うんですよ。兄貴の事は、法螺田さんも知ってると思いますよ？」

「ほー、何て名前の野や郎ろうだ？」

「泉いずみ井い蘭らん……って言うんですけど」

　ブボ、と、飲みかけていたビールを噴ふき出す法螺田。

「い、いい、泉井……さんの？」

　顔を青くしながら尋たずねる法螺田に、青葉はにこやかに話し続けた。

「ええ、兄貴は今、粟あわ楠くす会かいに入っちゃってますけど、法螺田さんが出て来たって聞いたら、すぐにでも会いに来てくれると思いますよ？」

「そ、そうか。泉井さんのね。ハハ」

　青葉に対する視線が露ろ骨こつに変わり、法螺田はゆっくりとソファから腰を上げた。

「ま、まあ、泉井さんによろしくな。若いのに大変だろ、うん」

　泉井という男に対しての畏おそれを声こわ色いろの裏に見え隠かくれさせつつ、法螺田はそのまま歩き出した。

「ええ、『屍龍ドラゴンゾンビ』に嬰麗貝エイリーベイが戻って来てるんで、小こ競ぜり合いが絶えませんよ」

　その言葉を聞いて、法螺田はビクリと肩を震わせる。

「……え、嬰の奴がね、なるほどな」

「法螺田さんが後うしろ盾だてについて下さるなら、こっちも安心して大がかりな抗こう争そうを仕掛けられるんですけどね」

「ハッ……ハハッ。いやー、そうしてやりたいのは山々だけどよ、俺おれも色々と忙いそがしいし、やっぱりＯＢが出しゃばるようじゃあ、チームの為ためにならねえしな？」

　法ほ螺ら田だは冷ひや汗あせを搔かきながら、足あし早ばやにその場を後にした。

「ま、頑がん張ばれよ？　俺おれも陰ながら応おう援えんしてるからよ！　な？　じゃあな！」




　そんな台詞せりふを吐いて、ビルから逃げるように出て行った法螺田。

　彼が消えた後、青あお葉ばに他の仲なか間ま達たちが話しかけた。

「なんつーか、まあ、そりゃブルースクウェアも一回消えるよな。あれじゃ」

　すると、青葉は肩を竦すくめながら答える。

「いやあ、それも計算の内だったからね。あの人にしちゃ頑がん張ばった方じゃない？」

「つっても、いくら刑けい務む所しよに入ってたからってよ……嬰麗貝エイリーベイの事も知らねえような『耳』じゃ、どのみちもう部ぶ外がい者しやみてえなもんだぜ」

「ああ、そうだね。今のブルースクウェアには要いらないかな。兄あに貴きみたいに、ムショに入ってがらっと人間が変わってるかもしれないって思ったけど」

　青葉はクスクスと嗤わらいながら、先せん刻こくまで法螺田が座っていたソファに腰こし掛かけた。

「そういえば、あの怪け我が……平へい和わ島じま静しず雄おにやられたんだって？」

「ああ、高校時代の後こう輩はいとか引き連れてナンパしてたらやられたんだと。しかも、ナンパしてた相手が九く瑠る璃りちゃんってんだからお笑いだぜ」

「……」

　一いつ瞬しゆん黙だまった青葉に対し、周囲の面めん々めんがはやし立てる。

「おっと、笑い事じゃないだろって面つらしてるぜ、青葉君よう」

「まあ、手ぇ出してたら、さっきのオッサンは今いま頃ごろ血だるまで転がってたよな」

「彼女じゃないって口じゃ言ってるくせに。お熱いねぇ」

「……殺す！」

　ヨシキリが理り不ふ尽じんに怒りながら手を伸ばして来たのをスルリと避け、青葉は立ち上がりながら話を誤ご魔ま化かした。

「しかしまあ……平和島静雄も丸くなったもんだよね。あの程てい度どの怪我で済ませるなんて」

「そ、そうかぁ……？」

　眉まゆを顰ひそめる仲間達に、青葉は言う。

「まあ、丸くなっただけで、喧けん嘩かが弱くなったわけじゃないけどさ……あの忌いま々いましい情報屋やが街から消えて、そろそろあの人も、不ふ良りようやチンピラ同どう士しの喧嘩だのなんだのの世界からは姿すがたを消す頃ころ合あいなのかもしれないね」

　自身が高校生だという事を棚たなに上げ、青葉は老ろう成せいした言葉を吐き出した。

「なんにでも世せ代だい交こう代たいってのはあるもんさ。俺おれ達たちだって例外じゃない」

　そして、ふと考えた後、少し退たい屈くつそうに息を吐く。




「ま、平へい和わ島じま静しず雄おには、交代する後こう輩はいなんていないけどさ」
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数すう時間後ご　池いけ袋ぶくろ市し街がい




　──どうして、こうなったんだろう。

　三み頭ず池ち八尋やひろは、混乱する頭をフル回転させ、己おのれの過去を振り返った。

　様さま々ざまなイメージが脳のう内ないを駆かけ巡り、それに合わせた感覚が全身を震わせる。




　　　　肌はだを劈つんざく空気の冷たさ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温泉独どく特とくの匂におい。

　　　　　　　　　　　誰だれかに抱かれた感かん触しよく。

　　旅館での生活。　　　　　　　　　　　初めて学校に入った日。

　　　　　　　　　突とつ然ぜん上級生に絡まれた恐きよう怖ふ。

　そして、溢あふれ出る血と、自らの拳こぶしの痛み。

　　　　　　　　　　　　血　　血　　血　血血血血血

　　　「化ばけ物もの」　　　「化け物」　　　　　　　　「化け物」　　　　　「化け物」

　　　　怯おびえの目　「化け物」　拒きよ絶ぜつ　「化け物」　折れた誰かの歯　「化け物」

　生まれて来た頃ころから今までの人生が脳のう裏りに浮かんだところで、それが『走そう馬ま燈とう』と呼ばれる事に気が付き、慌あわてて脳内からそれらのイメージを打ち消した。

　──違う違う違う。

　──俺が考えなきゃいけないのは……一分前まえの事だ。

　──あと……これからどうしなきゃいけないのか……って事だ。

　頰ほおに冷ひや汗あせを垂たらす彼の目の前に広がる現実の光こう景けいは、実にシンプルだった。

　街の交こう差さ点てん。取り巻く野や次じ馬うま達たち。




　目の前に立つ──金きん髪ぱつとサングラス、そしてバーテン服が特とく徴ちよう的な男。




　平和島静雄。

　生ける『都市伝でん説せつ』は、ネット上の噂うわさ話ばなしや捏ねつ造ぞう映えい像ぞうなどではない。

　それを証しよう明めいするかの如ごとく、『伝でん説せつ』は、目の前の現実として八尋やひろの前に立っていた。

　彼のこめかみが怒りに引きつっているのが、３メートルほど離れたこの位置からでも解わかる。

　呼吸に合わせて上下する肩の動きは、まるで獣けもののようだ。

　男の双そう眸ぼうは獲え物ものを眼がん前ぜんにした狂きよう犬けんよりも鋭くギラついており、並なみ大たい抵ていの人間ならば、目を合わせただけでその場から動く事ができなくなる事だろう。

　そして、そんな『怪かい物ぶつ』──平へい和わ島じま静しず雄おの敵てき意いは現在、三頭池八尋という少年一人に対して向けられていた。




　──なんで……。

　──なんでこんな事に……。




　周囲の野や次じ馬うま達たちの目は、半々だ。

　半分は『平和島静雄の力が見られる』という好こう奇きの目。

　もう半分は、『あの高校生、死ぬな』という憐あわれみの目。

　静雄の力を畏おそれ、怯おびえる目をした者は殆ほとんどいない。

　彼の恐ろしさを知っている者達は、暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしに巻き込まれぬよう、とっくにこの場から離れてしまっていたからだ。




　それは同時に、この場で最も怯えている人間は、八尋であるという事でもあった。

　もっとも、自じ販はん機きを投げ飛ばすような男に敵意を向けられているのだから、どちらにせよ、最も怯えるのが八尋である事に違いはなかったのだが。




　そして、八尋は生せい来らいの臆おく病びよう者ものだ。

　死にたくない。怖こわい。生き残りたい。

　自分から恐きよう怖ふを遠ざけたい。

　だからこそ、必ひつ死しに思い出そうとする。

　どうしてこんな事になったのかと。

　ここから先の打だ開かい策さく、すなわち、恐怖を遠ざける方法を考える為ために。




　──俺おれは、寿す司し屋やでこの人の話をして……。

　──店てん主しゆの人に言われて、この人を探すのを止やめようと思って……。

　──その後、辰たつ神がみさんの妹を探して回ってて……。

　──ああ、そうだ。偶ぐう然ぜんだ。

　──偶然、巻き込まれただけなんだ。

　実に長い時間が流れたように感じたが、実際の時間では僅わずか数秒の事であった。

　走そう馬ま燈とうと共に頭の中に溢あふれた脳のう内ない麻ま薬やくが、時間の感覚を狂くるわせていたのかもしれない。

　錯さつ覚かくに過ぎないとは言え、その時間があったからこそ、八尋やひろはようやく一分前まえの出で来き事ごとを思い出す事ができた。

　そして、改めて理解する。

　今、彼が自分に敵てき意いを向けているのは──紛まぎれもなく、自分の憶おく病びようさが原因だという事を。

　少年の視線が、平へい和わ島じま静しず雄おの斜め下にずれる。

　アスファルトに転がっているのは──地面に仰あお向むけに倒れている、緑りよく髪はつの少年。

　八尋はただ、怯おびえただけなのだ。

　生まれて初めてできた『友達』というものを、目の前で失うかもしれないという恐きよう怖ふから。

　自分が何もしない事で、琴こと南なみ久く音おんが死ぬかもしれないという恐怖から。

　ただ、ただ、逃げ出したかっただけなのだ。
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数分前




　その日、平和島静雄は苛いらついていた。

　会社の事務所に顔を出した際、妙みような噂うわさを耳にしたからだ。

　──『首くび無なしライダーが、人ひと攫さらいをしている』

　静雄と『首無しライダー』が知ち人じんであるという事を知らない新しん入にゆう社員が、得とく意いげにネットのとあるアフィリエイトブログ広告提携──池いけ袋ぶくろ周まわりの情報を集めたニュースサイトの情報をひけらかしていたのである。

　ニュース記事の周りに載せた広告等とうから収入を得ているサイトの為ため、閲えつ覧らん数すうを上げるために人の興きよう味みを煽あおる記事タイトルになっている事が多いのだが──

　その新入社員のタブレットＰＣに映っていた『【都市伝でん説せつ再開のお知らせ】池袋で連続失しつ踪そうの犯人は、首無しライダーらしいぞ！』というニュース記事タイトルを見て、静雄が「おい、この記事書かいた糞くそ野や郎ろうには、何ど処こに行きゃ会えるんだ……？」と言いだした為、社長やトムが出社するまでの間、誰だれも静雄に近づけない状態が続いていた。

　静雄は怒りをぶちまける相手も居ないまま、ヘソの奥にその激げき憤ふんを押し込んだまま一日の仕事に臨のぞんでいたのである。

「さてと……まあ、そう苛つくなって。寿す司しでも喰って、嫌いやな事は忘れようぜ」

「……うす」

「露ロ西シ亜ア寿司が、確か学がく割わりの他にもなんか割引やってた筈はずだしな」

　鬱うつ屈くつした気持ちを抱えたまま、なんとか一日の仕事を終えた静しず雄おは、そのままトムと共に露ロ西シ亜ア寿ず司しへと向かっていたのだが──

「やっぱ俺おれさ、首くび無なしライダーが人ひと攫さらいで間違いないと思うぜ？」

　露西亜寿司から道路を一本挟はさんだ所にある、ボウリング場を含めたレジャー施し設せつ。

　その壁かべ沿ぞいに並ぶ自じ販はん機きの前でジュースを買っていた緑りよく髪はつの少年が、そんな事を大おお声ごえで言い出した。




「どうしたの、突然」

　それまで普通に行方ゆくえ不ふ明めい者しやの情報を求めて街を歩き回っていた八尋やひろ。

　結局、久く音おんの知り合い達では有ゆう力りよくな情報が得られず、露西亜寿司の前まで戻って来た。

　自販機の前でジュースを買っていた所で、突然久音が首無しライダーの話を切り出したのだ。

「いやー、だってよ……茜あかねちゃんだっけ？　あの子の手て前まえは『誤ご解かいがあるんだったらさ、やっぱり解いておかないと』とは言ったけどよ……結けつ局きよく首無しライダーって化ばけ物ものじゃん？」

「いや、それは……」

「お前だって、怪かい物ぶつ見物にわざわざ池いけ袋ぶくろまで来たんだろ？」

「それは……まあ……」

　ハッキリと答える事ができず、言葉を濁にごしながら自販機のボタンを押す八尋。

「ていうか、首無しライダーが化け物だろうが人間だろうが、どうせろくな奴やつじゃねえって。人ひと攫さらいぐらいしててもおかしかねえよ。俺もツイッティアでそう拡かく散さんしたけどよ、誰だれも反論なんかしてこなかったぜ？　みんな心の中じゃ解わかってんだよ。首無しライダーが、人攫いして当たり前なクズだってさ」

「ツイッティア？」

「あー……まあ、ブログみてえなもんさ。そういや、俺のそういう呟つぶやきが、色んなニュースサイトの記事に転てん載さいされてよー。超ウケたよ。まあ、あの茜って嬢じようちゃんにゃ悪いけどさ」

「ニュースに転載？　それって……何か御お礼れいにお金とか貰もらえたりするの？」

　ネットは首無しライダー等の情報を調べる事にしか使っていなかった為ため、そうしたネットサービスや特とく殊しゆなサイトの事に疎うとい八尋は、久音の言っている事の意味が時とき々どき解らない。

　じっくり聞いてみようと思い、返事を待ちつつ、八尋はゆっくりとしゃがんで缶かんジュースを受け取り口から取り出した。

「……」

「？」

　しかし、返事が全く返ってこない。

「久音君？」

　聞こえていなかったのかと思い、八尋は立ち上がりざまに振り返り──その光こう景けいを、目まの当たりにする。

　八尋やひろの目の前で、こめかみをひくつかせた金きん髪ぱつの男が、久く音おんの襟えり首くびを摑つかんで宙ちゆう高たかく持ち上げていた。

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか解わからず、八尋はそのまま固まってしまう。

　その金髪の男が『平へい和わ島じま静しず雄お』であるという事に気付いた時、彼の中に無む数すうの疑問が湧わき上がった。

　──え？

　──平和島静雄……？

　──動どう画がで見た。

　──本ほん人にん？

　──久音君を片手で軽かる々がると……。

　──いや、え、なんで？

　何か悪い夢でも見ているのではないかと思い、その場を動けなかった八尋だが──持ち上げられた久音の呻うめきで、正しよう気きに戻る。

「ちょ、ちょっと！　何してるんですか！」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとした八尋の前に、ドレッドヘアの男が割り込んできた。

「よせ、怪け我がするから、不ふ用意に近づくな」

「……」

　ドレッドヘアの男に敵てき意いは無いようで、彼は困った顔をしながら静雄に向かって声を掛けた。

「おい、静雄……」

　しかし、彼の声は耳に届いていないらしく、平和島静雄は、こめかみをひくつかせながら重おも々おもしい声を絞しぼり出した。

「……おい、小こ僧ぞう……。てめぇか……？　あんなくだらねぇ噂うわさを広めやがったのは……」

「あがッ……ちょッ……待って……」

　久音は足をばたつかせながら、必ひつ死しに弁べん解かいの言葉を叫ぶ。

「お、俺おれは平和島さんの事は悪く言ってないっすよ！　本当っす！　し、信じて下さい！」

「あぁ……？　俺はどうでもいいんだよ……どんなこと言われても仕方ねえ生き方してきたからよ……」

　かろうじて理り性せいを保ちながら、静雄は地じ獄ごくの底から響ひびくような声で言葉を続ける。

「だけどな……俺のダチを人ひと攫さらい扱いされて、黙だまってられるわけねえだろ……なぁ……？」

「だ、ダチって……じゃ、じゃあ、あんた本当に、首くび無なしライダーの……」

「あいつは、人を攫って誰だれかを泣かせるような奴やつじゃぁねえんだよ……。まあ……あいつも無む灯とう火かで走ったりしてるからよ……それに関して悪く言われるのは仕方ねえが……」

　怒りを漲みなぎらせながらも、必ひつ死しに殴なぐるのを我が慢まんしている様よう子すだった。

「……その上で茜あかねの奴やつに対して、適当な事ぶっこいてたってのはよ……そりゃ、筋すじが通ってねえんじゃねえか……？　なあ……？」

　八尋やひろは、そのやり取りを聞いて平へい和わ島じま静しず雄おの怒りを理解する。

　単純な話だ。

　友人を人ひと攫さらい扱いされ、その噂うわさをみんなに広めたとあっては怒るのも無む理りはない。

　そして、やはり平和島静雄は粟あわ楠くす茜とも知り合いだったようだ。

　様さま々ざまな要素が絡み合い、平和島静雄の怒りが爆ばく発はつしてしまったのも無理はない。

　──なんてタイミングの悪い……！

　──久く音おんくんもまた、ピンポイントで怒らせるような事を……。

　──……？

　胸に、静雄への恐きよう怖ふとは別のざわめきが走った。

　久音に対して先せん刻こくと同じような違い和わ感かんを覚えたのだが、今の八尋に、それを追つい及きゆうする余よ裕ゆうは無い。

　八尋が戸と惑まどっている間に、久音はペラペラと命いのち乞ごいめいた言い訳わけを繰り返している。

「い、いや、待って下さいよ。首くび無なしライダーが人攫いってのも、俺おれが言い出したわけじゃなくってですね……ゲホッ……」

「おい、学生さん。理り不ふ尽じんに思うかもしれねえが、ここは一いつ旦たん素直に謝っとけ、な？」

　ドレッドヘアの男が静雄に持ち上げられた少年に対してそう言うが、彼の声が聞こえていないのか、焦あせった久音はとうとう洒落しやれにならない爆弾を持ち出した。

「お互い冷静になりましょうよ！　ね!?　ほ、ほら、俺になんかあったら、弟さんに迷めい惑わくかかっちゃうんじゃないっすかねぇ？」

「……」

「知ってるんすよ、俺。貴方あなたの弟って、超ちよう有名人なんでしょ？　俺がネットでこの事を拡かく散さんしたら、弟さんのブログまで炎えん上じようしちゃいますよ？　ね？」

　半分恫どう喝かつともとれる言葉に、ドレッドヘアの男が顔を一いつ気きに青くする。

　以前、同じような事を口にした借金塗まみれの男が、どんな目に遭あったかを知っていたからだ。

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　お前、自じ殺さつする気か!?」

「えッ……？」

　久音が呆ほうけた声を出すのと、ほぼ同時に──

「はッ……？」

　彼は、自分の体が宙ちゆう高たかく舞い上がっている事に気付く。

「なッ、ちょッ……おおおおぉぉ!?」

　そして、落らつ下かする久音目めがけ、静雄の拳こぶしが振り抜かれた。

　バチン、と、打だ撃げき音おんというよりも破は裂れつ音といった方がしっくりくる音が周囲に響ひびく。

　人々が振り返ると、そこには宙ちゆうを舞う緑みどり色いろの髪かみをした少年の姿すがたがあった。

　数メートル吹き飛ばされ、ゴロゴロとアスファルトの上を転がる久く音おん。

「ああッ！　く、久音君！　……うわッ!?」

　八尋やひろは慌あわてて駆かけ寄ろうとしたが、足が縺もつれて転んでしまう。

　そこで八尋は、自分の足がガタガタと震えている事に気が付いた。

　──あ、あれ……。

　──どうしよう、こんなの……初めてだ。

　子供の頃ころから、八尋は様さま々ざまなものに怯おびえながら生きてきた。

　しかし、目の前にいる平へい和わ島じま静しず雄おという存在に感じるのは、これまで味わってきたものとは全く別べつ種しゆの『恐きよう怖ふ』であり、少年にとって全く未み知ちの感覚だった。




「あーあ……やっちまった……」

　顔を顰しかめながら、ゆっくりと首を振るトム。

　救きゆう急きゆう車しやを呼ぶべきか、とりあえず殴なぐり飛ばされた少年の様よう子すを確かく認にんしようと顔を上げたところで、彼は気付く。

「……静雄？」

　倒れた少年に向かって、静雄が足あし早ばやに歩を進めているという事に。

　やり過ぎたと反省して、助けに行ったのだろうか。

　そんな希望的観かん測そくが頭を過よぎったが、トムはすぐにその考えを打ち消した。

　通り過ぎた静雄の横よこ顔がおから、怒りが全く消えていなかったからだ。

　──おいおい、噓うそだろ。

　──あの状態に追い打ちなんざしたら、マジで死ぬぞあの学生！

「おい、待て静雄！」

　普ふ段だんは静雄が暴あばれている間、離れた場所で嵐あらしが収まるのを待つトムだったが、流石さすがに今回は制止の言葉をかけた。

　しかし、その声が聞こえていないのか、静雄は止まろうとしない。

　バーテン服の青年は地面に転がる緑りよく髪はつの少年の前まで行くと、片足を後ろに反そらせた。

　──おい!?　蹴けっ飛ばす気か!?

「静雄！」

　少年を庇かばおうと、慌あわてて駆かけ出したトム。

　その瞬しゆん間かん──

　トムの顔面の横を、物もの凄すごい勢いで何かが通り過ぎた。

「!?」

　耳みみ元もとを通り過ぎた風かざ切きり音おんに驚くトムの目の前で、『それ』は、勢い良く静雄の後こう頭とう部ぶに激げき突とつする。




　あまりにも唐とう突とつな出で来き事ごとだった。

　ガコリ、と鈍にぶい音がし、一秒ほどの間を置いて、『それ』が地面へと転がり落ちる。

　地面の上でガラガラと鈍い金きん属ぞく音おんを出す『それ』の正しよう体たいは、一本の缶ジュースだった。

　高速で飛ひ来らいした缶かんが、静しず雄おの後こう頭とう部ぶに直撃し、そのまま重じゆう力りよくに従って落らつ下かする。

　言葉にすれば単純な光こう景けいだが、それを目もく撃げきした者達は、皆みな一いち様ように息を吞のみ、これから起こる大だい惨さん事じの予よ感かんに身を震わせた。

　野や球きゆうボールのような勢いで投げられた、中なか身み入りの缶ジュース。

　それはもはや凶きよう器きであり、後頭部に直撃すれば、下へ手たをすれば死を招く事すらある。

　久く音おんを蹴ける寸すん前ぜんだった静雄は動きを止め、ギギギ、と、ゼンマイ仕じ掛かけの人形のようにゆっくりと背後を振り返った。

　静雄の視線の先には、一人の少年の姿すがたがある。

　足あし元もとに転がる緑りよく髪はつの少年と同じ、来良らいら学園の制せい服ふくを身に纏まとっていた。

　肩を激しく上下させながら呼吸をしており、顔がん面めんには冷ひや汗あせが滲にじみ出ていた。

　何かを投げた後のような体たい勢せいで固まっていた事から、少年が静雄に未み開かい封ふうの缶ジュースを投げつけたのはほぼ確実である。

　それでも、静雄はゆっくりと口を開き、足あし元もとに転がる缶をちらりと見てから、確かく認にんの問いを口にした。

「今……俺おれにこれを投げたのは……手前てめえか……？」

　地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声。

　少年は額ひたいに脂あぶら汗を滲ませ、呼吸を荒げていた。

　周囲の目には、今にも恐きよう怖ふで失しつ神しんしそうなほどに怯おびえているように見える。

　だが、少年はゴクリと唾つばを飲み込んだ後──声を震わせながら言った。

「……やりすぎ、ですよ」

　そして、少年はその場に直ちよく立りつし、数メートル先に立つ『怪かい物ぶつ』に対してハッキリと言い放つ。




「喧けん嘩かするっていうなら……俺おれが、相手になります」
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　そして、現在に至る。

　──ああ、そうか。

　こちらに向けられる凄すさまじい殺さつ気きを浴びながら、八尋やひろはこんな状況に追い込まれた理由を鮮せん明めいに思い出した。

　──俺おれが、喧けん嘩かを売ったんだ。

　──……俺が？

　──噓うそだろ？

　今まで理り不ふ尽じんに喧嘩を売られ、その恐きよう怖ふを何よりも知っている自分が、今、何をしたのか。

　それを実じつ感かんすると同時に、八尋やひろは自分自じ身しんが怖こわくなった。

　目の前に立つ男の殺さつ気きと、自分自身への不ふ信しん感かん。

　二つの『恐怖』に挟まれ、八尋の心は潰つぶれそうだった。

　久く音おんというクラスメイトが、平へい和わ島じま静しず雄おという怪かい物ぶつに襲おそわれていた先せん刻こくの状況。

　そんな光こう景けいを目の前にして、八尋が最も怖おそれたのは、つい数十秒前まえまで、自分のような人間と笑いながら話してくれた人間を、この世から失うという事だった。

　静雄の足あし元もとに転がっているのが姫ひめ香かだとしても、恐らく同じ行動を取っただろう。

　そんな事はありえないだろうが、粟あわ楠くす茜あかねや折おり原はら舞まい流る、あるいは今日きよう知り合ったばかりの図と書しよ委員長だったとしても、やはり八尋は静雄に喧嘩を売っていたかもしれない。

　命がけの行動だというのは、彼も理解していた。

　しかし、それ以上に怖かったのだ。

　これまで避さけ続けられて生きてきた自分と、初めて対たい等とうな人間として関わりを持ってくれた人々を見み捨すて、自分だけ逃げ出すという行為が。

　彼はつまり、勇気を振り絞しぼったわけでもなければ、自己犠ぎ牲せいの精神を発はつ揮きしたわけでもない。

　理り性せいではなく、本ほん能のう。

　恐怖から逃げようとする本能が、反射的に選んだのだ。

　平和島静雄を止めるという、無む謀ぼう極きわまりない所しよ業ぎようを。




「……もう一つ、聞いとくぜ」

　ゆらり、と体をこちらに向けながら、平和島静雄が問いかけた。

「お前も……セ……。あー……『首くび無なしライダー』を、人ひと攫さらいだと思ってる口か？」

「……」

　答え次し第だいで、自分の命めい運うんが決まる。

　八尋はそう確かく信しんしながら、正直に答えた。

「……わかりません。首無しライダーに、会ったことがないですから」

「さっき……『怪かい物ぶつ見物に来た』みたいな話をしてやがったが……あいつを見み世せ物ものかなんだかと思ってやがるのか……？」

　ここで適当な噓うそをつけるほどに器き用ようならば、これまでの恐怖も別の手段で回かい避ひする事ができ、『化ばけ物もの』と呼ばれる事も無かっただろう。

　更さらに、ここで八尋やひろの理り性せいが働いた。

　まだ、久く音おんは静しず雄おの足あし元もとに倒れたままだ。

　平和島静雄の敵意を、完全に自分に向けなければならない。

　八尋の理性は、そう判はん断だんした。

　本ほん能のうによって、生まれて初めて他た人にんに喧けん嘩かを売った少年は──

　理性によって、生まれて初めて、他人に対して挑ちよう発はつの言葉を投げかける。

　──思い出せ、思い出せ。

　これまでの人生で読んできた本、観みて来たドラマ、そんな中から『それらしい』台詞せりふをできる限り引き出し、それを表おもてに出そうと試みた。

「ああ、そうだ」

　静雄を精せい一いつ杯ぱい睨にらみ付けながら、八尋は拳こぶしを強く握り込む。

「俺おれは……あんたと首くび無なしライダーみたいな化ばけ物ものを見物しに池いけ袋ぶくろまで来てやったんだよ」

　過去の記き憶おくを総そう動どう員いんした割に、絞しぼり出せたのはせいぜいその程てい度どの挑ちよう発はつだった。

　しかし、それは平和島静雄という男の意い識しきを完全にこちらに向けるのには、十分な言葉だったと言える。

「そうか……それじゃ、しょうがねえなぁ……」

　静雄はゆっくりとこちらに歩を進め──八尋の前に立ったところで、ゆっくりと拳こぶしを握り込んだ。

「檻おりのねえ所で見物してんだ……その化け物に殴なぐり殺されても……文もん句くはねえって事だよなぁぁぁぁぁあああぁあーッ！」

　獣けものの咆ほう吼こうを思わせる怒ど号ごうが、池袋のビルの間に木魂こだまする。




　そして、ミサイルのような圧あつ迫ぱく感かんを纏まとった静雄の拳が、勢い良く八尋の顔がん面めんへと迫り──

　秋あき田たから来た少年は、過去最さい大だいの『恐きよう怖ふ』を味わう結果となった。
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都内某ぼう所しよ　八尋の下げ宿しゆく先さき




「うお、どうしたんだよ、その面つら」

　八尋が家の前まで戻ると、下宿先の大おお家やの弟──三さぶ郎ろうが声をかけてきた。

　二じ郎ろうとは全く雰ふん囲い気きの違う男で、聖ひじり辺べルリというアイドルと、自分の車をこよなく愛する自由人である。

　アパートに隣りん接せつしている自宅の庭で車にワックスをかけていた所、通りかかった八尋と鉢はち合あわせしたようだ。

「あ……いえ、階段から転げ落ちちゃって」

「いやいやいや、解わかりやすい噓うそつくんじゃねえよ」

　三さぶ郎ろうの目に映る八尋やひろの顔にはいくつもの青アザや切り傷があり、所々が腫はれている。

　よく見ると服もぼろぼろになっており、どう見ても『階段から転げ落ちた』様よう子すとは思えなかった。

「なんだぁ？　おい、もしかして誰だれかに虐いじめられたのか？　ガキの喧けん嘩かに一いち々いち口くち出だすつもりはねえが、よってたかってフクロにされたってんなら話は別だ。大だい事じな親しん戚せきをボコられて黙だまってるわけにはいかねえぞ」

「あ、いえ……」

　これは、噓をつけば更さらに話がこじれるだろう。

　そう思った八尋は、正直に話す事にした。

「フクロじゃないです……一対たい一で、喧嘩しました。すいません」

　ペコリと頭を下げる八尋に、三郎は笑いながら言う。

「謝るこたねえって。俺おれだってお前ぐらいの歳としの時にゃ、喧嘩ばっかしてたからな。弱い者イジメだのカツアゲだのしなきゃ、文もん句くは言わねえよ。まあ、兄あに貴き達たちには、階段から転げ落ちたって誤ご魔ま化かしといてやるさ」

「……ありがとうございます」

「それにしても、派は手でにやったな。誰だれと喧けん嘩かしたんだ？　来良らいらにそんな喧嘩っ早い奴やつがいるのか？　それとも串くし灘なだ高こう校こうの奴か？」

　車にワックスを掛け始めながら、世せ間けん話ばなしとして会話を続ける三さぶ郎ろうだったが──

「ええと……知ってるかどうかわかりませんけど……バーテン服を着た、平へい和わ島じまさんっていう人で……」

　八尋やひろの答えを聞き、キュイ、とワックス掛けの手を止めた。

　眉まゆを顰ひそめながらゆっくりとこちらを振り返り、三郎が言う。

「お前……え？　マジでか？　なんで？」

「あ、いえ……うっかり怒らせちゃって……。俺おれが悪いんです」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか!?　病院とか行かなくていいか？」

「ええ……平和島さん……俺が倒れて動けなくなった後、追い打ちとかはしないで許してくれましたから」

　そんな少年の胸きよう中ちゆうは知らず、三郎はホッと息を吐く。

「そうか、そりゃ良かった。平和島の旦だん那な、最近丸まるくなったってのは本当だったんだな……」

「御ご存ぞん知じなんですか」

「ああ。まあ、ちょっとな。昔の平和島静しず雄おだったら、その程てい度どの傷じゃあすまなかったぜ。入院コースでもおかしかねえや」

「そ、そうなんですか……」

　渡と草ぐさは再びワックスがけの作業に戻り、背せ中なか越ごしに言った。

「まあ、普通の奴やつ相手なら、ずっと怒りを引き摺ずるような奴じゃねえしな。もしまた会ったら、前に怒らせた事をきちんと謝っときゃ、それ以上虐いじめられるこたぁねえよ」

「そうですか……ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げ、そのまま自分の部屋へと戻っていく八尋。

　そんな彼の背を見送った渡草は、ワックスをかけながら独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「しかしまあ……あいつ、静雄にぶん殴なぐられたってのに、ヤケに上じよう機き嫌げんだったな」




「殴られすぎて、どっかおかしくなったんじゃなきゃいいけどよ」
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八尋の部屋




　下げ宿しゆく先さきであるアパートの一室に戻った八尋は、大きく息を吐いた後、バタリと床に倒れ込む。

　そのまま転がって仰あお向むけになり、天てん井じようを見ながら呟つぶやいた。

「……負けたなあ」

　負けた。

　ハッキリとそう口にした瞬しゆん間かん、様さま々ざまな感情が八尋やひろの胸きよう中ちゆうに渦うず巻まいた。

「生まれて初めて……喧嘩で負けたんだよな……俺おれ……」

　身体からだ中じゆうの骨が軋きしみ、肉の中を痛みが走り抜ける。

　自分の中で混ざり合う痛みと感情をどう纏まとめたら良いのか解わからず、放ほう心しんして天井を見つめ続けた。

　そのまま10分程ほど経過した所で、八尋は呟く。

「悔くやしいし、嬉うれしいし、なんだろう、これ」

　平へい和わ島じま静しず雄おは、本当に強かった。

　あんな人間が本当に実じつ在ざいしていた事に、驚きを禁じ得ない。

『君なんか普通だよ』と言っていた、あの旅行者しやの言葉が頭に響ひびく。

「そうか……俺、普通だったんだな……」

　誰だれかに負けるという事に、『悔しい』という感情が湧わき上がるとは夢にも思っていなかった。

　しかし、そんな感情が湧き上がる自分が、嬉しくて仕方ない。

「俺……人間でいいのかな」

　体からだ中じゆうに響く痛みすら、自分が人間だという証しよう明めいのようで心地ここち好よく感じてくる。

「それとも……俺も、あの平和島さんも、化ばけ物ものって事なのかな」

　どちらにせよ、八尋は救われた気分だった。

　自分は、孤こ独どくでは無い。

　世界は、退たい屈くつな檻おりなどではない。

　それが解わかっただけで、生きる事に価か値ちがあると思えたからだ。




　──それに……良かった。久く音おん君くんが殺されずに済んで。

　久音は無ぶ事じだったようで、平和島静雄が去った後に、普通に自分を助け起こしてくれた。

　お互いに放心状態で殆ほとんど会話をしなかったが、とにかく、互いに生きているだけで良かったと思えた。

　生まれて初めてできた友人の事や、明日あした、姫ひめ香かに怪け我がの事を何か言われるだろうかなどという事を考えながら、八尋は徐じよ々じよに眠りへと落ちていく。

　そして最後に、この数日で出会った人々の顔を思い出しながら──満足そうに微ほほ笑えみ、微睡まどろみの中で小さく小さく呟つぶやいた。

「俺、この街なら……上う手まくやっていけるのかな……」
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　しかしながら──

　八尋やひろはまだ、気付いていない。




　自分が、何をしでかしてしまったのかという事を。
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夜　某ぼうビル屋上




「よう、ここにいたか」

　屋おく上じようの扉とびらを開いて現れたトムが、静しず雄おの背を見つけて声をかけた。

　ここは彼らの会社であり、屋上には社員なら誰だれでも出入りできる。

　一日の仕事の報告が終わった後、静雄はずっと屋上から街を眺ながめていたようだ。

「さっきの事、気にしてんのか？」

「……まあ、そんなとこっす」

「あの、黒くろ髪かみの方のガキの事か？」

「ええ……今いま思うと、アイツ、そんな悪い奴やつじゃなかったのかもしれねえなって……」

　そんな事を言う静雄の背に、トムが肩を竦すくめながら自分の意見を口にする。

「ま、あの緑みどりの髪の奴やつを助ける為ために、敢あえてお前を挑ちよう発はつしたってとこだろうな」

「トムさんも、そう思いますか」

　静雄はトムに背を向けたまま、夜や景けいに向かって独ひとり言ごとを呟つぶやき漏もらす。

「今度会あったら、謝らねえとな……」

「ま、そんな気負わなくていいんじゃねえか？　あの缶かんジュースをお前の後こう頭とう部ぶにぶん投げたのは、マジで普通の奴やつなら死んでてもおかしかねえ真ま似ねだしよ。向こうも向こうで、お前に謝りたいと思ってるかもしれねえぜ？」

「……」

「そんな事よりよ、俺おれはマジで驚いたよ」

　静雄の隣となりに立ち、トムも街の景け色しきを眺ながめながら言った。

「世の中ってのは、広いよなあ」

「……そっすね」

「最終的に、お前が勝ったとは言えよ……」

　トムは、チラリと横に立つ静しず雄おの顔を見る。

　そこに見えたのは──割れたサングラスの下に覗のぞく、青アザや擦さつ過か傷しようだ。

「俺おれはよ、お前があんだけ殴なぐられんのも、素ス手テ喧ゴ嘩ロで誰だれかに地面にぶっ倒されるのも、初めて見たぜ……。腕を脱だつ臼きゆうしてんのは、一昨年おととし一回だけ観みたけどな」

　更さらに言うなら、静雄の腕が包ほう帯たいで首から吊つるされている。

　その痛いた々いたしい包帯を見た後、トムは静雄と対たい等とうに喧けん嘩かした少年の顔を思い出し、冷ひや汗あせを搔かきながら口を開いた。




「まさか、あんなに強ぇ高校生がいるたぁな……」













間章　ネットの噂うわさ③







池いけ袋ぶくろ情報サイト『いけニュ～！　バージョンＩ.ＫＥＢＵ.ＫＵＲ.Ｏ』




人にん気き記事『【情報提てい供きよう求む】平へい和わ島じま静しず雄おとタメはれる高校生が現れたらしいぞ！』




　どうも、管理人にんなりよ。

　今日きよう、信じられない情報が入ってきたなりよ。

　あの平和島静雄が、高校生と喧けん嘩かして危うく負けそうになったらしいなりよ。


（中ちゆう略りやく）



　↓参考動どう画がなりよ。

【外部リンク】




　遠くから携けい帯たいで撮さつ影えいしてるだけだから、顔とかよく解わからないなりが、どうも来良らいら学園の制せい服ふくで間違いないっぽいなりよ。

　確かに平へい和わ島じま静しず雄おとまともに喧けん嘩かしてるように見えるなりよ。

　去年までは来良らいら学園にそんな強つわ者ものがいるなんて話聞きいたことないから、恐らくあれなりよ。新しん入にゆう生せいなりよ。

　……いやいや待つなりよ。てことは、15前後の子が静雄とやり合ったなりか？

　何しろ曖あい昧まいな情報ばかりなりよ。

　詳くわしいプロフィールを知ってる人はメールフォームで管理人にんに送信するなりよ。

　明日あしたの池いけ袋ぶくろは君次し第だいなりよ。




　ちなみに、ウザいウザいと大だい不ふ評ひようだけど、今月はずっとこの語ご尾びでいくなりよ。

　いくなりよ？
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『ツイッティア』より呟つぶやきを一部抜ばつ粋すい




・平和島静雄がやられたってマジ？


　↑やられてはいない。最後ちゃんと勝ってたってよ。




　　↑マジか。騙だまされてた。




　　　↑でも、何回かダウンしたっぽい。




　　　　↑マジか。






・静雄が高校生と喧嘩したらしいけど、自じ販はん機き投げたの？


　↑投げようとしたけど、その直前に高校生が懐ふところに飛び込んで膝ひざを蹴けってた。




　　↑えげつなッ！




　　　↑なにが？




　　　　↑自販機なんか持ち上げてる時に膝なんか蹴った日にゃ、普通は膝が砕くだけて潰つぶれる。




　　　　　↑普通は自販機なんて持ち上げられないんじゃ……。






・来良学園マジやべぇ。


　↑あの辺りなら、串くし灘なだ高校の方がヤバくね？




　　↑串灘はオワコン。






・つーか、いけニュ～管理人にんがいい歳としこいてどこぞのネギ坊主ぼうずみたいにナリナリ言ってるのはなんなの。


　↑いまさらそこつっこむ？




　　↑だって、あそこの管理人にんって歳としいくつよ？




　　　↑知らんわー。顔かお出だししないもんな、あいつ。




　↑語ご尾びはニャンが宜よろしいかと思います。




　　↑ニャンて。
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四章Ａ　新しん参ざん者もの







数年前まえ　池いけ袋ぶくろ




「首くび無なしライダーの事を知りたいって？」

　ファー付きの黒コートを羽は織おった『情報屋や』の男は、肩を竦すくめながら言った。

　それに対する情報屋の『客』は、一体いくら払えばいいのかと問いかける。

「ああ、お金は他の情報と同じでいいよ。ただし、話す範はん囲いは他の情報より限られるね。何しろ、あの首無しライダーも俺おれの情報源げんの一つなんでね」

　情報屋は、自らの部屋の椅い子すに体を預け、天てん井じようを仰あおぎながら語り始めた。

「まず、最初にハッキリと言っておこう。首無しライダーは、文字通り首無しライダーだ。手て品じなや仮か装そうの類たぐいじゃない。れっきとした『化ばけ物もの』だよ。異い形ぎよう、怪かい物ぶつ、幻げん獣じゆう、妖よう精せい、妖よう怪かい、モノノケ、怪かい異い、都市伝でん説せつ、ＵＭＡ……まあ、どんな呼び方をするかは人それぞれだと思うし、それぞれの単たん語ごの細かい定てい義ぎについてここで議ぎ論ろんする気はないけどね」

　首くび無なしライダーが人間ではないという事を断だん言げんし、客が怒ったり鼻で笑ったりしないのを確かく認にんした後、情報屋やはニヤリと笑いながら続ける。

「なるほど、ある程てい度どは首無しライダーの事を観みてきたって感じだね。確かに、あれを実際に見たら、この世の者とは思えないだろうね。エンジン音のしないバイクや体から滲にじむ影を見て、まだ人間の所しよ業ぎようだと思える方が凄すごいと思うよ？　ああ、ただ、人間の技術の進歩も凄すさまじいからね。もしかしたら、今の技術でも再さい現げん可能かもしれないけれど」

　そこまで言って、情報屋やは僅わずかに話を脱だつ線せんさせた。

「ああ、人間の可能性せいっていうのは本当に素す晴ばらしいと思うよ？　人間が夢ゆめ見みた者はいつか必ず実現されるなんて言うけれど、脳のう科学やバーチャルリアリティの技術が発達すれば、夢と未来の区別が付かなくなるだろうね。『いつか』のタイムラグが無くなるんだ。空を飛びたいと夢見た瞬しゆん間かん、それを読み取った機き械かいが、本当に空を飛ぶ光こう景けいを脳のうに直接見みせる……そんな時代になるかもしれない。人間は怠たい惰だを極めて進しん化かを止めるかもしれないけれど、俺おれはそんな未来も肯こう定ていするよ」

　天てん井じように向けていた顔を客に向け、楽しそうに笑いながら言う。

「俺は、人間が大だい好すきだからね」

　そして、脱線していた話を、そのままの流れで元へと戻した。

「逆に言えば、俺は基本的に、人間以い外がいは好きじゃない。憎にくいとさえ思ってる。ただ、まあ、あの首無しライダーに関しては、今の所は特に嫌けん悪おも敵てき意いも無い」

　ニヤニヤと笑いながら、『首無しライダー』について語る情報屋。

「まあ、今の所は……って話だから、もしも彼女が人にん間げん社会そのものを変えようとし始めたら、それは嫌きらいになると思うけど」

　情報屋は僅かに目を伏せ、『首無しライダー』の事を思い返しながら言葉を続けた。

「あの『首無しライダー』はね、人に混じって、人を学んだのさ。とある理由があって、人間社会に混じりながら暮らすハメになったあの怪かい物ぶつは、何が人間にとって大だい事じな事で、何がやってはならない事かを。皮ひ肉にくな事に、そのせいで、そこらのチンピラよりもまともな性格になったってわけさ。正直、驚くべき勢いで人間という『存在』を模も倣ほうできてる思うよ」

　そこで一いつ旦たん言葉を止め、客の目をみつめながら情報屋が更さらに口くち元もとを歪ゆがませる。

「ただ、人間が『首無しライダー』を人間として見られるわけじゃない。八や重え歯ば程てい度どの差さ異いしかない吸きゆう血けつ鬼きならともかく、結局の所、彼女は『首』という人間として重要な部ぶ位いが存在していないんだからね」

　何が言いたいんだと尋たずねる客に、情報屋は答えた。

「人間は異い質しつなものを見た時、どうするのかって話さ」

　彼はゆっくりと椅い子すから立ち上がり、様さま々ざまな書物が並んだ本ほん棚だなの前に歩み寄る。

「畏おそれ敬うやまうのか、単に恐きよう怖ふに震えるのか、非ひ日常への入口だと現実逃とう避ひの材料にするのか、利用しようとするのか、殺そうとするのか、見るのも嫌いやだと排はい除じよするのか、あるいは自分の方が逃げるのか……君はどうなのかな？　まあ、どんな答えだろうと別にいいけど」

　指で本の背をなぞりつつ、情報屋やは客に対して改めて断だん言げんした。

「俺おれは、人間が大好きだからね」

　そして──ふと思い出したように、とある男の事を口にした。

「ま、俺の知り合いに一人、首くび無なしライダーを『恋人として愛する』なんて素すっ頓とん狂きような答えを出した奴やつもいるけどね。それはそれで、人間の選択の一つとして俺は尊そん重ちようするよ」

　情報屋は本を何なん冊さつか取り出し、整理しながら言葉を紡つむぐ。

「人間は、異い質しつな物を前にした時に色々な反応を示す。例えそれが化ばけ物ものや異い形ぎようの類たぐいではなく、同じ人間でもね。戦争の時は英えい雄ゆうだった豪ごう傑けつが、平和になった途と端たんに途と轍てつも無い力を持った怪かい物ぶつとして怖おそれられる事もある。人によって、時代や社会によって、反応は違って当然だしね」

　軽く肩を竦すくめながら、情報屋は皮ひ肉にくげな言葉を口にした。

「そういう意味で、『化け物』が社会の中で生きる時、重要なのは、人間の側じゃない。『化け物』の側なんだと俺は思うよ」




「……千せん差さ万ばん別べつの反応を見せる人間達の中から、誰だれの手を取るかっていう話さ」
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現在　池いけ袋ぶくろ




「平へい和わ島じま静しず雄おと……殴なぐり合える高校生？」

　青あお葉ばの言葉には、あからさまな疑ぎ念ねんと、『本当だったら凄すごいな』という素直な驚きの感情が入り交じっていた。




　もうすぐ夜よ中なかの12時になろうとしている、池袋の繁はん華か街がい。

　流石さすがに人の数も減っているものの、飲み屋帰がえりのサラリーマンなど、昼間とはまたひと味違ちがう人の気け配はいに満ちている。

　法ほ螺ら田だが去った後、青葉達は街に繰り出し、適当にぶらついていた。

　舞まい流るから『辰たつ神がみ愛あいって女の子を探してるの。詳しくは久く音おんくんから聞いてね！』というメールが来たものの、肝かん心じんの久音がブルースクウェアの集まりに顔を出さなかったため、そちらではまだ動いていない。

　──明日あした、舞流ちゃんか九く瑠る璃りちゃんに直接聞くかな……。

　そんな事を考えながら歩いていた所で、たまたま街の噂うわさ話ばなしが耳に入った。

　──「平へい和わ島じま静しず雄おが、やばかったんだってよ」

　──「もう少しで負けるとこだったんだって？」

　何をバカなと思ったが、妙みように気になり、手て近ぢかな角かどに立ち止まってスマートフォンを確かく認にんする。

　そして、いくつかの情報サイトやＳＮＳを挟んで、それらしき情報に辿たどり着いた。

「なんだよ、『いけニュ～』じゃん」

　見知った池いけ袋ぶくろ系けい情報サイトに貼はられていた情報を見ても、まだ青あお葉ばは半はん信しん半はん疑ぎだったが──

　動どう画がを見た瞬しゆん間かん、完全に黙だまり込む。

　──これは……特とく撮さつ……なわけないよな。

　──平和島静雄が手て加か減げんしてる？　いや、それもない。

　──っていうか……これ、なんて動きしてんだよ……。

　人間離ばなれしたフットワークで静雄の拳こぶしを躱かわしながら、的てき確かくに打だ撃げきを与えていく『来良らいら学園の制せい服ふくを纏まとった少年』。

　自分の学校の生徒にこのような動きをする人間が居た事に驚いていた青葉だが、動画の一部に、気になるものを見つけた。

　動画の画が質しつが荒い上に、だいぶ遠くから望ぼう遠えんでとったものなのだろう。

　戦っている人間の顔はよく解わからなかったのだが──画面端はしの方でゆっくりと立ち上がる人物については、それが誰だれなのかハッキリと解った。

　やはり来良学園の制服を纏った、緑みどり色いろの髪かみをした男。

「琴こと南なみか……」

『静雄と対たい等とうに戦う少年』と、青葉の後こう輩はいであり、ブルースクウェアの一員でもある少年が、同じ動画の中にいた。

　その事実を嚙かみしめると、青葉は胸に様さま々ざまな感情を湧わき上がらせ、薄く笑う。




「あいつ……一体誰だれを……いや、何を見つけたんだ？」
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都内某ぼう所しよ　廃はい工場




「平和島静雄の……体調とかが悪かったんだと思うかぁ？　インフルエンザだったとかさぁ」

　軽い調子で吐き出された声が、工場の中に響ひびき渉わたる。




　かつて、『黄こう巾きん賊ぞく』や『ブルースクウェア』が溜たまり場として使っていた事もある廃工場。

　黄こう巾きん賊ぞくが消え、ブルースクウェアが溜たまり場を移した現在、この場所は全く別のチームが所しよ有ゆうしていた。

『屍龍ドラゴンゾンビ』

　古くから池いけ袋ぶくろ周辺を縄なわ張ばりとしている暴ぼう走そう族ぞくであり、カラーギャングが現れる前は、『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』と並んで二大勢せい力りよくと呼ばれて怖おそれられていた存在である。

　しかし、暴走族も時代の波に合わせて変化し、『邪ジヤン蛇ジヤカ邪ジヤン』は粟あわ楠くす会かいの下か部ぶ組織のような形となって地下に潜もぐり、『屍龍ドラゴンゾンビ』は、リーダーである嬰麗貝エイリーベイがとある事情で池袋を離れて以来、有ゆう名めい無む実じつの存在と成り果てていた。

　残されたメンバーは情報屋やの小こ間ま使づかいなどをして、かろうじてチームを存そん続ぞくさせていたが──その情報屋が街から消えた事で、いよいよ解散かという所まで追い詰められてしまっていたのである。

　ところが、そのタイミングで、チームは再び転てん換かんを迎えた。

　リーダーの男が、街に戻って来たのである。




「静しず雄おは、化ばけ物ものだよねぇー。それは昔っから変わってないよねぇー」

　20代前ぜん半はんと思おぼしきその男は、工場内ないに散さん在ざいするチームメイト達に背を向け、視線を上に向けたままそんな事を言い続けている。

　それもその筈はずで、リーダー──嬰麗貝は、チームの面めん々めんに話をすると同時に、全く別の作業を行っていたのである。

　彼は両手を巧たくみに動かし、複数の物体を空中に放り投げては逆の手で受け取る──つまりは、ジャグリングに興きようじていたのだ。

　それだけなら、巫ふ山ざ戯け半分で話をしているとしか思われない光こう景けいだが、チームメンバー達は誰だれ一人ひとりとして笑っていない。

　彼が放り投げている物が、幅広の刃やいばを持つ中ちゆう国ごくの武ぶ器き、柳りゆう葉よう刀とうだったからだ。

　日に本ほん人じんの多くが『青せい竜りゆう刀とう』と言われてイメージする武ぶ器きだが、実際の青竜刀は、薙刀なぎなたのように柄つかの長い物をさす。

　とはいえ、凶きよう悪あくな武器であるという事には変わり無く、歯は止どめされていない複数の刃が、麗貝の頭ず上じようで照明の明かりを跳ね返しながら勢い良く回転し続けていた。

　麗貝の左右に置かれたドラム缶かんの上には、二人の若い少女が座っている。

　彼の技術を信用しているのか、一いつ歩ぽ間違えば自分達が刃の餌え食じきになる位置にも関わらず、涼すずしい顔をして彼の言葉に応こたえた。

「私達もそれ、偶ぐう然ぜん見みてたよ」

「凄すごかった凄かった、あの子も静雄と同どう類るいだよ」

　順じゆん番ばんに口を開いた少女達の言葉を聞き、ジャグリングを続けていた男は、楽しそうに楽しそうに笑いながら、背後にいるチームメイト達に語りかける。

「気になるなぁ、面白い事になりそうだなぁ」

　次の瞬しゆん間かん、手の動きを変え、腕で巻き取るように、複数の刃やいばを手しゆ中ちゆうに収めていく。

　全ての刃を手にした時点で勢い良く振り返り、芝しば居いがかった調子で両手を広げた。




「是ぜ非ひとも、会ってみたいなぁ」
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都内某ぼう所しよ　路ろ地じ裏うら




「し、静しず雄おと普通に殴なぐり合う奴やつだと!?　マジか!?」

　手にしていた缶かんビールを取り落とし、仲間のチンピラに詰め寄る法ほ螺ら田だ。

「おいおい、フカシぶっこいてるわけじゃねえだろうな!?」

「ま、マジっすよ！　俺おれもその現げん場ばにいたんすから！　遠とお目めで顔はよく解わかんなかったっすけど、絶対来良らいら学園の生徒っすよあいつ！」

　それを聞いた法螺田は、思わず拳こぶしを握りしめた。

「おいおい……静雄クラスの奴って、そりゃ間違い無くバケモンだろうがよ！　そんな小こ僧ぞうがいるなら、なんとしても俺らの仲間に引き込むしかねえだろうがよぉ……！」

「マジっすか」

「そうすりゃ、ブルスクの後こう輩はいどもにもでけぇ面つらできるし、『屍龍ドラゴンゾンビ』も敵じゃねぇ！　また、池いけ袋ぶくろに俺の時代が来るって事じゃねえかよ！」




　果たして法螺田の時代が来た事などあったのだろうか。

　仲なか間ま達たちの頭にはそんな疑問が過よぎったが、敢あえて口には出さなかった。

　実際、そのような手て駒ごまを得る事ができれば、彼らの立ち位置が大きく変わるという事には同意だったのだから。
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池袋　某ぼうビル屋おく上じよう




　一ひと頻しきり風を浴びた所で、トムが静雄を窘たしなめる。

「しかしな……今日きようの件は、お前もちょっとやり過ぎだぜ、静雄。もう倒れて気き絶ぜつしてるガキに追い打ちで蹴けりをぶっ込もうなんて、お前らしくもねえ」

　すると、静しず雄おが難しい顔をしながら言った。

「いや……すんません。でもあの緑みどり色いろのガキ……殆ど無傷でしたからね」

「はぁ？　おいおい、お前に殴なぐられて無む傷きずなわけ……」

「殴なぐった瞬しゆん間かん、両手で受け止めてやがった。その勢いと一いつ緒しよに自分で後ろに飛んでやがったんですよ、あのガキ」

「……」

　静雄が下らない言い訳わけをする人間ではないという事を、トムは良く知っている。

　そして、トムは気が付いた。

　表面的なものではなく──静雄は、腹の奥おく底そこに一つの怒りを渦うず巻まかせているという事に。

「もしかしたら……俺は嵌はめられたのかもしれないっすね」




「あの緑小こ僧ぞう……あのノミ蟲野郎と同じタイプの人間っすよ」
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高たか田だの馬ば場ば　久く音おんの自宅マンション

『や、約束通りやったぞ？　朝、会社で平へい和わ島じま静雄に例の噂うわさ話ばなしを吹ふい聴ちようしといた……いや、正直、殺されるかと思った……報ほう酬しゆうをはずんでくれなきゃ、割に合わないぞ……』

　受話器きの向こうから聞こえる若い男の声に、久音はニヤニヤと笑いながら応こたえる。

「いやいや、それは贅ぜい沢たくってもんさ。なんだったら、静雄に教えてもいいんだぜ？　新しん入にゆう社員のアンタが、小こ銭ぜに目当てでアンタに首くび無なしライダーの噂話を吹き込んで、ワザと怒らせようとした……ってさ」

『……そ、それは……。解わかった、解った！　もう金の話はしねえ、な？　な？』




　電話を一度切きった後、久音は別の人間へと電話を掛ける。

　鼻はな唄うた混じりに部屋の中を歩く彼に、何らかのダメージが残っているようには見えなかった。

「ああ……悪い悪い。雇やとった奴やつががめついこと言いだしてさ」

『────』

「そう……今日きようの事はビックリしたよ。俺おれも想そう定てい外がいだった」

　久音はケロリとした調子で、ソファに座りながらスマートフォンを耳に当てている。

「平和島静雄に派は手でにやられて、あいつを確実に刑けい務む所しよ送りにしてやるつもりだったのにさ」

『────？　──。──！』




「……いや、もう静しず雄おのネタは街の連れん中ちゆうにも飽きられてるよ。だったら、暫しばらくネタは休ませなきゃだって。刑けい務む所しよから戻ってきた時にまたネタにすりゃ、新しん鮮せん度どがあがるだろ？」

　何やら妙みような事を言う彼は、少年らしからぬ、上から目め線せんの愉ゆ悦えつに満ちた笑顔を浮かべながら言葉を続けた。




「新しいスターの登場って奴やつさ。できるだけ派は手でに宣せん伝でんしてやらないとね」
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「静雄並なみの奴だと!?」　　　　　　「そりゃ、静雄以い外がいには無む敵てきって事じゃねえか！」




　　　　　　　　　　　「どこの中学の奴だ!?」




　　「いや、それが良く解わからねぇ」　　　　「もっと高こう解かい像ぞう度どの動どう画がねえのかよ！」




　　　　「マジで静雄より強いのか？」　「地元じゃ聞かねえぞ」




　「余よ所そ者ものじゃねえか？」　　　「探せ」　　「探せ」　　「なんとしても探しだせ！」




　たった一晩の間に、そんな話題が池いけ袋ぶくろの街まち中じゆうを駆かけ抜けた。

　平へい和わ島じま静雄に勝利したわけではない。

　ただ、善ぜん戦せんしたというだけだ。

　しかし、それだけで十分に異常な事なのだ。

　ナイフを使ったり、車に撥はねさせたりという形で静雄と戦う男はいた。

　しかしながら、素す手での喧けん嘩かで、静雄にまともにダメージを与えられる人間などは聞いた事がない。寿す司し屋やのサイモンが時とき折おり話に出るが、暴あばれる静雄を抑え込む事はあっても、まともに喧嘩をした事が無いため、推すい測そくの域いきを出ていない。

　そうした感覚の者が殆ほとんどだった為ため、今回の事件は大きな衝しよう撃げきを街の中に与え──人々は大きな興きよう味みを持つ事になった。

　平和島静雄という男は、池袋の若わか者もの達たちの間で、それ程ほどまでのビッグネームと化していたのである。

　だからこそ、その男と対たい等とうに戦ったというだけでニュースとなってしまうのだ。




　しかし、当の本ほん人にん──三み頭ず池ち八尋やひろはそんな事になっているとも気付かぬまま、すやすやと寝息を立てていた。

　少年は、眠ねむりの奥に夢を見る。

　多くの人々と、普通の生活を送る自分。

　世せ間けん一いつ般ぱんで『日常』と呼ばれる世界を満まん喫きつする夢を。

　彼が今しがた見ている夢は、未来への希望そのものだった。

　起きた後に内容は忘れているだろうが、少なくとも、少年は同じ希望を抱く事だろう。




　自分という存在が、新たな『都市伝でん説せつ』として広まりつつあるのも知らぬまま。

　新しん参ざん者ものの『都市伝説』は、池いけ袋ぶくろに新しい風を吹き込んだ事にも気付かぬまま──ただひたすらに、眠り続けた。

　スヤスヤと、スヤスヤと。













四章Ｂ　帰き還かん者しや







九つ十く九も屋や真しん一いちの『閉じられたブログ』より抜ばつ粋すい




『やあ、久々に更こう新しんしたよ。

　遊び相手だった情報屋やが街から消えて、最近暇ひまだったんだ。

　オマケにダラーズも無くなるし、首くび無なしライダーもここ半年ほど姿すがたを消してたしな。




　このページに来た奴やつが知りたいのは、最近噂うわさの失しつ踪そう事件についてって事かな。

　それについて語る前に、この事件の『主人公こう』について話しておこう。

　そう、主人公だ。

　人生を物語に例えるならば、大たい抵ていの場合は、その人生を送る『自分自じ身しん』が主人公であると言えるだろう。

　しかし、人と人とが複雑に絡み合った事じ象しよう──例えば『事件』等を客きやつ観かん的てきに見た場合、複数の人間の中から『主人公こう』が選ばれる時がある。

　池いけ袋ぶくろで起こった連続失しつ踪そう事件。

　この事件に関しても、それは例れい外がいではない。

　客きやつ観かん視しの方向……つまり、事件を起こした側とそれを追う側、どちらを主しゆ観かん的てきに捉とらえるかによっても主人公は変わるし、観かん測そく者しやの趣しゆ味みによっても多大な変化はあるだろうが──

　俺おれの個人的な感覚では、『首くび無なしライダー』が主人公だと思ってる。

　そう、半年姿すがたを消してるにも関わらず、ここ一ヶ月の失踪事件の主しゆ役やくってわけだ。

　おかしいと思うかもしれないが……実際、あいつは池袋に居なかったのに、事件の中ちゆう心しん人物にされてるだろう？

　それに、主しゆ役やくは遅れてやってくる……なんて言葉もあるしな。

　もっとも、『首無しライダー』を主人公としてこの事件を見た場合、なんともマヌケな主人公という事になるな。




　なにしろあいつは、自分の身に降りかかっているとんでもない災さい難なんを、事件がどうしようもないほどでかくなるまで、まるで気付いていなかったんだからな』
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深夜　川かわ越ごえ街かい道どう　某ぼうコンビニ前




　深夜２時を過ぎた頃ころ。

　コンビニから出て来た男の前に、一つの『影』が立ち塞ふさがる。

　言葉通り、それはまさしく『影』だった。

　全身が黒いライダースーツに覆おおわれており、余よ計けいな模も様ようやエンブレムは何一つ無く、ただでさえ黒い装しよう束ぞくを、さらに濃いインクの中にぶち込んだような印いん象しようだ。コンビニからの光を全て吸収しているかのような圧あつ倒とう的てきな黒さが、逆に夜の中でその身を目立たせているほどだ。




　……ただし、その『影』の上に、派は手でなアロハシャツを羽は織おり、花でできた首くび飾かざりをぶら下げていたのだが。




　一ひと際きわ異い様ようなのは首から上の部分だ。そこには奇き妙みようなデザインのヘルメットが据すえつけられている。漆しつ黒こくに染そめ上げられた首から下の部分に対し、その形と模も様ようはどこかアーティスティックな雰ふん囲い気きをかもし出していた。

　フェイスカバーはまるで高級車のミラーガラスのように黒く、そこにはコンビニの明かりが艶つややかに反射されているだけで、ヘルメットの中の様よう子すはまったく窺うかがい知れなかった。




　……ただし、そのヘルメットに、全国各かく地ちの『ゆるキャラ』のシールが貼はられていたのだが。




「……」

　影はただ沈ちん黙もくを吐き出し、まるで生命というものを感じさせない。

　コンビニから出て来た男はその様よう子すを見て、喜びと恋れん慕ぼを混じり合わせて顔を歪ゆがめる。

「やあ！　セルティ！　待ったかい！」

『待ったもなにも、３分も経たってないぞ？　それより、牛乳と卵、あったか？』

「あったあった！　卵は取りあえず、四個入りのを買ったよ」

　コンビニ袋ぶくろを掲かかげながら笑う男に、セルティと呼ばれた、黒いライダースーツにアロハシャツを羽は織おっているという異い様ような女が答えた。

　答えたとは言っても、何かを喋しやべるわけではなく、手にしていたスマートフォンに文も字じを打ち込む事でコミュニケーションを取っている。

『出る前に冷れい蔵ぞう庫こを空からにしておいたからな。それだけで大だい丈じよう夫ぶか？』

「まあ、暫しばらくはお土産みやげの食べ物で食いつなぐから問題無ないと思うけどね。あ、でも、セルティが手て料理のカニ玉を作ってくれるっていうなら、もうお土産なんか腐くさらせるよ！」

『それは勿もつ体たい無ないだろう。お土産屋さんに謝れ』

「解わかった、じゃあ腐った後にちゃんと食べるよ！」

　目を輝かせながら頷うなずく男に、セルティは肩を大きく上下させた。

『本ほん末まつ転てん倒とうだ』

　どう見ても溜ため息いきを吐いている動どう作さなのだが、そこに呼吸は発はつ生せいしていない。

「ええと、牛乳と卵、サイドカーに載のせればいいかな」

『いや、もう荷物でギチギチだからな。へたに載せて割れると困る』

　そう言って彼女は、ヘルメットのフェイスカバーを開き──何も存在していないその空間に、卵と牛乳が入ったコンビニ袋を押し込んだ。

『これでよし』

　フェイスカバーを元に戻しながらそんな文字を打ち込むセルティに、男──岸きし谷たに新しん羅らは、温かい笑顔を向けながら頷いてみせる。




「うんうん、セルティも、完全に自分の首がない事に対して吹っ切れたよね」
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　セルティ・ストゥルルソンは人間ではない。

　俗ぞくに『デュラハン』と呼ばれる、スコットランドからアイルランドを居きよとする妖よう精せいの一種であり──天命が近い者の住む邸てい宅たくに、その死し期きの訪れを告げて回る存在だ。

　切り落とした己おのれの首を脇わきに抱え、俗にコシュタ・バワーと呼ばれる首くび無なし馬に牽ひかれた二に輪りんの馬ば車しやに乗り、死し期きが迫る者の家へと訪れる。うっかり戸口を開けようものならば、タライに満たされた血液を浴びせかけられる──そんな不ふ吉きつの使し者しやの代表として、バンシーと共に欧おう州しゆうの神しん話わの中で語り継つがれて来た。




　しかし、それは昔の話だ。

　現在は生きた都市伝でん説せつとして、そして一人の女性として、岸きし谷たに新しん羅らという男を愛する日常を送り続けている。

　それが、『池いけ袋ぶくろの首くび無なしライダー』──セルティ・ストゥルルソンという存在だった。
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川かわ越ごえ街かい道どう




　夜の街を、奇き妙みようなバイクが疾しつ走そうする。

　エンジン音を響ひびかせぬまま走る、ヘッドライトとナンバープレートが無い漆しつ黒こくのバイク。

　セルティの愛あい馬ばである首無し馬──『シューター』が、現げん代だい社会に合わせて二輪車の形けい状じように変化した姿すがたである。

　その横には大型のサイドカーが取り付けられており、日に本ほんの様さま々ざまな地方の民みん芸げい品ひんや菓か子し類るい、果てはペナントや木ぼく刀とうといったものまで積み込まれていた。

　質しつ量りようのある影を自在に操あやつる事ができる彼女にとっては、漆黒のサイドカーを愛馬の横に取り付けるなどお手の物である。

　ただ、流石さすがに人を乗せるスペースが無くなってしまい、現在は普通に二人乗のりの形となって国こく道どうを走っていた。

　──馬車の形にすれば、もっと乗せられるんだが……。

　──やめよう。あまり目立つとあの化ばけ物ものが来る。

　とある白バイ隊たい員いんの顔を頭に浮かべながら、自分の事を棚たなに上げた事を思うセルティ。

　──まあ、それに……。

　自らの背に強くしがみついている新しん羅らの鼓こ動どうを感じ、首のない彼女が心しん中ちゆうで微ほほ笑えんだ。

　──二人乗のりも、そう悪くないか。




　セルティと新羅は、池いけ袋ぶくろで『運び屋』と『闇やみ医い者しや』を生業なりわいとしている。

　しかし、半年前まえに『取引先さき』に頭を下げて長期休きゆう暇かを取り、二人揃そろって旅行へと出かけた。

　半年に及ぶ、日に本ほん漫まん遊ゆうの旅。

　長なが年ねん追い続けた自らの『首』と、完全な形で決けつ着ちやくをつけてから一年ほど経たった頃ころ──セルティは、今後永えい続ぞく的てきに住む事になるであろう国の事をもっと知っておきたいと、二人で全国を回る事にしたのだ。

　そして今日きよう、無ぶ事じに池袋の街に戻って来たのである。

　──それにしても、楽しかったな。

　──新羅と一いつ緒しよだったからかもしれない。

　──いや、一人旅たびだともっとのんびりできたのかな？

　──まあ、どっちでもいいか。

　彼女はそんな事を考えた後、旅の思い出を振り返る。

　──北ほつ海かい道どうの雪ゆき祭まつりも良かったし、沖おき縄なわの慶け良ら間ま諸しよ島とうも綺き麗れいだった。

　──10月の内に行った島しま根ね県けんは良かったなあ。出雲いずも大たい社しやが凄すごい事になってた。

　──東とう北ほくの温泉巡めぐりも良かった。

　もしも首から上があるならば、間違い無く『ホクホク顔』というものになっている事だろう。

　セルティは旅が終わる寂しさと、慣なれ親しんだ景色けしきの中に戻って来た安あん堵ど感かんを同時に抱きつつ、川かわ越ごえ街かい道どうの中を走り続けた。




　そして、目もく撃げきされぬよう、路ろ地じをいくつか経けい由ゆして、川越街道沿ぞいのマンションに裏うら口ぐちから入り込む。

　半年間留る守すにした、セルティと新羅の魂たましいの拠より所である棲すみ家かへと。
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新羅のマンション　地下駐ちゆう車しや場じよう




　地下駐車場にバイクを停め、セルティと新羅はゆっくりとバイクから降りた。

『ああ、やっと戻って来たな。楽しいのは旅たび先さきだが、やっぱり心が落ち着くのは地じ元もとだな』

　馬の姿すがたに戻ったシューターの背を撫なでながらセルティがそう言うと、新しん羅らが旅の疲れを感じさせないテンションで言葉を紡つむぐ。

「僕はセルティと一いつ緒しよなら、どこだって楽しいし落ち着くよ！　いやごめん、落ち着いてなんかいられない、セルティを前にして落ち着いていられる時なんてあるわけがばぼぼぼぼぼぼ」

『どさくさに紛まぎれて抱きつこうとするな』

　そんないつも通りのやり取りをしている二人に──唐とう突とつに、第三者の声が掛けられた。

「あー……惚気のろけてる所をすいませんがね」

　ビクリとして声の方に振り返る新羅とセルティ。

　そこには、駐ちゆう車しや場じようの闇やみに紛まぎれて、二人の共通の知り合いが立っていた。

「四し木きさん!?　どうしてここに？」

　粟あわ楠くす会かいの幹かん部ぶであり、『運び屋』と『闇やみ医い者しや』、双そう方ほうと取引を行っている男である。

「いえ……若い衆しゆうからさっき、首くび無なしライダーをコンビニで見かけたなんて話を聞いたもんでしてね。御ご挨あい拶さつに伺うかがった次し第だいですよ」

『そうなんですか、わざわざありがとうございます！』

　戸と惑まどいつつも、素直に礼れいの言葉をスマートフォンに打ち込むセルティ。

「おや、前はＰＤＡに打ち込んでた気がしますが……」

『ええ、試しに買ってみたんですけど、これがまた使いやすくて。影に静せい電でん気きを帯びさせてタッチパネルも素す早ばやく押せるようになったんです』

「……随ずい分ぶんと、器き用ような事をしますね」

　四木はそう言った後、セルティの全身を睨ねめ付けた。

「しかし、まあ……」

　最後にハワイアンセンターにでも行ったのか、セルティは現在、ライダースーツの上にアロハシャツとフラワーネックレスという浮かれきった格かつ好こうをしている。

　首くび無なし馬から分ぶん離りしたサイドカーには、全国各かく地ちの土産みやげ物ものが手当たり次第に詰め込まれており、ミーハーな旅行者の荷物そのものという雰ふん囲い気きだった。

「……その様よう子すじゃ、何も御ご存ぞん知じないようですね」

『？』

「何がですか？」

　セルティと新羅が同時に首を傾かしげるのを見て、四木は小さな溜ため息いきを吐く。

「旅行中ちゆう、ネットはやってましたか？」

「いえ？　せっかくのセルティとの二人旅ですし、そういう俗ぞく世せ情報は忘れてのんびりしてきましたよ」

『せいぜい、観光地の情報を検けん索さくしたりしたぐらいです』

　二人の答えを聞き、四木は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「こりゃ、俺おれが説明するより、現状を把は握あくしてもらった方が良さそうだ」

『？』

「部屋に戻って飯めしでも食って落ち着いたら、ネットで『首くび無なしライダー』で検けん索さくしてみるといいですよ。最近の検索結果に絞しぼってね」

　そして、四し木きは肩を竦すくめながら二人に対して背を向ける。

「今日きようはもう冷静に話せないでしょうから、明日あした、また来ます。電話しますが、その時は居い留る守すは使わないで下さいよ、岸きし谷たに先生」

　どうやら仕事相手からの電話を一いつ切さい合がつ切さい黙もく殺さつしていたらしい新しん羅らにそう釘くぎを刺した後、そのまま地下駐ちゆう車しや場じようを去って行った。

　立ち去る彼の背を見送り、セルティと新羅は不ふ思し議ぎそうに首や胸を傾かしげる。







　そして、30分後──

　最さい上じよう階かいにある自宅へと戻り、ネットで自らの事を調べたセルティの絶ぜつ叫きようがスマートフォンのメモ欄らんに木魂こだました。

『うわああああああ、お終しまいだー、お終いだーッ！』

　セルティはそんな文字列れつを繰り返し打ち込みながら、ゴロゴロと床を転がって手て足あしをばたつかせる。

「落ち着いてセルティ！　大だい丈じよう夫ぶ、まだ行ける、まだ行ける！」

『どこにだ！』

「セルティと一いつ緒しよなら、僕は火の中水の中、ブラックホールの中にだって行けるよ！」

『私が行きたくない！』

　ツッコミを入れている間も、セルティは両手でヘルメットを押さえて転がり続けていた。

　彼女がネットを見て知ったのは、衝しよう撃げき的てきな事実。

　池いけ袋ぶくろで連続失しつ踪そう事件が発生しており、その犯人が首無しライダーであるという噂うわさが、まるで事実であるかのように拡かく散さんしていたのだ。

　池袋系けいのニュースサイトで『人ひと攫さらいの犯人は首無しライダー!?』という類たぐいの記事がいくつも書かれており、池袋を通り越して全国的なニュースサイトなどにも取り上げられている。

──『外げ道どう・首無しライダーを糾きゆう弾だんする』

──『首無しライダーは人攫いのクズ』

──『このご時じ世せいに首無しとかｗ』

　そんなトピックスが匿とく名めい実じつ名めい関わらず、様さま々ざまな掲けい示じ板ばんやＳＮＳサイトで立ち上がっており、有名なＱ＆Ａサイトには、

──『娘むすめが首無しライダーに興きよう味みを持っているのですが、殺してでも止めるべきでしょうか』

　などという質問が投とう稿こうされて炎えん上じようしている始し末まつだ。

『うああああ、もうダメだ。私はまだいい。一いつ緒しよに住んでる新しん羅らにまで迷めい惑わくがかかるかもしれないと思うとアアアア』

「いや……住所すら流りゆう出しゆつしてないネットの炎上よりも、実際に粟あわ楠くす会かいとかと仕事してた過去の方がまずい気はするんだけどね？」

『いいや、こんなので済む筈はずがない！　きっとこのまま私の正しよう体たいとか色々特とく定ていされて学校に連れん絡らくされたりして退たい学がく処しよ分ぶんになって警察が来て賠ばい償しよう請せい求きゆうされてウワアアアア』

「そもそも学校に行ってないよねセルティ!?　こんなに取り乱すセルティ初めて見たよ！」

　新羅は溜ため息いきを吐きつつ、微ほほ笑えみながら言った。
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「セルティはネット世界の住人だなあ」

『笑い事じゃない！　私は無む実じつだ！　無実なんだぁー！』

「ああ、でもこの池いけ袋ぶくろコミュニティの『首くび無なしライダーの道どう交こう法ほう違い反はんを糾きゆう弾だんする』ってトピックスに関しては、事実だから何も言えないよね」

『うっ……。で、でも、シューターはバイクじゃなくて馬だし……』

　新羅から視線を逸そらしつつ文字を打つセルティ。

『で、でも、人ひと攫さらいなんてしてない、本当なんだ信じてくれ！』

「大だい丈じよう夫ぶだよ、セルティ、俺おれを信じて！」

『新羅……』

「僕はたとえセルティが人攫い、いや、連続殺さつ人じん鬼きだとしても変わらず愛し続けるよ！」

　セルティは力強く頷うなずく新羅の襟えり首くびを伸ばした影で摑つかみ、床に引き寄せてから強く揺さぶった。

『流石さすがにそんな真ま似ねしてたら愛する前に私を止めてくれ！　い、いや、やってない！　やってないんだ！　信じてくれ新羅！』

「い、いや、信じるもなにも、この半年ずっと一いつ緒しよだったじゃない」

　揺さぶられながらも冷静にそう答える新羅に、セルティがハッとする。

『そ、そうだ！　新羅と一緒だったじゃないか！　アリバイ成立だ！　なんなら、旅館とかの人の証しよう言げんを取れば……』

「まあ……アリバイが証しよう明めいできたとして、それをどこで公表するの？　って話だけどね」

『あっ』

「ネットで言ったところで、炎上の火ひ種だねになるだけだと思うなぁ。首くび無なしライダーがネットで登場？　なりすまし？　売ばい名めい？　仮かりに本ほん物ものだと信じて貰もらえた所で、『道交法違反してる奴やつの言い訳わけなんて信じられない』って言われて更さらに叩たたかれるだけだよ」

　新羅は混乱するセルティに対し、冷れい静せいにそう指し摘てきを続けた。

『で、でも、なんでこんな最初から犯人みたいに……。こういうサイトの人達は、私に何か恨うらみでもあるのか？』

「いいかいセルティ。噂うわさを拡かく散さんしてるニュースのまとめサイトとかはね、広告費ひを稼かせぐ為ために閲えつ覧らん数すうを増やす事だけが目的のサイトもあったりするんだ。そういうサイトからすれば、その情報が真実でもデマでも構わないんだよ。だから、曖あい昧まいな情報だろうとセンセーショナルな記き事じタイトルにして煽あおるのさ」

『うう……で、デマだと解わかれば記事は消えるのか？』

「仮にデマだって判はん明めいして炎えん上じようしたとしても、『デマじゃないか！　閉へい鎖さしろ！』って叩たたきに来た人達でアクセス数が増えれば万ばん々ばん歳ざいなのさ。盛り上がった所で謝しや罪ざい記事を上げれば、その謝罪を見にまたアクセス数が増えるしね。全部がそうとは言わないけど……例えばこの『いけニュ～！』ってサイトは、半はん年とし以上前まえから特にそれが酷ひどくて有名だった所だよ」

　新羅の視線の先には、セルティが開いていたノートパソコンがある。

　その画面には、『いけニュ～！』という情報サイトが表ひよう示じされていた。

『いけニュ～！』は、池いけ袋ぶくろの情報を専せん門もん的てきに扱うニュースサイトである。

　デマが多い事で有名だが、派は手でな記事タイトルで周囲を煽る為ため、記事タイトルだけを見て内容を読まない人間がＳＮＳなどで拡散し、更さらにデマが広まる悪あく循じゆん環かんが起きていた。

　池袋のデマの大たい半はんはこのサイトが元と言われるほどであるが、たまにマスコミよりも早く池袋の事件の真しん相そうなどを暴あばく事もある為、ネット上では微び妙みような位置づけとして扱われている。

『そ、そうなのか？』

「うん。別のサイトとかと手を組んで利り権けんとか貪むさぼってるなんて噂うわさもある、まあ、池袋系けいのニュースサイトの中でも一ひと際きわ評ひよう判ばんが悪い所さ。でも、信じる人は鵜う吞のみにするもんだよ。最初から『このサイトの記事は全部噓うそです』って書いてあるネタサイトの記事を本当だと思い込んで拡散しちゃう人もいるぐらいだし」

『そ、そんな……』

「……まあ、セルティの場合、道どう交こう法ほう違い反はんで白バイの人達に追いかけられてるって事実があるから、『あの首くび無なしライダーなら人ひと攫さらいぐらいやるだろう』って思う人も多そうだけど」

　無む念ねんそうに言う新しん羅らに、セルティが身を震わせた。

『わ、私は一体、どうすれば……』

　そんな彼女の肩に手を置きながら、新羅は淡たん々たんと解決策さくを口にする。

「まあ、決定的な無む実じつの証しよう拠こと……センセーショナルな真実が公こう表ひようされれば、人攫いの疑いは晴れるだろうね」

『？　具体的に、どうなればいいんだ』

「簡単なことさ。人攫いの真しん犯はん人にんが捕つかまって、大だい々だい的てきに報道されればいい」

『な、なるほど』

　ようやく落ち着きを取り戻しかけたセルティに、新羅は彼女を安あん堵どさせるような微ほほ笑えみを浮かべながら言葉を続けた。




「ついでに言うなら、その真しん犯はん人にんを捕つかまえたのが首無しライダー……って言うなら最高かな」
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高たか田だの馬ば場ば　某ぼうマンション




「そっかー、首無しライダー、戻って来たかぁ」

　自宅の入ったマンションの屋上で、琴こと南なみ久く音おんが呟つぶやいた。

　彼の手にはスマートフォンが握られており、『首無しライダー、半年ぶりに目もく撃げきされる！　失しつ踪そう事じ件けんに進しん展てんか!?』という『いけニュ～！』の記き事じが映し出されている。

　そんな情報を見た後、久音は暫しばらく夜や景けいを眺ながめていたのだが──

　クツクツ、クツクツと、堪こらえきれずに笑いだした。

「いや、なんてタイミングなんだか……。こりゃ、荒れるねえ、マジで荒れそうだわ」

　視線の先には、池いけ袋ぶくろのサンシャインビルが見える。

　夜空に向けてそそり立つその高こう層そうビルの明かりを見ながら呟いた。

「それにしても……こんなに面白くなる状況が揃そろってるってのに、大たい半はんの奴やつはそれに気付いてすらいないってのはどうよ」

　ふと笑いを消し去り、携けい帯たいを握り締しめる手に力を籠こめながら言葉を続ける。

「退たい屈くつな連れん中ちゆうばっかりだ。街の大半の連中は、俺おれの予想通りの反応しかしないしよ。予よ想そう外がいの事をやらかしてくれるのなんてほんの一ひと握にぎりだ」

　やや苛いら立だたしげになりながら、目を細めた。

「首くび無なしライダー……本ほん人にんは、退屈な奴やつじゃないといいけどな」

　そこで彼は、再び携帯に目を向ける。

　ニュースサイトの反応などを見ると、皆みな一いち様ように首無しライダーの帰き還かんについて騒さわいだり喜んだり叩たたいたりしているものが見えた。

　しかし、久音はその全て反応を退屈そうに眺ながめている。

「ったく、やっぱり普通の反応しかねえなぁ。いつもと同じだ」

　小さく溜ため息いきを吐きつつ、久音はおぞましいほどに冷たい光を双そう眸ぼうに湛たたえながら、夜景に対して吐き捨てた。

「これだから……俺は、人間って奴が大だい嫌きらいなんだ」

　学校では決して見せない冷たい表情を浮かべながら、静かに言葉を付け加える。




「情報屋やの癖くせに『人間を愛してる』なんて抜かしてた奴が居たとは、到とう底てい信じられねえよ」
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間接章　脱だつ落らく者しや







翌日　来良らいら学園




　顔を腫はらしながら登校した八尋やひろを見て、姫ひめ香かがゆっくりと近づいて来る。

「どうしたの、その顔……」

　無む表ひよう情じようのまま尋たずねてくる姫香に、八尋は大きな絆ばん創そう膏こう越しに顔の傷をさすりながら言った。

「いやあ、階段から転んじゃって」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　表情は薄いものの、心配していないわけではないようだ。

　気き遣づかいの言葉をかけられた事が嬉うれしく、八尋は少し照れながら言葉を返した。

「うん、骨とかは大丈夫だったから」

「……もしかして……首くび無なしライダーを探して危ない目にあったわけじゃないよね？」

「あ、いや、全然そういうのじゃないから」

　噓うそはついていない。

　全く無む関係というわけではないが、首くび無なしライダーを探していたことが原因ではないのは確かだ。

「そう……本当に、気を付けてね」

「ああ、ありがとう」

「？」

　妙みように上じよう機き嫌げんな八尋やひろに姫ひめ香かは首を傾かしげるが、そこまで追つい及きゆうする気はないのか、それ以上顔の傷については尋たずねてこない。

「……」

「……」

　奇き妙みような間が訪れ、お互いに中なか々なか口を開けなくなる。

　そんな空気を破は壊かいしたのは、続いて教室にやって来た久く音おんだった。

「よーっす！　元気してる？」

　朗ほがらかな笑顔で言ってくる緑りよく髪はつの少年は、相手の返事も待たずに一方的に話しかける。

「なぁなぁ、聞いたか？　昨日きのうの夜、首無しライダーが街に戻って来たらしいぜ？」

「！」

「……！」

「おっと、別に首無しライダーの事を独どく自じに調べたわけじゃないぜ？　情報サイトで記き事じになって、普通にツイッティアとかで噂うわさになってただけだからよ」

　先せん手てを取って言い訳わけをする久音だが──姫香は彼を責めたりはせず、難しい顔をしているだけだった。

　そんな空気を変えるべく、八尋は敢あえて首無しライダーから話題を逸そらす。

「あ、そ、そういえばさ、部屋に置くテレビとかラジオを買おうと思ってるんだけど、どこか近所に安い店ないかな」

「なんだよ、下げ宿しゆくだろ？　部屋にないのか？」

「いやあ……下宿って言っても、アパートを一部屋借かりてるだけだから……」

　すると、姫香が何か思いついたように顔を上げた。

「そういえば、うちの近所に『園その原はら堂どう』って古ふる道どう具ぐ屋やさんがあるけど……」

「古道具屋さん？」

「ずっと閉まってたんだけど、先月改かい装そうされて開いたの。売りに出してた店が売れなくて、結局また始める事にしたんだって。木でできてるような古いラジオが店てん頭とうにあった気がする。でも、他に店頭のショーケースにあったの、古い刀かたなとか変な壺つぼとか、妙みようなものばっかりだったけど……確か、この学校を卒業した女の人がお店を経営してるんだって」

「へえ……テレビはともかく、面白そうなお店だね」

　すると、久く音おんも反応する。

「うちのＯＢが？　いいじゃんいいじゃん。この学校の都市伝でん説せつとか教きよう師しの弱みとか、面白い事こと聞けそうじゃん？　せっかくだから、三人で今日きよう行ってみようぜ？」

「そんな強ごう引いんな」

　八尋やひろは久く音おんのノリについていけず溜ため息いきを吐いたのだが、姫ひめ香かは無表情のまま言った。

「いいよ」

「え？」

「二人とは、首くび無なしライダーの事についてもう少し詳しく話しておきたい気もするし……」

「マジで？　じゃあ決まりだな！」

　ポンと手を叩たたく久音に、八尋が慌あわてて言う。

「あ、でも、今日きようの放課後ごは、図と書しよ委員の作業がちょっとあって……」

　それを抜きにしても、姫香にあまり迷めい惑わくをかけてはいけないだろうと思っていた八尋だったが──

「いいよ。終わるまで待つから」

　姫香があっさりとそう言った事で、三人はなし崩くずしに、放課後の行動を共にする事となった。
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放課後　来良らいら学園８Ｆ　図書室




「でも、いいのかな……。迷惑じゃなきゃいいけど……」

　そんな事を呟つぶやきながら新しく入にゆう荷かした本の整理をしていた八尋に、先せん輩ぱいの一人が声をかけてくる。

「おーい、三み頭ず池ち君くん」

「はい、なんですか？」

　何か新しい仕事だろうかと振り返った少年に、先輩が司し書しよ室の扉とびらを指さしながら言った。




「図書委員長が呼んでるよ。何か話があるってさ」





♂♀






30分後　昇しよう降こう口ぐち




「ごめんごめん、遅くなって」

　八尋やひろが駆かけつけると、久く音おんと姫ひめ香かが、既すでに靴くつを履はいて待っていた。

「よう、随ずい分ぶんと作業に手て間ま取どってたみたいじゃん？　そんなに作業多おおかったのか？」

　特に怒ってはいないようで、久音が軽い調子で問いかけてくる。

「ああ、作業は楽だったんだけど、図と書しよ委員長に呼ばれちゃって」

「図書委員長に？」

　姫香の言葉に、八尋は小さく頷うなずいた。

「うん……ちょっと色いろ々いろ話してさ。メールアドレスとかも教えて貰もらった」

「ふーん？　あれか？　次の図書委員長として抜ばつ擢てきされるとかそういう流れじゃね？」

「そんなわけないよ。まだ委員会入って２日目なんだし」

　八尋がそんな事を言いながら靴を履いていると、姫香が口を開く。

「でも、あの図書委員長、凄すごく大人おとなっぽいよね。なんだか、色々達たつ観かんしてるっていうか」

「そうだね。流石さすがは委員長って感じだよ」

　力強く頷く八尋に、久音が軽い調子で言った。

「ああ、いや、実際ちょっとばかし大人だぜ、あの図書委員長」

「え？」

「？」

　首を傾かしげる八尋と姫香に、久音はあっけらかんとした調子で答える。




「なんか、大おお怪け我がして何ヶ月も入院してたとかでさー、留ダ年ブってんだよ、あの人」





♂♀






来良らいら学園８Ｆ　図書室しつ




「竜りゆうヶ峰みね先せん輩ぱい、これ、図書委員の会かい報ほうの在ざい庫こ、どこに置いとけばいいですか？」

　後こう輩はいにそう呼びかけられた青年は、そちらを振り返りながら穏おだやかな調子で答える。

「ああ、僕が司し書しよ室に運んでおくよ。お疲れ様」

「お疲れ様です！」

　そう言って後輩が立ち去ったのを確かく認にんした後、図書委員長──竜ヶ峰帝人みかどは、窓から正門の方を見下ろした。

　先せん刻こく、とある話をした少年が、友人と思おぼしき男女と共に街へ向かう姿すがたが見える。

　彼らの姿を見て、帝人の中に一つの記き憶おくが蘇よみがえる。

　３年前まえ、同じように街を歩いていた自分と、二人の少年少女の記き憶おくが。




　青年はかつて、池いけ袋ぶくろの街を駆かけ続けていた。

　様さま々ざまな事件に巻き込まれ、時には自ら事件を起こし、街の非ひ日常の中に身を沈めていた事もある。

「三み頭ず池ち八尋やひろ君……か」

　帝人みかどはそうした経験を元に、街の多くの者達よりも早く、様々な情報を手にしていた。

「凄すごいなあ、平へい和わ島じまさんとまともに殴なぐり合えるなんて」

　平和島静しず雄おと殴り合い、首くび無なしライダーを見る為ために池袋にやってきたという少年。

　そして、街で起こる連続失しつ踪そう事件と、首無しライダーの帰き還かん。

　日常に戻ってきた身だというのに、そうした情報だけは誰だれよりも早く耳に入ってくる。

　しかし、彼はそんな後こう輩はいにとある助じよ言げんを与えただけで、生まれつつある新たな『都市伝でん説せつ』に積せつ極きよく的てきに関わろうとはしなかった。

　自分は既すでに、この街の非日常から脱だつ落らくした身だと理解しているからだ。

　既すでに卒業している恋人や、高校を中ちゆう退たいしたまま働いている親友の顔を思い浮かべながら──

『首無しライダー』の都市伝説に絡もうとしている後輩達たちに、改めて目を向ける。

　正門から去りゆく彼らの背中に微ほほ笑えみかけながら──帝人は、小さく呟つぶやいた。

「池袋へようこそ。何か、少しでも……いい事があるといいね」




　そして、池袋の街が再び蠢うごめき始める。

　古い空気と若い空気を混ぜ合わせ、新たな風を自らの中に呼び込む為ために。




　風の吹き抜けた後に何が生まれるのか、街自じ身しんにも解わからぬまま。
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成なり田た良りょう悟ご

資料として買ったスチームパンク風ゴーグルをかけ、何やらウキウキする33歳。何の資料として使うのかはまだ謎ですが、もしかしたら、デュラＳＨの舞台が池袋から蒸気溢れる産業革命時代の英国に遷る事もあるかもしれません！　すいません、ありません。
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イラスト／ヤスダスズヒト

チャイナ服とつり目とワンピースに偏った情熱を燃やす関西ノリぶっちゃけ系イラストレーター。ＴＶアニメ『夜桜四重奏カルテット－ハナノウタ－』ＢＤ＆ＤＶＤ特典でコラボコミックも展開中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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